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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あの物語には、主人公がいる。

　それは、絶対的な主人公だ。破は滅めつを迎むかえそうな世界を、たった四人で救った。

　その物語にも、主人公がいる。

　何百何千何万もの兵を、たった四人で退けた。

　あんな物語にも、こんな物語にも、そんな物語にも主人公がいる。

　宇宙を征せい服ふくしたり、女子高生を侍はべらしたり、神を殺したり。

　あり得ないことをさも当たり前のようにこなす、『最強』の主人公がいるんだ。

　そして──この物語にも主人公がいる。

　無限に現れるモンスターを蹴け散ちらし、各地に眠ねむるドラゴンを退治し、帝てい国こく軍という世界の半分以上を手に入れた巨きよ大だい国家を一〇人以下で徹てつ底てい的に壊かい滅めつさせる──『予定』の主人公だ。




　だが、それは俺じゃない。




　そう、俺では、主人公には絶対になれないんだ。

　俺の名前は『マナト』。察しの良い人は分かってるだろう、男だ。

　髪かみは黒く、瞳ひとみも黒。身長はまあまあ、体重もまあまあ。

　目が大きい訳でもなく、鼻が伸のびている訳でもなく、えらが張ってる訳でも唇くちびるがいかりやな感じでもない。

　ごく普ふ通つうの顔。平均的な顔が俺のコンプレックスだ。

　よく、「ガチャピンみたいな目だな」だの「眠いの？」だの「究きゆう極きよく超ちよう人じんあ～るに出てませんでした？」だの言われる三白眼だけが、俺という個人をアピールするための材料だろう。

　どこにでもいるような容姿のせいか、よく「前にもお会いしませんでした？」なんてことも言われる。

　もしかしたら、あなたにもお目にかかったことがあるかもしれませんね。

　あなたが──『ゲーム』をしたことがあるなら。

　ここで言う『ゲーム』とは、じゃんけんとか鬼おにごっことか、缶かん蹴けりとかスイカ割りとかそんな身体からだを使ったアウトドアなもんじゃない。

　テレビゲームだ。

　あなたがテレビゲームをやったことがあるなら、こう思ったことはないだろうか？

『あれ？　このキャラ、あのゲームのキャラに似てるな』

『またこのキャラかよー。もういいよこういうキャラー』

『あー、はいはい。どうせこいつ死ぬんでしょ？　前にも見たわ』

　同じようなキャラが、同じような台詞せりふを喋しやべり、同じような動きをする、圧あつ倒とう的な既き視し感かんを覚えたことはないだろうか？

　それもそのはず。

　それらは、同じ『人物』が『演じて』いるのだ。

　察しの良い人はそろそろ分かってくれているだろう。




　俺は、『ゲームの世界』の住人なのである。




　テレビゲームは、プログラマーがデジタルデータを弄いじって作っているのではない。

　実は──配給元である『ゲーム会社』の依い頼らいを受け、『ゲームの世界の住人』がゲームを制作しているのだ。

　ドラマや映画のようにな。

　俺たちは皆みなさんから見れば、パソコンの向こう側、デジタルの世界にいる。

　だが、データの集合体じゃあない。飯だって食うし、子供だって産む。

　そう、世界こそ違ちがうが、俺たちは確かに生きている。

　電子の妖よう精せい──とでも言おうか。俺の顔には、似合わないがな。

　さて、太陽も雲もない空。時間ではなく場所で変わる天気。風という風はなく、小さな虫とかもいない。そんな草原を、ジーンズにジャケットという出いで立ちで歩いて、とある村にやってきた。

　やってきた理由は、至し極ごく簡単。──面接だ。

　俺の仕事は、『イベントプランナー』だ。

『プレイヤー様』にお喜び頂けるイベントを成し遂とげること。

　そのために俺は生きているし、そのためなら命だって賭かける。




　全すべてはプレイヤー様のために。




　それが、この『ゲームの世界』でのスローガン。

　その村は、モンスターが来ないよう、柵さくで囲われている小さな村だった。

　家屋のほとんどが木造の平屋。

　モンスターの侵しん入にゆうを防ぐための巨大な鋼はがねの門が、まるで今さっき建てられたばかりのように傷も錆さびも一いつ切さいなく悠ゆう然ぜんと立ちふさがっている。

　村へ入るのに、別にノックもいらないし、「すみません」なんて声掛かけもいらない。

　押せば開く。──それが、一いつ般ぱん的な村の門ってもんだ。

　だったらモンスターを阻そ止し出来ないんじゃないか？　と思う人もいるだろうね。

　その心配はない。モンスターは『絶対に』村を襲おそわないんだ。

　だって、周辺のモンスターは村の人間が『召しよう喚かん』しているのだから。

「エンドール村へようこそ。あたしはルピア」

　村に入ってすぐのところに、少女が仁に王おう立だちしていた。

　薄うす紅べに色いろの長い髪をした、エプロンドレス姿の少女。

　身長は一五〇センチメートルほどで、あまり良いモノを食べてないのか、肉付きはよくない。俗ぞくに言う、幼児体型というやつだ。

　特に、胸のところの肉付きがよくない。

　むすっとした表情の娘むすめだった。

「あ、初めましてマナトです。ルピアちゃんはここの人かな？」

　俺は歌のお兄さんぐらいの爽さわやかな笑え顔がおを向けた。

　人間関係はファーストインプレッション、出会い頭がしらで大体決まる。

「けっ」

　挨あい拶さつを吐はき捨てられたっ！　馴なれ馴れしすぎたかっ！

「えっと……あの……村長さんはいらっしゃいますか？」

　落ち着け俺。もしかしたら、すでに圧あつ迫ぱく面接が始まっているのかもしれん！

「ちっ」

　質問を舌打ちされたっ！

　なんなのこの子！　なんでこんなに態度悪いの！　ルピアちゃんなんでっ！

　とことことことこ。俺が衝しよう撃げきを受けていると、ルピアちゃんのところへ一羽のニワトリがやってきた。

　ルピアちゃんはむんずとニワトリを手に取り──

「にわとり、投げる？」

『あ、そうそう。ついでに』──みたいな感覚で恐おそろしいことを言い出した。

「投げない投げない！　で、村長さんはどこに？」

　俺はぶんぶんと手を振ふってお断りした。なんで急にニワトリを投げるか聞いたんだ？

「ここをまっすぐ行って三さん叉さ路ろを右に行って一〇一段の階段を上って行くと右手にデコウの看板があるからそこを右折していい感じに道なりに行くとおそば屋さんがあってその二つ右みぎ隣どなりの家だけど」

「………………なるほど」

　ものすっごい早口で言われた。

　丁てい寧ねいに教えて貰もらったが、全く覚えられない。とりあえずまっすぐ行ってみようかな。

　どうせ、村長の家は村の一番奥だろうし。

「……なんであたしが……非番なのにあたしが」

　歩き出すと、ルピアと名乗った少女はぶつぶつと恨うらみ節のような、呪のろいのような声こわ色いろで喋りながら一定の距きよ離りを保って後ろをついてくる。

　その一定の距離ってのが問題で、息づかいを感じる程度のすごく近い距離。

　忍にん者じやじゃなくても、気配を感じられるレベルの距離だ。

　立ち止まっても、早歩きにしても、距離を保ったままだった。

「あの、なんか用があるんですか？」

　あまりにぶつぶつ言ってるのが気になったので、振り向いて文句の一つぐらい言ってもいいだろうと思ったら──ぶつかってしまった。

　立ち止まってから振り向くべきだった。

　急いで振り向くべきではなかった。

　どん。と思いっきりぶつかってしまい、ルピアちゃんは後ろに倒たおれる。

「ちょまっ！」

　声を上げたのは、俺だった。

　なんと、ルピアちゃんは咄とつ嗟さに俺のジャケットの袖そでを引っ張った。

　倒れまいと摑つかんだというより、俺を引きずり倒すために引っ張ったんだ。

　その『ぐいっ！』っと感は半はん端ぱなく、俺も道連れに倒されてしまった。

　………………やらかい。

　倒れた拍ひよう子しに、唇と唇が、触ふれ合っていた。

　俺は、受け身を取ろうと、手をついたんだ。

　そのせいで、いや、そのおかげで、ぴったりちょっきり、──がっつりキスしてしまった。

　優やさしく、しかし力強く。

　正面同士なら、鼻が先に当たっていただろう。

　身長差のせいなのか、倒れ方のせいなのか、少し斜ななめな状態で──やらかい。

　これは美味うまい。じゃない、マズい。

　また、やってしまった。

　俺は、どうしてだか、こういう出来事に遭そう遇ぐうする。

　ラッキースケベという奴やつらしい。

　確かにラッキーではあるだろうが──ちっともラッキーではない。

　その一いつ瞬しゆんならば、確かに嬉うれしい出来事だとは思う。が、これは完全なセクハラ。これが原因で、何度も何度も解かい雇こされてきた。

　女難の相って奴だ。

　瑞みず々みずしい唇は離はなそうとすると、うっすらくっついてくる。

　小さく、薄うすい唇なのにも拘かかわらず、なんとも柔やわらかだ。

　一瞬、頭が真っ白になったのは、キスによる心地ここちよさと、やってしまったという恐ろしさからだろうな。

　顔を真っ赤に染めて、少し涙なみだ目めになりながら睨にらみ付ける少女の表情に、さーっと青ざめた表情の俺は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「ほんとすみませんほんとマジですみませんマジで」

　俺はすぐに起き上がり、そして謝った。ぺこぺこと何度も頭を下げて謝った。

　ルピアは手の甲こうでぐいっと唇くちびるを拭ぬぐう。

　その目は妖あやしく輝かがやいて、拳こぶしがぷるぷると震ふるえたが──すぐににっこりと笑顔を見せる。

「こちらの民家もどうぞ」

　道の横にある民家を手で指し示す。

　こちらの──ということは、村長がいる場所でないことは確かだろう。

　だが、強く言われれば、断る訳にはいかないな。俺は面接に来ているんだ。彼女は上司に当たるはず。

　しかたない、入ってみるか。

　戸と締じまりはしていないが、扉とびらはうっすら開いている。なんで完全に閉めないんだろうと思いながら戸を開けて中へ──

　ばふっ。黒板消しが、落ちてきた。

　………………あああああっ！

　俺は心の中で叫さけんだ。なんだよこのトラップはっ！　予測出来るか！　どこの民家に黒板消しがあるんだよ！

　白い粉が舞まい、けほけほと咳せき込む。それは、後ろにいる少女も同じだ。

　振り返ると、ルピアちゃんは腹を抱かかえて肩かたを震わせていた。

　声には出さないが、どうやら爆ばく笑しようしているようだ。

　…………この野や郎ろう……わざとだな？

　俺が悪いんだけど……こんな仕返しをされるとは。

「ここで、何をすれば？」

　一いつ軒けん家や。だが、キッチンがあるだけのワンルーム。風ふ呂ろトイレなし。ついでに、住人もなし。カーペットもカーテンもない民家だった。

「タンス、調べたいんでしょ？　どうせ」

「いや、別に」

「調べたいんでしょ？　どうせ」

　何故なぜ二回言った。

　ゲームの世界では、勝手に家に入り、勝手にタンスを漁あさっても、誰だれも文句は言わない。

　法律なんてものは、この世界にはないんだ。

　タンスの前に立ち、すーっと引き出しを開ける。

　すると、カチっと音がして──ぶっしゅーっとガスが噴ふき出してきた。

「ああああっ！」

　思わず、声が漏もれる。

　………………また、トラップだ。

　振り向くと、ルピアちゃんは腹を抱えて口元を押さえながら肩を震ふるわせていた。

　何がそんなに面おも白しろいのか。ルピアちゃん……いや、ルピア。こいつ──さては、ドＳだな？　人のリアクションを見るのが楽しくて仕方ない部類の人間。

　キスをした仕返しに、このトラップへ誘ゆう導どうしたんだ。

　確かに、急に振り向いたのは俺の落ち度かもしれんが──許せん！　人を弄もてあそびやがって！　こいつだけは許せん！　絶対に何があっても許さんぞ！

　ん？　タンスの中に、何かある。

　うわーお。下着だ。可愛かわいらしいピンクのパンティが一枚だけ、引き出しに入っていた。

「これ、持っていっていいってこと？」

　ルピアに聞いてみるが、返事はない。ただ、顔を真っ赤にして目を伏ふせていた。

　あれ？　いいの？

　セクハラしても、よかですばい？

　そうか。黒板消しのトラップで、キスした件は水に流した。

　逆に、このパンツで、ガスのトラップの件を水に流せということだな。

　……まあ、なんだ。そういうことなら……うん。許して──やるかな。

　パンティをジーンズのポケットに突つっ込んで、俺は民家を出る。

「で、村長はどこに？」

「村長の家なら、ここをまっすぐ行って、三叉路を右に行って、一〇一段の階段を上って行くと、右手にデコウの看板があるから、そこを右折していい感じに道なりに行くと、そば屋があるので、その二つ右隣」

　その台詞せりふって入り口からの案内であって、この場所からその通り進んだら村長の家に着かないのでは？

　まあいいや。村長の家へ向かおう。

　入り口に戻もどってからまっすぐ進むと、水たまりを見つけた。

　こぽこぽと沸ふつ騰とうしているかのような、紫むらさき色いろの水たまり。それは──『毒の沼ぬま地ち』と呼ばれている。

　実際、毒などではなく、踏ふむと電でん撃げきのようなモノが駆かけ巡めぐり、痛みはないが『イラっ！』とする水たまりだ。

　そんなもの、踏むわけもなく、大きく迂う回かいして先へ進む。

　三叉路を右に行くと──次は、地面が凍こおっている。

　一歩踏み出すだけで端はしから端まで強制的に滑すべりこんでしまう『氷の床ゆか』だ。といっても、冷たくはない。あくまで、見た目が氷というだけで、身動きが取れずに滑ってしまう『移動装置』だ。

　これはちょうどいい。俺はすっと一歩氷の上に足を踏み入れる。

　すい～っとスケートでもしているかのように、足が滑る。

　バランスを取る必要はない。これは、とても安全な床なんだ。

　氷の床を抜ぬけると、急きゆう勾こう配ばいな階段が目の前に。

「うわあ」思わず声が漏れた。

　ルピアは確かこう言っていた。

　ワシの階段は一〇一段まであるぞ。と。

　一〇一段の階段をぜーぜー言いながら上り切ると──ある看板が見えてくる。

　女性の横顔みたいなマークと、達筆な字で書かれた『出光』の文字。

　………………デコウの看板ってこれかーっ！

　読み方はデコウじゃねえよ！　ここで何を給油するんだよ！　この世界観で何に何をセルフで給油するんだっつーんだよっ！

「風流ねー」

　ルピアはしみじみと出光の看板を見上げている。

「まあ、いいデザインの看板ではありますね……その上はなんですか？」

　出光の看板の上に、樽たるが浮ういている。

　何かに引っかかっていたり、屋根に置いてあるということではなく、空中に巨きよ大だいな樽が浮いていた。

「あれ？　樽だけど？」

『……え？　そんなことも知らないの顔』をされたので、「そうすか」と小さく返して、見なかったことにした。

　そんなこんなで、おそば屋さんの二つ隣となりにある村長の家へ。

　やっとやってきた村長の家。

　長かった。やけに長かった。

　少しだけ開いた戸。勢いよくガラッと開けて黒板消しを回かい避ひしたあと、中へ入る。

　今までの民家とは違ちがい、外観から中身から、全すべてが和風だった。

　畳たたみの座ざ敷しきに村長さんを発見。

　そこにいたのは、また少女だった。──いや、『多分少女』だ。

　ぱっと見た感じは白しら髪がの老人。立派なヒゲを蓄たくわえた老人に見える。紋もん付つき袴はかまの格好で、壺つぼを手にしていた。

　だが、多分少女。老人に扮ふん装そうしただけの、少女だ。

「初めまして。本日──」

　俺の自己紹しよう介かいよりも早く、老人（少女）は壺を床にたたきつける。

「けしからーんっ！」

　大声とパリーンという音に、思わず顔を背そむけてしまった。

「何かあったんですか？」

　色々心配になったので聞いてみると──

「北の山にドラゴンがおってな」

　そっちかー。壺じゃねえのかよっ！　けしからんのは壺の出来じゃねえのかよっ！

「はあ」溜ため息いきのような返事をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「退治して欲しいなーとぞおもふ」

　これもう面接始まってるのかな？　それとも面接終わってるのかな？

「……それで、雇やとってもらえるんですかね？」

「一流のハンターとして認めて進ぜ候そうろう──あ、ちょっと待って──え？　ほんと？」

　急に、村長が目を丸くした。俺の後ろにいたルピアも同じく、目を丸くしている。

「どうかしました？」

「……お前、何者だっ！」

　思った通りカツラだった髪かみを剝はぎ取り、村長は付けヒゲもびりびりと剝がしながら俺を睨にらみ付けた。

　老人の扮装を取った二人目の少女は、黒髪の美しい少女だった。

　思わず感かん嘆たんの声を上げてしまいそうな、とても綺き麗れいな顔の少女。

　彼女が、この村の村長か。

　俺は、面めん食くらってしまった。

　自分と同じぐらいの年ねん齢れいだろうか。それとも、それ以下だろうか。

　そんな女の子が、村長をしているのだから。

　それとも──その少女の顔が、とても輝いていたからだろうか。

　どくん、と心臓が大きく動いた気がする。

　ファーストインプレッション。第一印象で、俺はこの少女に恋こいを──いや、これはきっと恋ではないな。憧あこがれだ。『無個性で普ふ通つうの俺』が欲しかった『華はな』があったから。

「何者って……履り歴れき書は先に送りましたでしょう？」

「履歴書？」

　村長の少女は寝ね耳みみに水みたいな表情で聞き返す。

「俺は、マナトという者ですが」

「え！『ごんぶと』様じゃないのっ！」

「そのごんぶと様って──」

「え！　プレイヤー様じゃないのっ？」

　質問するより早く、後ろにいた薄うす紅べに色いろの髪の少女、ルピアが叫さけぶ。

「え！」「ええ？」

　驚おどろきの声ばかりが、前から後ろから飛んでくる。

　俺は全てを理解した。

　俺たちは、ゲームの世界に生きる『ＮＰＣ』だ。

　俺たちの生き甲が斐いは、『プレイヤー様』に満足頂き、楽しんで頂くこと。

　ごんぶと様というのは、プレイヤー様のことだろう。プレイヤー様は、へんてこな名前を付けることがあるからな。

　この村の謎なぞな出来事は全て、プレイヤー様を迎むかえるためだった。

　そこに俺が来たもんだから、変な歓かん迎げいを受けたんだ。

「違いますよ。どこの主人公が、ジャケットにジーンズ姿でリュックを背負ってるんですか」

　俺は両手を広げて呆あきれたように言う。

「ぽ、ポケモンとか」

　いたーっ！　確かにジャケットにジーンズでリュック背負ってる主人公いたーっ！

「この世界観に、この格好の主人公はおかしいでしょう？」

　仕方なく、俺は言い直す。

「…………た、たしかに」

　村長とルピアが狼狽うろたえる。

　納なつ得とくしてくれたようで助かった。

「じゃあ、マナトくん？　だっけ？　君はなんだったの？」

「俺はこの村で雇って貰もらいたくて面接に来ただけの、ただのイベントプランナーですよ」

　そう、俺はイベントプランナー…………の、卵。

　プレイヤー様にお喜び頂けるよう、村や砦とりでで、はらはらドキドキのイベントを演出する。

　プレイヤー様のお心に残り、生しよう涯がいにわたって『あのゲームは良かった』『あのシーンは良かった』と述じゆつ懐かいして頂くことが、夢だ。

　そのために、この村へやってきた。

「マズいわっ！　完全に人ひと違ちがいだったっていうことね！　急いで準備を！　全部元に戻すのよ！」

　村長が慌あわてて耳を押さえながら指示を出す。

「総員に通達っ！　さっきのご来村は誤報っ！　至急トラップの設置しなおしを！　ああ、もう！　タンスの下着も取られちゃったじゃないっ！　だったらこいつ、心ゆくまでガーランドの銃じゆう床しようでぶん殴なぐれば良かった！」

　ルピアも今まで俺が潰つぶしてきてしまった小さなイタズラをやり直そうと指示を出している。ガスとか、黒板消しとか。

「……待って。準備はしないで。一時待機。──君、イベントプランナーって言ったよね？」

　そんなルピアの指示を、思い悩なやんだ表情の村長が止め、俺の顔をじっと見る。

「ん？　はい」

「この村のイベント、どう思った？」

　村長は、真しん剣けんな顔で聞いてくる。

　その顔がとても俺好みだったので、思わず目を背けてしまった。

「そうですね。まず案内するなら後ろじゃ無く前を歩いて欲しいです。っていうかむしろいらないです」

　ちらりとルピアを見る。反論するかな？　と思ったが──

「ああー」

　感心したように頷うなずいていた。

「黒板消しのトラップもガストラップも別にいらないです」

「え？　プレイヤー様はそういうイタズラ面おも白しろいと思うんじゃ……せっかく全民家に仕し掛かけたのに」

「全民家で同じトラップ食らっても、ただテンポが悪いだけと感じるでしょう」

「ああー」ルピアは感心しきりに頷いていた。

「この村長の家までの道のりも面めん倒どう過ぎます」

「冒ぼう険けん感があっていいかなって思ったけど」

「一回ならいいけど、このあとドラゴン倒たおしに出て、また一〇一段の階段上るとなると面倒でしょ？」

「ああー」ルピアは感心しきりに頷いていた。

「そもそも、ファンタジーＲＰＧの世界で、イデミツの看板はおかしいでしょ？」

「え！　愛着があるかなって思ったけど」

「現実世界から離はなれてお遊び頂いているってのに、現実世界のモノを見せられたくはないんじゃないでしょうか」

「イデ……ミツ……」ルピアは感心しきりに頷いていた。

「あと、下着入れるのもどうかと思います」

「つまり、君はこう言いたいの？　罠わなの準備も、下着の準備も、お出で迎むかえもしなくていいって？」

「まあ、今の状態でプレイヤー様を迎え入れても、問題ないとは思いますね」

「じ、じゃあ、プレイヤー様がお投げになる用のニワトリとか、壺は？」

　ルピアが信じられないとでも言いたげな表情で聞いてきた。

「それは別にあってもいいとは思います。なくてもいいとも思います。あーあと──えっと」

「私？　あ、私はフィルス」

「フィルスさんの村長の台詞せりふですが、昔言葉にしようと頑がん張ばりすぎて逆に出来ていません」

「…………そう」

　村長はむむむっと何かを悩んだように顔をしかめ、腕うでを組んだ。

　俺は、しまった。と思った。

　この村にはこの村だけの、ローカルルールが存在するだろう。

　何も知らない人間が、今から雇って貰おうとしている人間が、つべこべと指し摘てきするのは癪しやくに障さわるだろう。

　今度は、俺が指摘される番だな。

　お前の中の常識や考えを押しつけるな──とか。

　この村の何を知ってるんだ──とか。

　あと──

「採用っ！」

「え！」

　俺は驚きよう愕がくした。それは、俺が聞きたかった言葉ではあったが、予想していた言葉とは違っていたからだ。

　白しら髪がのカツラを俺に突つきだした村長は、すっと頭を下げる。

「完っ全に君の言うとおりだわ。すいませんでした！」

「ええー」

　認めんのかい！　あまりの驚きに鼻水が出てしまった。

「頑張って下さい。村長」

　フィルスさんは頭を上げると、笑え顔がおで言う。

「えええー。そ、村長？」

「うん、私の代わりに、今日からあなたが村長」

「ええええー」

　どうやら俺は、面接に受かり、就職が決まったようだった。それも──一村民でもアルバイトでもなく、村長として。

「あたしは認めないからねっ！　こんな奴やつが村長なんて！　東京ドーム何個分なんていうアバウトな比ひ較かく表現ぐらい認めないんだからっ！　こんな……こんなっ！　柔やわらかい唇くちびるの……」

　ルピアは俺を指さしながらフィルスさんに怒ど鳴なった。

　その指さし方は尋じん常じようではなく、がすがすと喉のど仏ぼとけを何度も的確に刺さしてくる。

「まあまあ、話を聞く限り、私より適任っぽいよー？」

「フィルスっ！　あーもうっ！　じゃあ言うわっ！　あたしはこいつが嫌きらいだって言ってんのっ！　ちょっとキスが上手うまいだけじゃないっ！」
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　ルピアはわしゃわしゃと髪かみの毛をかきむしって、思いの丈たけをぶつける。

　剛ごう速そつ球きゆうの言葉に、俺は思わず赤面した。

「上手かったの？」

　フィルスさんは興きよう味み津しん々しんに聞いた。

　ルピアは耳まで真っ赤にして、変なことを言ってしまったことを後こう悔かいしていた。

「あの状じよう況きようで痛くなくて気持ち良かったんだから多分上手いんじゃないの！　わかんないけど！　他ほかの比較対象がないからわかんないけどっ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむルピア。

　他の比較対象がないってことは──ファーストキスだったのか？

　それは悪いことをしたな。

「じゃあもう好きになって、結けつ婚こんすればいいじゃない。明日あした」

　けろっとした顔でフィルスさんは言う。

　急な話だなおい。

「あーもう！　話にならんわ！　ちょっとあんたっ！　じゃあ、一つだけ聞かせて！」

　怒ど号ごうの連続に、俺は気け圧おされていた。恐おそらく、ずっと怒いかりや苛いら立だちが溜たまっていたんだろう。だが、それをプレイヤー様にぶつけることは出来ず、笑顔で隠かくし、罠に掛かけることで発散してはいたが、それでも感情をぶつけたかった。

　俺がプレイヤー様じゃないと分かった今、本ほん性しようを露あらわにしたんだ。

「どうぞ」

「あの看板、あれイデミツって読むの？」

「はい」

「あー、やっぱりそうだよねー。ルピアがデコウデコウって言うから私もそれが正しいと思ってたけど、あれやっぱりイデミツだよねー」

　フィルスさんが村長の服を脱ぬぎながら納なつ得とくしたように頷いた。

　タンクトップ一枚の格好になると大きな胸が強調されて、ほんの少し興奮してしまった。

　一方、ルピアは勘かん違ちがいしていた恥はずかしさから、両手で顔を隠して部屋の隅すみにいた。

「………………今回だけだから」

「え？」

「今回だけ！　あんたに任せるんだから！　死ねっ！」

　この子ら、純じゆん粋すいなんだな。──というのが、この村へ来て感じた総評だった。

　きっと、誰だれかのバカみたいな提案を全部受け入れていったんだろう。

　疑うこともなく、否定することもなく、ただただ受け入れていった。

　その結果、この訳の分からない村が誕生したんだ。

　イアーモニター。通つう称しようイアモニを渡わたされ、耳に装着する。

『プレイヤー様がいらっしゃいます！　どうしましょう！』

「…………参ったな。……じゃあ、二人とも司令室へ戻もどって下さい」

「え！　まさか……君一人でなんとかしようっていうの？」

「俺に、考えがある。それはとても、浅い考えだけど」

　この物語には、主人公がいる。

　そしてそれは俺じゃない。

　その主人公──プレイヤー様がこれからいらっしゃるのだ。







『プレイヤー様！　もういらっしゃいますっ！　どうしましょう！』

　一人村長の家に残った俺は、急いで村長の服装に着き替がえながら、イアモニから報告を聞いていた。

　その声は、少女のような少年のような、女性声優が少年の声をやっているような声だった。おどおどとしていて、とても人が良さそうだ。

「初めまして。俺はマナト。──君、お名前は？」

『あ……初めまして……えっとマルクですけど』

「………………男ですよね？」

『え？　まあ生物学上は……』

「じゃあマルクくん、そのまま……迎むかえ入れていいですよ」

『え！　そのままですか？』

「もうそこまで来てるんでしょ？」

『はい……まあ……』

　腑ふに落ちないようだ。さっきまで用意しろと慌あわててルピアとフィルスが指示を出してたんだから、急に用意なしでいいなんて、混乱もするだろう。

『ちょっとあんた！　ふざけんじゃないわよっ！』

　イアモニを通して、耳を劈つんざく声。それはマルクくんの声とは正反対で、明らかに少女の、明らかに性格が悪そうな声だった。

　入り口にいた、あの感じの悪いドＳ系少女、ルピア。

『一人でどうにかしようなんて、ちょっと自うぬ惚ぼれが過ぎるんじゃない！』

「俺自身もまだ納得してないところはあるんだが……何が気にくわないんです？」

『あんたがあたしのパンツとか取ってっちゃったせいで！　なんのイベントも出来ないじゃない！　このまま受け入れて！　プレイヤー様がお喜びになるとでも思ってんの！』

「……あの下着、君のだったんだ」

『あっ……べ、別にあたしのだけじゃないんだから！　フィルスとかマルクとかみんなの下着もちゃんと入ってて……まあ、あたしのもあるのは確かだけど』

　もごもごと口ごもりながらも、ずらずら述べるのを聞き流しながら──

「とりあえず俺以外の人間を村から出して、何のイベントもないままプレイヤー様を受け入れる。すると、プレイヤー様は、村人が誰だれもいないことを、何かのイベントだと思うさ」

　納得出来ないのであれば、納得出来るまで説明し続けるしかないね。

　まあ、どうせ難なん癖くせをつけてくるんだろうけど、もうこれでいくしかないんだ。

『…………ふーん、失敗したら、耳かきを耳に突き刺してやるんだから』

　耳かきを……

　ざくっという音と共に耳から血が吹ふき出るのを想像し、俺は身み震ぶるいした。

　だが、意外だった。反対だと言いながら、聞く耳を持ってるじゃないか。普ふ通つう、反対反対って言う奴に限って、何を言っても反対と騒さわぎ立てるモノだ。

「ぜ、全力を尽つくします」

　でもちょっと、弱気になってしまった。あいつなら、マジでやりかねん。

『プレイヤー様、ご来村なされました！』

　そして、何の準備も行われないまま──収録の本番が来てしまう。

　俺たちの都合で、収録を止める訳にはいかないんだ。

『プレイヤー様、門を抜ぬけました。民家に入らず──一直線に村長の家へ向かっています』

　マルクくんが驚おどろいた様子で小さく報告する。

『どうして……どうして村長の家が分かるの？』

　生意気な少女も驚きの声を上げた。

「村長の家は、基本的に一番奥、大きな家になりがちだからな。このプレイヤー様は寄り道をせず、さっさとイベントをこなしたいんだろう」

『マナトさん……でしたっけ？』

「ん？」

『すごいです……もしかして、メインパーティの経験があるんですか？』

　マルクくんの声には、尊敬の念が込められていた。

「いやいや、俺なんかじゃプレイヤー様のお供にはなれないさ」

　俺たちの生き甲が斐いは『プレイヤー様に楽しんで頂くこと』だ。それが存在意義であり、宿命。

　その中で、プレイヤー様にプレイして頂くこと、あるいはプレイヤー様と共に冒ぼう険けんする『メインパーティ』というのは、みんなの夢だ。

　だが、それは野球選手になるより難しい。

　俺だって、仕事を始めた最初は夢見ていたさ。

　だが、世の中──『顔』である。

　生まれた瞬しゆん間かんから、メインパーティに選ばれる人間と選ばれない人間は決められている。

　俺は努力した。

　必死にしゃかりき頑がん張ばった。

　様々な資格を取って、身体からだを鍛きたえた。

　宙づりにされた状態で瓶びんから瓶へ腹筋しながら水を汲くんだり、くるみを指で割ったり、畑仕事や服を着る動作や車の窓を拭ふく動作を拳けん法ぽうに応用するのを意識しながらやったり。

　しかし、ムキムキになってはいけない。

『主人公』になるには──ひょろひょろとした『優やさ男おとこ』の方が有利なのだ。

　理由は分からない。

　それは、小さくか弱い存在が強い者を打だ倒とうするという構図を求めているからなのか、主人公に選ばれようと身体を鍛えれば鍛えるほど、主人公の座から遠くなるのが我々の世界の掟おきて。ムキムキを主人公にするゲームがないとは言わないが、それは俺の顔では無理。

　まあ、主人公のお供の位置ならば、ムキムキでもいいのだが、俺の夢は主人公だった。

　だから、毎日筋肉量とか体温すら調整して、ささみを食べる量とかも調整して、『最良』の身体作りをしてきた。

　だが、足りないんだ。

　一〇歳の頃ころまで、俺は『どんな夢も叶かなう』と信じていた。

　だが、大人の世界に足を踏み入れると、現実を知る。

　叶わない夢や、敵かなわない夢が存在すると。

　プレイヤー様の御お側そばに仕えるには、全すべてのモンスター、キャラを凌りよう駕がする『力』が必要。それは、生まれた瞬間に決まる『天てん賦ぷの才』だということを。

　俺は何でも基き礎そまでは会え得とく出来た。

　剣けん術じゆつ能力検定三級。炎えん術じゆつ能力検定三級。錬れん金きん技能検定三級など。

　それが俺の限界。

　取得した資格の数は、誰よりも多いという自信がある。

　しかし、オーディションで受かったことは一度もない。

　そこで、村人として雇やとって貰もらおうと、村々を回っていった。いくつか就職先は決まったものの、色々あってクビを切られる日々。

　──夢破れ、この村へとやってきたんだ。

　しみじみと思いに耽ふけっていると、玄げん関かんの戸が開いた。

　中へ入ってきたのは、まだ少年と言えるような、若い男の子だ。

　年ねん齢れいは、一四歳程度だろう。

　ツンツン頭のきりっとした表情の少年だった。

　当然、筋肉はほとんど付いていないひょろっとした体付き。

　その後ろから、清せい楚そな少女、屈くつ強きようなおっさん、貫かん禄ろくたっぷりの老人が無言で入ってくる。

「旅のお方……何かご用かの？　あいにくこの村にはぁ……なぁんもないのじゃ」

　俺は今にも死んでしまいそうな声でゆったりと喋しやべった。

「マジ？　何かあったんすか？」

　軽いなこいつ！　チャラいなこいつ！

　なんて言ってはいけない。

　俺は今、ＮＰＣ。モブ。村人なのだ。基本的に、『ツッコミ』は許されない。

　まあ、中には許してくれる自由な職場もあるが、九割九分許されない。

　こういうタブーを犯おかしてしまうと、どんどん評判が悪くなって、仕事が回ってこなくなる。

　一人のミスが、村全体を危険に晒さらしてしまうんだ。

「ドラゴンに全てを奪うばわれてしまっての。この村にはもう、ワシしか残っとらん」

　だから、俺は慎しん重ちように台詞せりふを進めた。

「なんだって！　くっそーっ！　なんてヒドいことをーっ！　ドラゴンめ！　生かしてはおけない！　はらわたをえぐり出してやる！」

　正義感に燃えつつも、どこか地味に恐おそろしい言い回しの少年。

　くそ。この程度の演技力だったら、俺だって『主人公』やれるぞ。──なんて思うが、無理なモノは無理。

　だって、俺は『主人公顔』じゃないんだから。

「爺じいさん、安心しな。俺たちがそのドラゴンをボロ雑ぞう巾きんのようにして、はらわたえぐり出してきてやるよ」

　……はらわたって台詞、流行はやってるのかな。

　頼たよりになりそうな兄貴キャラのムキムキ野や郎ろうが笑え顔がおを見せ、俺を安心させたあと、ぞろぞろとやってきた集団はぞろぞろと家を後にする。

　主人公のガキ、暑苦しいローブを纏まとったじいさん、逆に肌はだ寒ざむそうな格好のマッチョメン、可愛かわいらしい衣装の少女の順に、一列に並んで──

　……この子……ケツ、デカいな。

　茶ちや髪ぱつのストレートロングな髪かみ型がたをした、少女。

　身長は低めで、胸は平均より少し大きめのＤカップといったところか。

　そこまでは良いが、メインヒロインを張るには、お尻しりが大きすぎる気がするなー。

「ちょっと、先行ってて」

　ん？　急に、少女が笑顔でぼそりと呟つぶやいた。

『マナトさん！　マズいですっ！　そのヒロインの設定は『心を読める』です！』

　…………マジでっ！

　俺たちは、設定に忠実だ。心を読める設定を持ったヒロインは心を読める能力を持っている。

『テキストが表示されてしまいましたよ！「……この子……ケツ、デカいな」って！』

「人が一番……気にしてることをっ！」

　少女の両手に、光が集まっていく。

　そして放たれたレーザーのような攻こう撃げきに、俺は体を壁かべに打ち付けられ、村長の家は、まるでサザエさんのエンディングのように、大きく揺ゆれた。

　そのあと顔面に二発パンチを入れて、茶髪の少女は村長の家を後にする。

　俺は抵てい抗こうしなかった。

　ただの村人である俺が、メインヒロイン様に手を掛かけるなど、烏滸おこがましい。

　ピシャンと家の戸が強く閉められたと同時に──

「ふう～」

　大の字に倒たおれた俺は溜ために溜めた溜ため息いきを、一気に吐はき出した。

『大だい丈じよう夫ぶですか？』

　心配そうなマルクくんの声。

「問題ない。手加減はしてなかったみたいだけど」

　熱い。八時間ほど炎えん天てん下かのビーチに晒した程度に、肌が焼けてしまった。

『ちょっと！　大丈夫なの！』

　耳にきーんとくる高い声。

「今さっき答えたところだけど、大丈夫です」

『あんたの容態なんてどうでもいいわ！　むしろ火傷やけどの肌に塩塗ぬり込んで悪化しろ！　今のでプレイヤー様にお喜び頂けるのかってこと！　なんのイベントもないじゃない！』

「ドラゴンのせいで、人がいなくなったってイベントになってませんかね？」

『なるほどー。人がいないことを逆手に取ったんですね！』

　マルクくんは俺がやったことの意味を理解してくれたようだ。

「ああ。これで、ドラゴン退治に行ってる間、時間が稼かせげるはずだ。この村の村人が何人なのかわからないけど、みんなで祭りの準備をしましょうか」

『祭り？』

「プレイヤー様にイベント終わったーってご満足頂けるよう、花火でも上げて盛大にドラゴン退治の労をねぎらおうってこと」

『すごい』

　なんだか照れるな。生まれてこんなに褒ほめられたことなんか──

『すごい普ふ通つうのイベントだ！』

「それ言うぅ～？」

　マルクくんのまさかの言葉に、俺は腰こしが砕くだける思いだった。

『全然面おも白しろくないイベントよね』

　ルピアが追い打ちをかける。

「それ言うそれ～？」

『全然面白くない』

　ルピアは必要もないのに復唱した。

「それ言うぅ～？　二回言うぅ～？」

『じゃあ、早さつ速そくドラゴンを北の山に配置しますね』

　というマルクくんの言葉に、俺の顔が強こわばった。

　北の……山……

「あああああああっ！」

『きゅ、急に大きい声出さないでよね！　ビビったじゃない！　賠ばい償しよう金請せい求きゆうするわ！』

『どうかしたんですか？』

「俺、場所言ってない！」

『あっ！』

　マルクくんは気付いたようだ。

　村人の役目は、プレイヤー様に『楽しいおつかい』をして頂くことなのだが、『何を』『どこで』『どうするのか』を提示しなければならない。

　目的の場所をちゃんと提示しなければ、プレイヤー様のストレスになる。

　昨今、ゲームは腐くさるほどある。

　ストレスがお溜まりになられると、さっさとゲームをやめて、次のゲームへ行ってしまうのだ。

　この仕事で最も重要なことが、この『プレイヤー様のストレスを溜めない』ということなんだ。

　マズい。もし北の山が見つからなかったら。違ちがうダンジョンに入ってしまったら。

　プレイヤー様が舌打ちあそばされる！

「マルクくん！　村の入り口まで転送出来るか！　今からでも伝えに行く！」

『だ、ダメですっ！　今からじゃとても追いつけません！』

『裏口へ行きなさい！』

　それはフィルスさんの声だった。

　裏口？

『そっか！　その手があったわ！　裏口へ行け！』

　ルピアも何かを思い出したように叫さけぶ。

　俺は急いで立ち上がり、裏口の戸を開けた。

　次の瞬しゆん間かん、びよーんと床ゆかが飛び上がった。

　バネ式の仕し掛かけ。人一人吹ふっ飛ばすには、十分過ぎる勢いだった。

「うわああああああっ！」

　急に空へ放ほうり出された俺は、叫ぶしかなかった。

　弧こを描えがき、天高く飛び上がった俺は、手足をバタバタさせる。

　そして──出光の看板の上にある樽たるに、すっぽりと全身がハマった。

　樽はくるくると回転した後──ドンっ！　と大きな音を立てて、まるで大たい砲ほうが如ごとく、俺を発射する。

「うわああああああっ！」

　今度は、急降下だった。

　一〇一段の階段に沿って斜ななめに飛び、地面に叩たたきつけられる。

　その地面は──氷の床。

　つる──────ん。と氷の床を滑すべり、さらに加速の付いた俺の体は、べちょっと毒の沼ぬま地ちに突つっ込んだ。

　イラっ。イラっ。毒の沼地が俺の体をイラっとする程度に蝕むしばんだあと、水切りの石のように地面をぺん、ぺん、と跳はねて、村の入り口へと戻もどってきた。

「だ、大丈夫かジジイっ！」

　ギリギリだった。

　ギリギリメインパーティの方々に追いついた俺は息も絶え絶えに──

「き、北の山のドラゴンを……」

　その言葉だけ残して、がっくりと力尽つきた。

『あーっはっはっは！　うひーっひっひっひ』

　この一連のトラップを仕掛けたであろうルピアの高笑いが、耳に響ひびいていた。







　ドラゴン退治を終えたプレイヤー様たちを花火でちゃんともてなし、祭りの後始末も終えると、初日の仕事は完かん了りようした。

　ゲームの世界に住む俺たちにも、当然生活はある。

　飯も食べるし、うんこも垂れるし、学校もある。

　村へは出勤しているに過ぎず、生活をするスペースは別のところにあるんだ。

　移動には転送装置を使う。

　村を出て、草原を歩き、崖がけへと向かう。

　その崖の前に、マンホールのような床がある。

　ここに立って、崖に向かってカードをかざすとあら不思議。

　不思議な青い光に包まれたと思ったら、次の瞬間──自じ動どう販はん売ばい機きの前に立っていた。

　今は、魔ま法ほうを科学する時代。

　昔は魔ま法ほう陣じんとやらを書いて、呪じゆ文もんを唱えて行き来していたそうな。

　そんな面めん倒どうなことは全すべてカードの中に含ふくまれているんだが、昔の人たちは苦労したんだろうな。

　ここが、生まれ育った街。『ホーム』と呼ばれている場所だ。

　コンクリートの地面に、電信柱と街灯。

　立ち並ぶ家々に、コンビニの前でたむろする若者。自転車で行き来するガキンチョに、犬を散歩する老夫ふう婦ふ。

　そう、この街は、プレイヤー様の世界となんら変わらない。

　ゲームの世界の住人は、その全てがこの『ホーム』で生まれ、そして『村』へ出勤していく。プレイヤー様が決して訪おとずれることのない場所だ。

　今日は面接だけのつもりだったが、まさかの重労働。精神的にも肉体的にも疲つかれていた。

　我が家は、どこにでもある一いつ軒けん家やに四人暮らし。

　皆みなが寝ね静しずまっている平日の深夜に、がちゃがちゃ音を立てるのも申し訳ないので、そっと鍵かぎを開けて、そっと中へ入る。

「おかえりなさい！　お兄ちゃんっ！」

　どふ。

　突とつ然ぜん、タンクトップに短パン姿の人間が飛んできて、俺の下腹部に突っ込んだ。

　妹のまどか。一五歳。もうすぐ高校生になる──ガキンチョだ。

　猫ねこのような自由さと、犬のような人ひと懐なつっこさを併あわせ持つ。

　肩かたを過ぎたぐらいの髪かみ。俺と同じ三白眼だが、くりんとした大きな目で、機き嫌げんが悪そうに見える俺とは違って、明るい印象を与あたえる。身長はフィルスと同じぐらいかな。

　胸は平均ぐらいだろう。ちょっとお尻しりが大きいのをからかうと、三日は拗すねる。

　こいつの尻をいつも見てるから、ついつい茶ちや髪ぱつの少女の尻がデカいとか考えちゃったんだな。気を付けないと。

「た、ただいま……まどか。まだ起きてたのか」

　アメフトのＪ．Ｊ．ワットばりのタックルを受け、俺は咳せき込みながら壁かべに手をやり、倒れまいと体を支えた。
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「うん！　ご飯にする？　カレー温めるから、その間にお風ふ呂ろにする？　それとも、私と遊ぶ？」

　満面の笑えみで、まどかは問いかけてくる。

「新しん婚こんかっ。シャワーは浴びてきたから、カレー頼たのむよ」

「はーい」

　………………………………

　返事をしたにも拘かかわらず、ぎゅっと抱だきしめたままで、何にもしようとしない。

「いや、動けよ」

「連れてってー。甲こう子し園えんまで連れてってー」

　いやいやとかぶりを振ふって、おかしなダダをこねる。

「南みなみちゃんかお前は」

　がっしりと腰こしに腕うでを回されたまま、ずるずると引きずりながらリビングへと向かう。

　さすがにダイニングに着くと、まどかは手を離はなしてキッチンへと向かった。

　全く、こいつの考えだけは読めん。

　キッチンとダイニングは向かい合わせになっていて、ダイニングテーブルに着きながらまどかのしていることが全て見える。

「父さんと母さんは？」

　俺はケータイでニュースや友人のブログなどをチェックしながら、ぼんやりと質問する。

　おっと、マルクくんやフィルスさんにお疲れ様でしたってメールをし忘れていた。ルピアには……別にいいや。

「もう寝ねた。だって、もうすぐ深夜三時だよ？」

「お前も明日あした学校だろう？　なんで起きてるんだよ」

「誰だれかが起きてないと、お兄ちゃんご飯食べないでしょ？　だめだよー。ちゃんと食べなきゃ」

「……そりゃあ、すまんね」

「ということで、サラダも作っちゃいます」

「……別にカレーだけでいいけど」

「ダメっ！　キャベツ半玉は食べなきゃ！」

「へいへい」

「で、面接、どうだったの？」

　トントンと包丁の音が小気味よく聞こえてくる。

「んー、まあ、なんとかなったよ」

　俺は冷蔵庫から麦茶を出してきて、コップに注ぎながら料理が来るのを待っていた。

「そう。今度の職場は長く続くといいねー」

　学生の頃ころ、友達に「お前は可愛かわいい妹がいていいなー」なんてよく言われたが、俺にとって妹なんてモノは、『小さい母さん』に過ぎない。

「まあ、上手うまくやっていけそうな気がするよ。美人もいるし」

　目を閉じれば、頭の中に笑顔のフィルスさんが浮うかぶ。

　村長役でおじいさんの格好をしていても、可愛い女子だとわかったし、カツラを取ったときに、爽さわやかな風が吹ふいたような気がするし。何よりキラキラと輝かがやいていた。

　可愛かったなー。フィルスさんは。

　ぶりーん。キッチンから妙みような音が聞こえてきた。

「なんだ今の『ぶりーん』みたいな音」

　キッチンへ顔を向け、俺はびくっと体を強こわばらせた。

　今、妹の全身から、迸ほとばしる魔力の胎たい動どう。

　めらめらと燃え上がる炎ほのおのような、熱い魔力。

「……お兄ちゃん、ごめんね。千切りにしてたんだけど……なんだか……粉々になっちゃった」

　まどかが笑顔でそう言いながら、爪つめの合間に食い込んだキャベツを搔かきだして洗っていた。

「え！　なんでキャベツ握にぎりつぶしてんだよっ！」

「……付き合ったり、しないよね？」

　まどかは、その大きな瞳ひとみを俺にぶつけた。

　ぎろり、と睨にらみ付けるような瞳だ。

「え！　怖こわっ！　何その顔！」

　俺の言葉に、まどかははっと我に返り、ぱんと頰ほおを打つ。

「え？　顔怖かった？　あっははは、私、寝た方がいいね。疲れてるみたい」

「そうだな。さっさと寝ろ」

「お兄ちゃん……一いつ緒しよに寝る？」

　まどかは料理をテーブルに並べて、小さく言う。

「いや、お前のベッドも俺のベッドも二人で寝るには狭せまいだろ」

　妙なからかい方をしてくるのを軽くあしらいながら、サラダにマヨネーズをぶっかける。

　キャベツは千切りというより、粉々だった。粉薬かってぐらいの粉末具合だ。

　急にイラっとしたのか、ただ力加減を間ま違ちがったのか。

　俺は何度もセクハラが原因で解かい雇こされてきた。

　美人がいたから、またセクハラをして解雇されると思われているんだろう。

　自分の意思でやった訳じゃなく、全て事故だってのに。──全く。
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　翌日、俺はエンドール村へ出勤した。

　自宅の近くにある自じ動どう販はん売ばい機きにカードをかざすだけでいい。

　カードに魔ま法ほう陣じんが内蔵されていて、座標も全すべてデータ管理されているそうだ。

　改札を抜ぬけて電車に乗るような感覚で、自動販売機から村へ跳とぶんだ。

　エンドール村の井い戸どに入ると、そこにはまるで宇宙戦せん艦かんの通路のような真っ白い無機質な正方形の廊ろう下かが広がっていた。

　少し進んだところにある、会議室。

　あくまで、あの村は仕事場であり、居住区ではない。

　だからトイレもないし、村人は誰も仕事もせず、ただうろうろしているだけ。

　真の村は、『ホーム』なんだ。

　さて、今いる会議室は、白い壁に囲まれた、プレイヤー様の世界にある会議室となんら変わらない場所だろうと思う。

　長くて、角が丸い長方形の机。キャスターが付いていてずっしりと座れる椅い子す。

　ホワイトボードに、テレビ。各個人用のＰＤＡ。紙コップとペットボトルの烏ウー龍ロン茶ちや。

　空いている適当な席に着いた。

　挨あい拶さつもそこそこに──

「私の目に間違いはなかった！　マナトくんには才能がある！」

　と力説するのは、村長役をやっていた黒くろ髪かみの少女、フィルスさんだった。

　艶つやのある、綺き麗れいな黒髪。腰辺りまでの長さで、広がるのがイヤなのか、先の方をリボンで結んでいる。

　端たん整せいな顔立ちで、可愛い。が、ゲームの業界では可愛くない女の子を探す方が難しい。

　それでも、このキラキラと輝いて見える感覚。

　──彼女は、『主人公』になれる素質を持っている。……いいなぁ。

　この『輝き』が、俺に最も足りないモノだ。

　暑がりなのだろうか。チャイナドレスをセパレートにしたような服装で、お腹なかを出している。

「普ふ通つうでしたけどね」

　イアモニの向こうで情報をくれていたマルクくんは声通りの見た目だった。一見すると少女のような少年で、背が小さくて手足も細い、俗ぞくに言う草食系って感じだ。メガネがよく似合っている。

　まだ学生なのか、白い学ランを着ていた。

　セーラー服でも着せて本でも持たせれば、無口で幼いメガネっ娘こキャラとして出せるだろう。

「全然面おも白しろくない普通のイベントだった死ね」

　だったしね。のしねの部分がなんかイントネーションおかしい少女がルピア。

　あの、罵ば声せいばっかりの生意気な少女だ。

　ＰＤＡを弄いじりながら今はオレンジジュースをストローで飲んでいる。

　会議室でオレンジジュースってのも、どこか生意気だ。

　目が大きくて、口や鼻が小さい、というとまるで猫ねこのようだ。まあ、勝手気ままな性格からして、猫みたいという表現は正しいだろう。

「普通普通って言いますけどね。あのときは他ほかにやりようなかったんじゃないです？」

　俺は自分が悪いことをしたとは思っていない。

　確かに、全然面白くないイベントだったかもしれないけどさ。

「ほら、見なさいよ」

　ルピアがＰＤＡを投げつけるように渡わたしてきた。

　俺たちゲームの世界の人間だって、インターネットは活用する。

　ワールドワイドウェブどころか、異世界にまで電波は飛ぶ。

　歴史や流行はやり、言葉遣づかいには常に注意をしなければならない。

　パロディネタやあるあるネタ。三さん国ごく志しとか戦国武将の設定などなど、知っておかないといけないことが多々あるのだ。

『ホーム』がプレイヤー様のいる世界と同じ世界観を持っているのも、プレイヤー様の気持ちや文化を知るため。俺たちは『ホーム』で生まれたときからずっと、プレイヤー様の世界の文化に触ふれながら生きていくんだ。

　全てはプレイヤー様のために。

　この思いは、生まれた時から死ぬまで、誰一人欠けること無く変わらない信念。

　すいーっと机を滑すべってやってきた画面を見る。

　そこに羅ら列れつされていたのは、まあこれでもかってぐらいの酷こく評ひようだった。

『クソゲー。主人公の声が棒読み過ぎる』

『クソゲー。ゲームバランスがおかしい。一度も使わない魔ま法ほう多すぎ』

『クソゲー。レベルを上げて物理で殴なぐるだけのゲーム』

　……まあ、大たい概がいのゲームで同じようなことを言われるので、もう酷評にも慣れてしまった。

「別に、この村のことは書いてないように見受けられますが？」

「あ、マナトくん」

　こほん、とフィルスさんが話の合間に割り込んできた。

「はい？」

「君、村長になったんだから敬語とかいいよ」

「え！　でも新人ですよ俺！」

「気楽に行こうよ。ね？」

　なんて……なんって素す晴ばらしいお方なんだ！　父さん！　俺この村でやっていけそうな気がするよ！　フィルスさんのおかげで！　美人のおかげで！

「はあ……でもマルクくんは？」

　申し訳ない気持ちで、同じく敬語を使っているマルクくんをちらりと見る。

「あ、ボクは敬語キャラで押していこうと思ってるんで大だい丈じよう夫ぶです！　今いま更さらどう話せばいいかわかんないですし。キャラ被かぶるんでボクからもタメ語でお願いしたいです」

「キャラ付けでやってんだ。じゃあ、お言葉に甘えようかね」

「そんなクソみたいなことより！　ちゃんと全部読んだのっ？」

　怒ど鳴なり声で、本題に強ごう引いんに戻もどされた。

「まあ、ざっとだけど。──良かったじゃないか。むしろこの村ぐらいだぞ。あのゲームで何にも文句言われてないの」

「また、よ！」

「また？」

「また、この村のこと、なんっっっっっにも感想がなかったのよ！」

　ルピアは悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふむ。

　こいつは、何を怒おこってるんだろう。

「ボクたちの村、一度も話題にならないんですよね」

　……そっか。そういうことだったのか。

　何故なぜ、黒板消しなんていうトラップを仕し掛かけたのか。

　タンスにアイテムではなく下着を仕込んだのか。

　長すぎる階段。プレイヤー様の世界にあるであろう出光の看板を掲かかげてみたのか。

　それらは全て、プレイヤー様のご記き憶おくに残るため。

　批評でもいい。愚ぐ痴ちでも何でもいい。

　命を賭とした仕事を、無視されることが一番悔しい。

　だから、あんなことをしてまで記憶に残りたかった。

　好きの反対は嫌きらいではなく無関心。そういう考えが、彼女たちにもあったのだろう。

「こいつが！　普っ通～のイベントなんかやったからよ！」

　俺のせいかよ。……まあ、俺のせいか。

「でも──その普通で全然面白くない発想こそ、私たちに足りなかったものなのよ」

　黒髪の少女、フィルスさんが一番俺を高く評価してくれている。

　足を組んで、腕うでを組んでうんうんと頷うなずいていた。

　腕を組むと、その豊満なおっぱいが強調され、ついつい目が行ってしまうな。

「プレイヤー様の行動を見事に言い当てるところとか、ボク尊敬しちゃうなー」

　マルクくんはとてもいい子。

　机に身を乗り出して、にこにこと笑え顔がおを見せていた。

「あたしでも分かるし」

　ルピアはむすっとした表情でストローを咥くわえ、頰ほお杖づえをついたまま俺の方は見向きもしなかった。

　ルピアだけがどうも俺を嫌っているように思えるが、仕方が無い。

　最初から全員に好かれるとは、思ってないさ。

「もしかして、メインパーティの経験とかあるの！」

　目を輝かがやかせて、フィルスさんがぐいっと顔を寄せてくる。

　その輝くような瞳ひとみに、俺はどぎまぎしてしまった。

　なんだろう。ルピアと可愛かわいらしさは同じぐらいなのに、どうしてこうフィルスさんは輝いて見えるんだ？

　俺は可愛らしい顔立ちと、桃もものような甘い女の子の香かおりから顔を背そむける。

　ずっと見ていると、まるで風ふ呂ろにでも浸つかってるような気分になる。

　のぼせちゃう。俺、彼女にのぼせちゃう。

「いやいや、ないない。この業界でまだ三年目のぺーぺーだしな」

「あ、三年目だったらボクたちの先せん輩ぱいにあたるじゃないですか。経験値の差かー」

　マルクくんが納なつ得とくしたように頷いた。

「三年もやってて、メインパーティには選ばれてないの？」

「俺なんかがメインパーティに選ばれるわけないさ」

「なんで？」
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　フィルスさんはきょとんとした顔で聞き返した。

「なんでって……ねえ？　……メインパーティなんて、最低でも剣けん術じゆつ能力検定で一級を持ってないと」

「え？　私持ってるけど？」

　フィルスさんはきょとんとした表情のまま答えた。

　俺は啞あ然ぜんとした。

　剣術能力検定。この仕事では誰だれもが取る必ひつ須す検定の一つだが、その一級は相当難しい。

　三級までなら、受検者の七〇％が受かる。それは、剣術の基き礎そ的なことだから。

　だが、そこから先は、全すべて達人の域である。

　準二級は合格率が二〇％まで下がり、二級は九％、準一級は一％未満。そして、一級は──数えるほどしかいない。だからこそ、価値がある。

「ちなみに、マナトさんは何級なんですか？」

　マルクくんに聞かれて、俺は躊躇ためらった。

　あれを言われる可能性があったから。だが、隠かくすと余計バカにされると考え──小声で答える。

「………………三級」

「普ふ通つうっ！」

「全然面おも白しろくないわね」

　ここぞとばかりにルピアがこっちを向いた。その顔は、にやりといたずらっ子のような微笑ほほえみだ。

「やっぱり言うぅ？　それ～」

　俺は準二級を受けたことがある。だが、スライムを剣でかち上げて高く浮うかせ、それを空中で一六回斬きる──という実技で落ちた。

　まず、スライムを剣でかち上げ──の時点で無理だった。剣でスライムを攻こう撃げきすれば、切れてしまう。剣で切らずに浮かせる技能。どうやっても、俺には出来なかった。

「そういうマルクくんは何級なのさ」

「………………三級」

　マルクくんは恥はずかしげに小さく言う。

「はい普通ー。ルピアは？」

「………………七級」

　ルピアはぷいっとそっぽを向きながら答えた。

「全然面白くないって言いたかったのに、思わず笑っちまったじゃねえかよ。よく七級でバカにしてやがったな」

　七級と言えば、初めて剣を握にぎった奴やつでも受かるレベルだ。

「や、野や蛮ばんなことは嫌いなのっ！」

　こっちに向き直って、いーっと白い歯を見せる。

　……ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、その古くさい仕草に『可愛い』と思ってしまった。

　落ち着け俺。こいつは人を陥おとしいれるのが大好きなドレッドノート級のサディスト。

　野蛮なことは大好きに違ちがいない。騙だまされるなっ！　可愛い顔に騙されるな！　俺とは、相あい容いれない人間のはずだ！

「ま、まあ最近の傾けい向こうだと、剣を武器にする主人公が多すぎるから、剣術検定より他ほかの、斧ふ術じゆつ検定とか槍そう術じゆつ検定とかの方が──」

　俺はいつの間にか、ルピアをフォローするような台詞せりふを吐はいていた。

　だが、別にルピアをフォローしたんじゃない。

　うん、ただ、同じ村で働く者としてだな。

「あ、私どっちも一級持ってるけど」

　フィルスさんの言葉に、俺は目を見開いて二度見した。

　剣術検定一級は、剣聖キャラとか剣の師し匠しようキャラにもなれる。それだけで、一生食べていけるだろう。

　それほどまでに、一級は重い。我々の世界の検定に、段位はないからな。

　にも拘かかわらず、他の検定も受けたのか。そして、受かった？　一級に？

「え！　じゃ、じゃあ弓きゆう術じゆつとか棒術とか」

「っていうかバトルマスター持ってるけど」

　………………俺は最も早はや、頭を抱かかえて机に突っ伏した。

　バトルマスターの称しよう号ごうを得るには、五種類以上の武術系検定で二級以上を取らなければならない。

　で、さっきの言い様だと、フィルスさんはそれら全部一級なんじゃなかろうか。

　そんなの……聞いたこともない。

　自分の才能の無さが嫌になる。俺が『主人公顔』でないとしても、バトルマスターだったらメインパーティに選ばれることもあったろうに。

「いやいやいやいや。最近は魔ま法ほうも使えないといけないようなのも多いから、炎えん術じゆつなり氷術なり、何かしら一つでも魔法も使えないと──」

「あ、私宮きゆう廷てい魔導師持ってるよ」

　俺は銃じゆうで撃うたれたような衝しよう撃げきに、椅い子すの背もたれに身体からだを預け、両の腕をだらんと弛し緩かんさせたまま天てん井じようを仰あおいだ。

　魔法使い系の検定は、五種の属性術三級以上で魔導師。まあこれは俺も持ってるのだが、さらにそれらが二級で大魔導師。大魔導師の内、二つ以上の魔法を同時に発動させ、さらにそれらを合体、合成して新たな術を生み出せるのが──宮廷魔導師。

　バトルマスター持ってて宮廷魔導師も持ってる？

　そんなの、ジョブチェンジ系のＲＰＧでもメインを張れるじゃないか。

　こんな廃すたれた村の村長が、そんな逸いつ材ざいだなんて……

「フィルスさんさあ」

「ん？　別に呼び捨てでいいよ。もう仲間なんだから」

　しかも気さくっ！　出会い頭がしらから思ってたけど、精神がノーガードすぎる。

　あまりのイケメンや、こういう『強さ』を持った人間は、『余よ裕ゆう』を持っている。

　だから、本当に強い奴、カッコイイ奴ってのは、その強さを鼻に掛かけたりはしない。

　寛かん大だいで、客観的。そして人の悪口なんかも言わない。

　フィルスさん──フィルスには、そんな『本物のデカさ』を感じていた。

「じゃあフィルスさあ」

「なあに？」

　笑顔はヤバい。輝きが当社比八〇％増しだっ！

「メインパーティのオーディション、受けてみたら？」

「………………私がぁ？」

「あーそうね。もう村長でもないんだし、あたしらに気ぃ遣つかわなくてもいいんだよ？」

　ルピアが初めて俺に賛同してくれた。

　そうか。フィルスはずっとここの長おさをやっていたから、自分の夢を追えなかったのかも。

　村からメインパーティに選ばれる人間を出すなんて、誇ほこらしいことではあるが、村長がメインパーティなんかに参加したら、この村のイベントはどうする？

　両方をやるなんて、無理だ。

「私なんかより、ルピアが受ければいいんじゃない？」

「えぇ！　あ、あたしが受けたら、この村大変でしょ？　いいよあたしは」

　と言いつつ、満まん更ざらでもないような感じの照れ笑い。

「ルピア……も……もしかして……なんかすごいの持ってるの？」

　フィルスの言葉に、俺は顔が引きつっていた。人はコミュニティに入ると、「こいつには負けたくない」という相手が出来る。

　俺にとって、それがルピアだった。

　メインパーティに選ばれる人間に必要な資質は、オールマイティよりエキスパート。

　まさか、ルピアも何かのエキスパートなのだろうか？

「公こう認にん召しよう喚かん士」

　ぼそりとマルクくんが呟つぶやいた。

　マジか。俺は愕がく然ぜんとして、机に突つっ伏ぷした。

　公認召喚士。それがいなくては、村システムは稼か働どうしない。

　プレイヤー様に経験値をお稼かせぎ頂き、定住先に選ばれるよう、ステータスを調整したモンスターを呼び出すのが、召喚士の仕事。

　公認召喚士とは、『ボス』を召喚することが出来る人間だ。

　なるほど、だからこんなちっぽけな村で『ドラゴン退治』なんてイベントが出来たのか。

　普通の召喚士だと、弱いモンスターしか出せない。つまり、ゲーム序じよ盤ばんの村ばかりに選ばれる。

　まあ、序盤の方がプレイヤー様のご記き憶おくに残るかもしれないが、武器などで安いモノしか売り出せず、結果として村は予算不足に陥おちいってしまい、『ゲーム序盤の村』として定着してしまうのだ。

　そういう村はとても多いため、よほど上手うまくやらないと選ばれることすらない。

　だが、『ボス』を呼び出せる公認召喚士が居れば、序盤、中盤、終盤。どのタイミングでも選ばれる可能性があり、その腕うで次し第だいでは、メインパーティにすら入ることが出来る。

「ルピアは公認召喚士の中でも──神クラスを召喚出来るのよ」

　フィルスは自分のことのように自じ慢まん気げに言った。

「それってつまり──」

「そう。ラスボスを作れるのよ」

　フィルスの言葉に、俺はついに頭を抱えた。

　負けたーっ！　完っ全っに負けたーっ！

　だが、確かにルピアが抜ぬける訳にはいかない。召喚士がいない村なんて、モンスターなしのイベントしか出来ないんだから。

　まあ、俺も一応やれないこともないが。──三級だし。

「なんでそんな優ゆう秀しゆうな人材がこんなところに」

「こんなところって失礼な」

　フィルスが初めてむっとした表情を見せた。

「あ、ごめん」

　そうだよな。これほどの人材が、こんなちっぽけな村で村長をやってたんだから、当然この村に思い入れがあるはず。

　バトルマスタークラスのフィルスだったら、帝てい国こくとか王国にいてもおかしくはない。

　それでも、小さな村にとどまっているのなら──何か理由でもあるんだろう。

「謝ったなら許す！」

「ところで、他の村人は？」

「この村には、私たちしかいないよ？」

「………………え！　たった三人で村を運営してたの！　それはキツいだろー」

　俺は驚おどろいた。

　テレビ番組で考えてみよう。

　一つの企き画かくをするのに、プロデューサー、アシスタントプロデューサー、ディレクター、アシスタントディレクター、構成作家、照明、カメラ、カメラアシスタント、音声、小道具、大道具、スタイリスト、メイク、演者──

　まあ、ざっと並べたが、実際はもっと人がいるだろう。企画を一つやるだけでも、マンパワーがなければ話にならない。

　俺たちの仕事も、同じだ。

　三人なんて、デジカメ持って旅番組をするよりキツい。

「いや、だから求人募ぼ集しゆう出したんじゃない」

「なるほど。そりゃそうだ」

　きょとんとしたフィルスの言葉が、すっと腑ふに落ちた。

「人がいないから、フィルスはオーディションを受けなかったんですよ」

「なるほど。そりゃそうだ」

　マルクくんの説明に、俺は同じ言葉を吐いた。

「そんで、あんたが来たことで、安心してフィルスはメインパーティのオーディションを受けられるってわけね」

「オーディション……か……緊きん張ちよう……しちゃうんだよねー」

　少し恥はずかしそうにフィルスは言う。

「もしかして、あの村長のよく分からない台詞回しは台本じゃ無く緊張のせい？」

「まあ、うん」

　さらに恥ずかしそうにフィルスは言った。

　フィルスにはこういう一面もあるのか。ますますメインパーティ向きだな。

　完かん璧ぺきすぎて弱点がない人間は、それはそれで選ばれないモノだから。

「……オーディション、受けたことはあるの？」

「一度もないねー」

「あたしもないなー」

「うん、まあルピアはこの際いいや。フィルスだけで」

「はあっ？　なんであたしを除外するのよ！」

「だって、ねえ」

　俺はじっとある一点を見つめる。

「な、何よ……」

　ルピアはぎゅっと体を抱だいて狼狽うろたえた。がるるるると威い嚇かくするオオカミのような目で。

「あ、そうか！　ルピアには絶対的に足りないモノがっ！」

　マルクくんは気がついたようだ。

　フィルスは一人、きょとんとした表情で俺とルピアを交こう互ごに見ていた。まるでテニスの試合を観戦しているように。

「そう、ルピアには、胸がないっ！」

　ぐっと俺は拳こぶしを握にぎる。

「あるわボケっ！」

　ばん、とルピアは机を強く叩たたいた。

「え！　どこに！」

　俺とマルクくんは必死に探した。カバンの中も、机の下も、壁かべに掛かっている時計の裏も。

「……あんたら……戒かい名みよう考えとけよ」

　殺される！　戒名て！　殺す気だこの子！

　俺とマルクくんは手を握って震ふるえ上がった。

　だが、ここで弱気を見せてはいけない。

「じゃあ聞くけど、ルピアは何カップあんの？」

　俺は鼻をほじりながら聞いた。どうせＡ、大きく見積もってもＡ──

「Ｄカップ」

　ルピアは小さな声と小さな胸で言った。

「「噓うそ吐つけーっ！」」

　俺とマルクくんの声が重なった。

「こうやればあるもん！」

　ルピアがぐいっと腋わきに手を入れる。

「寄せ集めじゃねえか！　烏う合ごうの乳にゆうじゃねえか！　このアスリート乳が！」

　さくっ！　ダーツよろしく、ボールペンが飛んできて俺の額に突き刺ささった。

「誰だれが長ちよう距きよ離りランナーだコラー」

　ぐいっと机に乗り出してくるルピア。

　めらめらと、怒いかりが炎ほのおとなってルピアを包んでいた。

「お前じゃコラー。胸が平家のくせにコラー」

　負けてられない。俺はボールペンにやられた額を押さえながら身を乗り出した。

「誰が平らの清きよ盛もりだコラー。清く盛ってんだよコラー」

　ずずずいっと顔を近づけてくるルピア。

「盛ってる時点で清くねえよコラー。平らの重しげ盛もりだろコラー。需じゆ要ようねえんじゃコラー」

　負けじと、何度も頷うなずくように顔を揺ゆらしながら近づいていく。

「あ・る・わ・コラー。ＳＮＳに画像アップしたら『いいね！』が沢たく山さん付くわコラー」

　額と額がキスをする。ぐりぐりと押しつけては、少し離はなれてヘッドバット。

　ガンのたれあい。俺もルピアも主張を曲げることはなかった。

「ぼ、ボクの中のイエス・キリストがこう言ってます」

　そんな光景をおろおろしながら見ていたマルクくんが慌あわてて何かを話しはじめた。

「ん？」

「右のおっぱいを愛したなら、左のおっぱいも愛しなさいと」

「マルクくん……」何言ってんの？　と言いたかった。君の中のキリストってなんだと問い詰つめたかった。

「マナトさん。需要のないおっぱいなんて、存在しないんですよ」

　だが、その真しん剣けんな眼まな差ざしに、俺は何も言えなかった。

　おっぱいには、国境も人種もない。

　ありとあらゆる世界の全すべての人間を満足させられるモノ。それがおっぱいである。

　だって、ほ乳類だもの。

　全てのおっぱいを愛しなさい。全てのおっぱいを許しなさい。

　そう、マルクくんは言いたいのだろう。あ、マルクくんの中の人は、か。

　こいつ──俺が思った以上に、デカい漢おとこなのかもしれない。好漢としてなのか、痴ち漢かんとしてなのかは分からんが。

「喧けん嘩かしたら両成敗ね」

　にっこりとフィルスがそう言うと、ルピアは即そく座ざに席へ戻もどった。

「じゃあ、とりあえずフィルス。オーディション受けてみればどうかな？　落ちてなんぼなんだし」

　俺は改めて額から血が出てないか確かく認にんしながら、ふうと溜ため息いきを吐いて頭を冷やす。ルピアの敵てき愾がい心しんに合わせてヒートアップしてただけだからな。あっちが引いたのにこっちがイライラしてるってのは──大人げない。

「ええー。やっぱり私はちょっとなー」

　フィルスは困ったようにはにかんだ。

「……受けてやる」ぼそり、とルピアが呟つぶやいた。

「え？」聞き返したのは、マルクくんだった。

「あたし！　メインヒロインオーディション、受けてくるって言ってんの！」

「……いや、今のトレンドでは平家の方々はだな……」

　ルピアは、確かに可愛かわいい。

　顔は可愛いが、胸がなさ過ぎる。

　二〇年前までは、それはそれで需要もあったのだが、最近は巨きよ乳にゆうでなければプレイヤー様にお喜び頂けない。

「それ以上からかったら、ストローで食事するような姿にしてやるから」

　怖こわっ！　何その入院生活みたいなのっ！　両手をどうするのっ！　いや、四し肢しをやる気なのっ！

「まあまあ、やりたいって言ってるんだから、受けるぐらいいいじゃない」

　ルピアの決断を、フィルスが後押しする。

　フィルスは優やさしいな。良い意味で、八方美人だ。

「もしルピアが受かったら、ブリッジした状態で鼻からカフェオレ飲みながら、すみませんでしたって言ってやるよ」

　俺は「はん」と鼻で笑いながら言った。

「それいい！　今すぐにでも見たい！」

　ルピアが目を輝かがやかせたが、俺には自信があった。

　この仕事を始めて三年間。才能のある者たちがオーディションに落ちる様を、俺は毎日のように見てきた。

　そうそう容易たやすく受かるほど、世界は甘くないんだ。







　次の日、俺は会議室でブリッジをしていた。

「ずびばぜんでごぼ」

　鼻が痛い！　痛すぎて涙なみだが止まらない！

　鼻の穴にカフェオレを流し込まれて、今にも死にそうな思いだった。

「あっははははは！　うひーっ！」

　ルピアは笑いすぎて最も早はや叫さけびのような笑い声を上げ、俺の無様な姿を楽しんでいた。

　罰ばつゲームも終わり、俺はけほけほとむせながら立ち上がり、マルクくんからティッシュを貰もらう。

　ちなみに、フィルスは非番である。

「くっそ。まさかホントにオーディションに受かるとは」

　俺は未いまだに信じられなかった。

　こんな、ただのドＳがヒロインになれる訳がない。

　昨日の今日だぞ。たったの一回で受かりやがった。毎日受けても永遠に受からないと思っていたのに。

「ルピアは、トゥーディックで九八五点出したんですよ」

　俺の耳元で、ぼそりとマルクくんが呟く。

　そういうことは早く言ってよねー。

　トゥーディック『ＴＵＤＥＩＣ（ツン・デレ・インターナショナル・コミュニケーション）』は九九〇点満点の国際試験だ。

　その半分弱、四〇〇点取れば自じ慢まん出来るレベルのモノで、俺は二〇〇点しか取れなかった。

　なんて恐おそろしいツンデレ力。たしかにツンツンしているなとは思っていたが、ちゃんとツンデレキャラを演じれば、凄すごいんだろうな。

　……演じれば、な。

　ただのドＳではなかったってことか。

　この村の連中はみんな、それぞれとんでもない技能を持っている。

　だからこそ、たったの三人で運営出来ている訳だ。

　だが、なるほど。それなら確かにオーディションに受かってもおかしくはないか。

「もしかして、マルクくんも才能隠かくしてる？」

　俺はもう、自分の能力の無さに打ちのめされていた。

「いえ……ボクは別に……」

「良かった！　君はそうだと思ってたよ！　ありがとう！　ありがとうマルクくんっ！」

　仲間がいてくれたことに、それがマルクくんであることに俺は感激して、両手でがっしりと握あく手しゆをする。

「マルクはＩＴ関係に強いわよ」

　ルピアはストローを口に咥くわえながら、ぼそりと呟いた。

　今日もオレンジジュースだ。

「そうなのかい？　君も俺を裏切るのかい？　一級クラスを持っているのかいっ！」

　ぎりぎりと握りしめたマルクくんの、苦労を知らない綺き麗れいな手をさらに握る。

「……裏切るつもりはないですけど……持ってます……一級」

　マルクくんは視線をずらし、小さく、申し訳なさそうに言った。

　俺は絶望のあまり、手を離して椅い子すにもたれ掛かかる。背もたれがぎしぎしと揺れた。

「ボクのは……」

「何の奴やつかは言わなくていいっ！」

　俺は耳を塞ふさいだ。聞きたくなかった。

　他人の自慢話ほど、聞いていて面おも白しろくない話はない。

「人型兵器活用能力検定一級」

　ぼそりと、しかしはっきりと俺に聞こえるよう、ルピアが言う。

　ちくしょーっ！　俺が三級も取れなかった奴だ！

　人型兵器。つまり、ロボットモノの整備から操縦まで全部こなせる検定だった。

　あれ？　なんでそれを取って、こんなファンタジーゲームの村を選んだんだろう？

「マナトさんは何か二級以上の検定は持ってないんですか？」

　俺を気の毒に思ってか、マルクくんがそんなことを聞いてきた。

「まあ、あることはあるけど」

　俺は嫌いやな予感がしていた。また、またあれを言われてしまうのではないかと不安でならなかった。

「へえ、何の奴？」

「簿ぼ記き二級」

「…………普ふ通つうっ！」

　マルクくんは『しまった』と口をすぐに閉じた。

「やっぱり、全然面白くない人間ね」

　ルピアは容よう赦しやなくおきまりの台詞せりふを述べた。

「まだ言うそれ～。もういいだろそれ～」

　俺はもう泣きそうだった。

「他ほかには？」

「計算実務二級」

「どんなのか知らないけどきっと普通の奴だっ！」

　マルクくんの叫びに、俺は涙をぐっと拭ぬぐった。

「で、どんな作品のヒロインになったんだ？」

　これ以上追及されたくなかったので、話を戻す。

「あー、これなんだけど」

　ルピアが台本を取り出し、俺に渡わたす。表紙にあるタイトルは──

『時々どきどきシスターズ』

　………………ギャルゲーかよ！

　それは、恋れん愛あいシミュレーションと呼ばれるジャンルの仕事だった。

　そう、俺たちは『ファンタジーの世界の住人』ではない。『ゲームの世界の住人』だ。

　当然、王道ファンタジーＲＰＧ以外にも、出演することはある。

「なんだよ。メインパーティじゃねえじゃねえか」

　俺は鼻で笑ってやった。未だカフェオレの匂においが残る鼻で。

　プレイヤー様に動かして頂くメインパーティに比べて、恋愛シミュレーションは『ヒロイン』であったとしても、プレイヤー様に動かしては貰えないモノだ。

　プレイヤー様にご操作頂けることと、そうでないことでは、雲うん泥でいの差がある。

　まあ、確かにそれでもホームページに載のったりＣＭ出演なんかも出来るかもしれないんだから、凄いことには変わりないが。

「うっさいわね！　あたし、戦せん闘とうスキルなんて持ってないんだから、しょうがないじゃない！」

「まあまあ、どうせ暇ひまなんだし、みんなでフォローしましょう」

　ぱん、と手を打って、マルクくんが笑え顔がおで言った。

「そうだな。迷めい惑わく掛かけちゃわないように」

　恋愛シミュレーションゲームに出演するとなると、各村の人間が一堂に会する。

　決まったのなら、ルピア一人に任せるより、村全体でサポートしないと、他の出演者に迷惑が掛かるだろう。

「い、いらないわよ！　一人で出来るもん！」

「そう言わずに。これは、村としてチャンスなんですよ」

「……わかったわよ。明日あした、設定ドラフトあるから……一いつ緒しよに連れて行ってやっても……よくってよ？」

　優しく諭さとされて、すぐに考えを変えた。どうやらルピアは、マルクくんに弱いらしい。

　俺も早く、弱みを握にぎりたいものだ。







　設定ドラフト。

　それは、恋愛シミュレーションに於おいて、最も重要な『準備』だ。

　恋愛シミュレーションとは、簡単に言うと、複数の女の子『ヒロイン』たちの中から、プレイヤー様に選ばれたシンデレラが輝く、愛の物語。

　今回はヒロイン七人。

　プレイヤー様はこの中から一人を選ぶ。

　選ぶのだが、恋愛シミュレーションには『それぞれの設定が被かぶってはいけない』という暗あん黙もくのルールがある。

　そこで──

　髪かみ型がた、性格（言葉遣づかい）、仕事（部活動）などをそれぞれ振ふり分ける必要がある。

　全員がメインヒロインであるギャルゲーでは、公平にドラフトで決められるのだ。

　この選せん択たく会議が行われなければ、きっとみんな、同じような髪型で同じような設定になるだろう。

　現に、一〇人以上『妹』という設定が被ってしまっているゲームも存在する。

　俺たちは、このゲーム企き画かくを主しゆ催さいする村へと出で掛かけた。

　一〇〇畳じようはあろうかという広い部屋。薄うす明あかりのシャンデリアと赤い絨じゆう毯たんに、広い舞ぶ台たい。

　まるで、ホテルのパーティ会場のような場所へ案内され、『５』の札が立ててある丸いテーブルを囲むようにして各おの々おの座る。

　大きな丸いテーブルは七つ用意されており、オーディションを勝ち抜ぬいた村の代表者たちが席に座っている。──ちなみに、料理はバイキング形式だった。

　それぞれが適当に飯を取り、他の村とは大した交流もなく、そのときが来るのを待つ。

　初対面の知らない者ばかりなのだから、当然と言えよう。

　ちらりと横のテーブルを見ると……

　あっ！　知ってる！　この人たち、知ってるわっ！

　そこにいたのは、俺がこの仕事を始めた頃ころ──最初に雇やとって貰えた村の面々だった。

　一週間の研修を受けたが、その最終日に故意にではないがセクハラをしてしまい、クビにされた村。

　一度辞やめてしまった村の人間と顔を合わせたくなかった俺は、一人こそこそとルピアの陰かげに隠れる。

「何やってんの？」

　ルピアがじとっとした目で俺を見下ろす。

「……ちょっと、お腹なかが痛くてね」

　腹を押さえながら、思いっきり猫ねこ背ぜになる。

「ふーん」

　ごす。

　ルピアが足を踏ふんだので、俺はあまりの痛さに立ち上がった。

　すぐに座ったが、結果、目立ってしまった。

「何すんじゃコラー」

「ほら、足の痛みに集中して、お腹の痛みが治ったでしょ？」

「そんなショック療りよう法ほうはねえよ！」

　こいつ……仮け病びようだって気付いてやがったな。

　足の痛みよりも、目立ってしまった恥はずかしさ、そして──隣となりの席にいる昔の仕事仲間に、顔を見られてしまったことの後ろめたさが勝まさっていた。

　村長さんと目が合うと──「どうも」とでも言いたげに、会え釈しやくをする。

　………………俺のこと、覚えていないのか。

　たった一週間だった。一週間しか一緒に仕事をしていないんだ。

　……忘れていて、当然だよな。

　俺だって、ぱっと見ただけでは気付かなかったし、知った顔が複数いたから、気付けたようなモノだ。

　……だけど、なんだか寂さびしい気分になった。

　程なくして司会者らしきタキシードを着込んだ老紳しん士しが舞ぶ台たい袖そでの扉とびらを開けて現れ、誰だれにともなく一礼すると、マイクを手にして舞台に上がった。

　続いて、何やらくじ引きボックスの載った台が運ばれてくる。

「ではこれより！　設定ドラフトに参ります！　まずは──『髪型』！」

　そして、設定ドラフトは唐とう突とつに始まった。

　髪型はかなり重要だ。

　これでもし、えげつないのやヒドいのに当たると、ホームページに載せて貰もらえない。

　宣伝なくしてゲームは売れない。

　宣伝してもらえないキャラなど、いる意味がないのだ。

「ストレートロング、ショートボブ、ツインテール、ポニーテール」

　まあ、どれも無難な内容だな。これだったらどれになっても──

「蘭らん姉ちゃんの角ドリル、お蝶ちよう夫ふ人じんの縦ロール、たわわに実ったリーゼント」

　なん……だと……

　マズい！　後半三つはかなりヤバい！　いや、最後のが飛び級でヤバい！

「どれにする？」

　設定ドラフト制度は、今提示されたモノの中から一つ選び、それを紙に書いて提出。

　他のところと被っていなければ、選択したモノが獲かく得とく出来、もし被ってしまえば抽ちゆう選せんとなる。

　抽選で敗れた者たちが第二指名をして、また被れば抽選という感じに進めていく。

　この中で最も優すぐれた髪型は『ストレートロング』だ。メインヒロインの中でもセンターを張れるのは、大体このストレートロング。角ドリルもストレートロングみたいなモノだが、角が目立ちすぎる。

　次点でツインテールだろう。

　うちのルピアはツンデレだから、ツインテールが一番妥だ当とう。ポニーテールも捨てがたいが、他のヒロインが狙ねらってくる可能性もある。

　ショートボブは個人的に大好物だが、いかんせん、ショートカットのヒロインはあまり人気が出ない。

　縦ロール、リーゼントは論外だ。
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「どうします？」

　マルクくんが聞いてくる。

「んー、やっぱりツインテールかな」

「まあ、異議ないわ」

　当の本人も納なつ得とくなので投票用紙にツインテールと書き込んで、提出。

　同じように、各テーブルから代表者が提出する。

「それでは参ります。一番、ストレートロング」

　テーブル番号で呼ばれていく。俺たちのテーブルは──五番だな。

「二番、ストレートロング。三番、ストレートロング」

　まあ、順当だな。このままツインテールが被らなければいいが。

「四番──ツインテール。五番、ツインテール」

　あああああああ！　被ったあああああ！

　俺たちと四番テーブル──俺が最初にいた村の面々は悔くやしげに頭を抱かかえた。

「六番、ストレートロング。七番…………角ドリルっ！」

　俺たちは、いや、会場にいる全員が七番テーブルに目をやった。

　驚おどろいた。どよめきが起こる。

　まさかの、角ドリル。

「やられたな」

「え？　どういうこと？」

　俺の言葉に、フィルスが聞き返す。

「あいつらは、縦ロールとリーゼント以外なら何でもいいと考えて、あえて角ドリルを取りにいったんだ」

「一巡じゆん目では被らないという判断ですね」

　マルクくんはメモを取っていた。どのテーブルが、何を獲得したのかを。

「狙いすぎて被ったら、目も当てられないけどな」

「続いて抽選に参ります。一番、二番、三番、六番の代表者の方、前へ」

　被ったストレートロング。これからくじを引いて、一人が獲得する。

　当たりを引いたのは、六番。

「四番、五番の代表者の方、前へ」

　呼ばれて、俺が壇だん上じようへ。

「あっ」

　四番テーブルの代表者は、俺の顔を間近で見て、つい声を上げてしまった。

　俺と同じぐらいの身長で、長い髪かみを大きなリボンで束ねている少女だった。

　この優やさしい印象の顔つきは、忘れない。

「……久しぶり。フラン」

　彼女の名前は、フラン。

　右も左もわからなかった俺を、親切に手取り足取り教えてくれた、最初の師し匠しようとも言える存在。

　まあ、一週間だけだったが、彼女には多くを学んだ。

「そっか。まだ……イベントプランナー続けてたんだ」

　と、フランは笑え顔がおを見せた。

「なんとか……しぶとく、やってるよ。あれからいくつもの村を転々としたけどね」

「ねえ……あのとき……」

　あのとき……俺は、このフランにセクハラをしてしまった。

　たまたま、間ま違ちがえて女子更こう衣い室に入ってしまい、たまたま、俺のロッカーだと思って開けたところに脱ぬぎたての服が畳たたんで置いてあり、たまたまその中から下着を手にしたところに、たまたまフランがやってきて、たまたま誤解を解こうと詰つめ寄ったら、たまたま押し倒たおしてしまい、それをたまたま他ほかの人間に見られてしまった。

　そして、即そく解かい雇こという運びだ。

「マナト……あなたはあのとき、どうして解雇を受け入れちゃったの？」

「え？」

「あなたが……もう一度チャンスをくれと言ったなら。『もっとこの村で頑がん張ばりたい』と意思を示していたら……きっと解雇されずに済んだと思う」

「……はあ」

　俺は、気のない返事しか出来なかった。

　解雇と言われれば、受け入れるしか無いと思っていた。そこで食い下がっても、意味がないと。

　今いま更さら、そんなことを言われてもな。

「あの、抽選をお願いします」

　と司会者に急せかされたので、会話もそこまでで、俺はモヤモヤした気持ちのまま段ボールか何かの、手作り感満まん載さいくじボックスから一枚の紙を取り出す。

　赤色で○が描えがかれた紙が、当たりだ。

　四番テーブルの代表者、フランもくじを引いて、同時に開く。

　…………俺のは、白紙。

　ガッツポーズを取る権利を得たのは、四番テーブルの面々だった。

「残念だったね。……マナト……私は、今でも……ううん。──頑張ってね」

「フランも」

　俺は、掛かける言葉が見つからなかった。

　肩かたを落としてテーブルに戻もどると──

「何やってんだコラ！　このゴミがっ！」

　当然の如ごとき罵ば倒とう。でも、確率はフィフティフィフティだし、こればっかりはどうしようもないだろうよ。

「次、どうします？」

　マルクくんが聞く。ショートボブかポニーテールか。それともあえての縦ロールか。

「狙いに行くしかないな。ポニーテールを」

　俺の意見に、異論は出なかった。

　そして二巡目。ここでまさかの──

「第二指名に参ります。一番、ポニーテール。二番、ポニーテール。三番、ポニーテール。五番、ポニーテール」

　全員ポニーテール狙い。

　そりゃあ、そうなるな。全テーブルが、狙いに行くしかないな。ポニーテールを。

「抽選に参ります。代表者の方々、前へ」

「ここは、誰だれがいく？」

　フィルスが聞く。まあ、一度敗北した俺は今行きづらい。

「マナトにだけは任せらんない。あたしが自分で行くわ」

　立ち上がったのは、ルピアだった。まあ、当の本人だったら、どんな結果でも文句は言わないだろう。

　ずんずんと自信の籠こもった歩みで壇上へ向かい、くじを引く。

　確率は、四分の一。

　この四分の一を──見事にルピアがもぎ取った。

「よっしゃあああああ！」

　思わず、俺たちは全員立ち上がってガッツポーズを取った。

　ルピアは一件落着したときの水み戸と黄こう門もんばりの高笑いを決め込む。

　その後も髪かみ型がたドラフトは続けられ、リーゼントは一番テーブルの子に。ショートボブが二番。縦ロールは三番テーブルの子に渡わたった。

　一番テーブルの子はショックのあまり、ふかふかの絨じゆう毯たんの上に横たわって嘆なげいていた。

「続いて──性格と設定のドラフトに移ります。候補は──清せい楚そな幼おさな馴な染じみ。クールな生徒会長。ツンデレ転校生。ダウナー系無口図書委員。強気で活発なスポーツ少女だけど実はエロ同人作家。激げき烈れつにいやらしい保健医。カニの生まれ変わり──です」

　…………これは。

「どう思う？」

　なかなか、判断しにくいラインナップだ。俺はとりあえずみんなの意見を聞いてみた。

「やっぱり、カニの生まれ変わりはイヤですかねー」

　マルクくんの意見。

「あたしカニの演技なんて出来ないわ」

　ルピアも同意見。だが──

「……俺はこの中で一番イヤなのはカニではなく、保健医だと思う」

　俺の意見は違ちがった。

「どうして？」

　フィルスが何故なぜだか嬉うれしそうに聞く。

「カニの生まれ変わりって奴やつだけ、性格設定がない。つまり、これはある意味『自由』と取れるのではないかな」

「そっか。ツンデレのカニでも清楚なカニでもいいわけだ」

　フィルスの言葉に、こくりと頷うなずく。

「ちょっと横歩きするだけでいい。その点、保健医となると、一気にメインヒロイン枠わくから外れてしまう。どきどきシスターでも何でもない、ただのサブヒロインだ」

「じゃあ、あえてのカニ狙ねらいにする？」

「いや、角ドリルを取った七番が怖こわい。十中八九、また勝負に来るだろう。それに、カニは最悪ではないってだけで、いいとも言えない」

「ふーん」

　フィルスは頰ほお杖づえをついて、綺き麗れいな黒くろ髪かみを指で弄いじりながら俺の顔をじっと見た。

　小さな笑み。普ふ段だん見たことのない、冷蔵庫にプリンを見つけたときのような笑みだった。

「なんだよその顔」

「やっぱり、マナトがいてよかったなーと思って」

　フィルスの目は、真っ直すぐすぎて直視出来ない時がある。

「で、何にするの？」

　ルピアはオレンジジュースを飲みながら結論を急ぐ。

「ツンデレだな」

「え！　カニよりも取れないんじゃ？」

　マルクくんが驚きの声を上げた。まあ、流れ的にはカニに行く流れだったからな。

「ツインテールを取った四番が取りに来ると思うかもだけど、四番の代表者がどうも大人しそうな顔をしているからね。ツンデレを演じられるタイプには思えない」

　なんて言い方をしたが、四番テーブルの代表はフラン。行くなら清楚キャラだろうっていう確信があった。フランだったら、『幼馴染み』を選ぶはずだ。

「じゃあ、ツンデレに賭かけますか」

　よし、とフィルスは快く頷き、マルクくんもうんうんと頷いた。

「こいつだけならあれだけど、マルクとフィルスが言うならそうする」

　ルピア……相変わらずこいつは……

　しゃーなし。と言いたげな表情のルピアが代表して、投票しにいく。

「一番、幼馴染み。二番、幼馴染み。三番、幼馴染み。四番──」

　来るな。頼たのむ、来るな。

「幼馴染み」

　よしっ！　俺は小さくガッツポーズを取った。ツインテールを取ったフランが取らないってことは──

「五番、ツンデレ転校生。六番、幼馴染み。七番──カニの生まれ変わり」

「凄すごい！　凄いよマナトっ！」

　フィルスは俺の手を取り、ぴょんぴょんと飛び跳はねるようにして喜ぶ。

　やっぱり、七番は裏を行ってグレードは落ちても確実に取る方を選んだ。

　自信があったわけではないが、俺の言うとおりになってしまった。

　そしてドラフトの結果……

　一番──髪型、たわわに実ったリーゼント。設定、いやらしい保健医。

　二番──髪型、ショートボブ。設定、ダウナー系無口図書委員。

　三番──髪型、縦ロール。設定、クールな生徒会長。

　四番──髪型、ツインテール。設定、強気で活発なスポーツ少女だけど実はエロ同人作家。

　五番──髪型、ポニーテール。設定、ツンデレ転校生。

　六番──髪型、ストレートロング。設定、清楚な幼馴染み。

　七番──髪型、角ドリル。設定、カニの生まれ変わり。

　一番の運の無さに対して、六番の強運が際きわ立だった形になるな。

「それでは最後に、テリトリーを分けます」

　このテリトリー分けはとても重要だ。

　キャラクターが多い恋れん愛あいシミュレーションには、『移動パート』というモノがある。

　プレイヤー様が移動先を選せん択たくし、そこでばったりヒロインに会い、交流を深めていくのだが、移動した先では、よほどのことがない限り、『ヒロインは一人しか存在してはならない』という暗あん黙もくの了りよう解かいがある。

　そこで、予あらかじめ『縄なわ張ばり』を決めておくのだ。

「いやらしい保健医を引いた一番の方は保健室、ダウナー系無口図書委員を引いた二番の方は図書室に固定されます。その他五組の方々で、場所ドラフトを開始します。場所は──屋上、部室、公園、レストラン、アーケード街」

「これはどこでも良さそう。あたしはどこでもいい」

「取るなら屋上がいいね。プレイヤー様はとりあえず屋上に行く傾けい向こうがあるから」

「じゃあ、屋上にしよっか」

「そうですね。屋上だと風にそよぐ髪とか、いい画えが撮とれそうですし」

　こうして、ルピアのヒロイン設定は決まった。

『ポニーテールのツンデレ転校生が、いっつも屋上にいる』だ。

　そう、最後の抽ちゆう選せんでも、見事『屋上』を手に入れたのだ。







　さて、ドラフト会議から数日過ぎ、収録の本番がやってきた。

　メインのストーリーはプレイヤー様に操作頂く『主人公』が所属する村がゲーム会社と協議して作成し、舞ぶ台たいとなる村も、主人公を出した村となる。ヒロイン側の村が『現代の町並み』を作れない可能性もあるからだ。

　しかしながら、ヒロインたちの『個別イベント』及および『ヒロインルート』のストーリーは、それぞれのヒロインの所属する村が考える。

　ルピアのヒロインルートの台本はフィルスとマルクくんが作成した。

　このシステムで厄やつ介かいなところは、他ほかのヒロインがどういう手でやってくるかが本番まで分からないというところだ。

　イベントが被かぶってしまう可能性は、否定出来ない。

　俺とマルクくん、そしてフィルスの三人は、エンドール村の地下にある『司令室』に来ていた。

　遠くで頑がん張ばっているルピアを補ほ佐さするためだ。

　巨きよ大だいなモニターの前にずらりと操作盤ばん、コンソールがごちゃごちゃと並び、その横にサブのモニター。

　エンドール村は小さな村だが、設備はちゃんとしている。

　プレイヤー様の分身である主人公の語りが始まった。

　映画館のような大画面に、主人公目線の映像が流れ、サブのモニターには、ルピアの様子や、別の角度から主人公を追っている映像。

「プレイヤー様、家を出ました。幼馴染みと一いつ緒しよです」

　マルクくんが報告するまでもなく見ていればわかることだが、プロローグが終わり、主人公が家を出た。

　ゲームが始まってしまうと、主人公役──主役に抜ばつ擢てきされた人物は自分の意思で動くことは出来ない。

　主人公を通して、プレイヤー様はヒロインたちを見、ゲームの世界を堪たん能のうする。

　そして、俺たちは主人公を通して、プレイヤー様を見る。

　今、主人公を動かしているのは、ゲーム会社の人間。

　テストプレイヤー様が主人公を動かして、それを収録。パッケージングして世に送り出す。そうして、ゲームは作られている。

　収録の際、主人公のことを画面の向こうにいる顔も声も知らない『プレイヤー様』そのものとして対処するのが、この世界の常識だ。

　さあ、ここからはバトルロワイヤル。

　ヒロインたちが『プレイヤー様と出会わなければならない』のだ。

　その点、ストレートロングの清楚な幼馴染みを引いた六番は圧あつ倒とう的リード。

　目覚めという典型的かつ王道な始まり方で、誰だれよりも早く、自然に『出会う』ことが出来る。さらに、一緒に登校するという手を使うことで、これから出会おうとしてくるヒロインたちを蹴け散ちらすことが出来るのだ。

　だからこそ、『幼馴染み』を獲かく得とくしたヒロインは朝起こしに来ることが多く、一緒に登校したがる。そういう展開が多いのは、当然と言えよう。

　さて、ルピアは今、塀へいの陰かげに隠かくれている。

　プレイヤー様たちが学校へ行くための通学路。

　モニターには、学校までの地図が表示され、赤い点（プレイヤー様）がどこをどう進むのかがわかるようになっている。

　ここでプレイヤー様と出会うために、ヒロインたちは少々強ごう引いんな手を使う。

「目標まで……三……二……一……」

　マルクくんのカウントダウンが始まる。

　赤い点が──ルピアの隠れている塀の側そば、十字路に差し掛かかる。

「よし！　行け！　ルピアっ！」

　俺の指示に従い、ルピアは飛び出した。

　すると──スクーターに撥はねられた。

　くるくると回転し、宙を舞まうルピア。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　ルピアっ！」

　思わず、フィルスが安否を気き遣づかう。

　本当は、プレイヤー様とぶつかるはずだった。たまさか、プレイヤー様と交差点で衝しよう突とつし、あとで転校生として再会することで『運命的な出会い』を演出するつもりだった。

　だが──

　ルピアはアスファルトに横たわり、動かない。

「あのスクーターは何者だ！」

　俺は思わず声を荒あららげて、マルクくんに問いかけた。

「恐おそらく、ヒロインの一人です！」

　ヒロインとヒロイン。つまり村と村は、事前の打ち合わせを行っていない。

　誰がいつ、どういうイベントを起こそうと画策しているかは、分からないのだ。

「ちょっと、大丈夫？」

　スクーターから降りた女性は、ヘルメットを外しながらルピアに声を掛けた。

　その顔は──いや、その頭は──たっぷりとしたリーゼントだった。

　テーブル番号一番。いやらしい保健医とリーゼントを獲得してしまった、不運なヒロインだ。

「わざとですかね？」

　マルクくんが嫌けん悪お感かんを示す。いつも優やさしいマルクくんのこんな顔、初めて見たな。

「確かに、わざとだったら最低だけど、多分そうじゃない。彼女も同じタイミングで、プレイヤー様とお知り合いになりたかったんだ」

「なるほど、スクーターでぶつかろうとした間に、ルピアが割って入っちゃったんだね」

　フィルスの言葉に、俺はこくりと頷うなずいた。

　恐らく、スクーターで撥ねるつもりだったのは、プレイヤー様だ。

　設定と髪かみ型がたから、奇き抜ばつかつ衝しよう撃げき的な出会いで、一気に印象付けなければならないと考えた結果だろう。

　思いっきりぶつけられたように見えるが、ちゃんとそこは、ぶつかっても怪け我がをしないようリハーサルや検証を行った上での行動だ。

　ルピアは横たわってはいるが、それほどの怪我はしていないはず。

「ルピア……聞いた？　わざとじゃないと思うから、キレちゃダメだからね？　絶対にキレちゃダメだからね！」

　スクーターに撥ねられ、くるくると二回転してからアスファルトに叩たたきつけられたルピアは、すっくと立ち上がり、満面の笑えみを浮うかべている。

「……キレてますね」

　マルクくんが頭を抱かかえた。

「そうなの？」

「うん。ルピアは普ふ段だん笑わない子だけど、マジで人を殺したい時、笑顔になるのよ」

　あちゃーと頭を抱えるフィルス。

　……俺見たことある！　あのときのあれか！　殺したいほど俺を憎にくんでたのかよ！

「ルピア！　今はプレイヤー様と出会うことが第一だ！　仕事を忘れるな！」

　俺はルピアの、どの感情に訴うつたえればいいのか悩なやんでいた。

　そしてルピアは──拳こぶしを握にぎりしめ、プレイヤー様にアッパーカットを食くらわせた。

　で、ででで出会いおったーっ！　強引に出会いおったーっ！

「何やってんの！　ルピア！」

　フィルスの叫さけびが届いているのかいないのか。

「あんたね！　私を撥ねたの！」

　ずさあ……と倒たおれ込んだプレイヤー様に、ルピアが吐はき捨てるように言う。

　いや、さすがにそれはおかしいだろ。

　と、リーゼントもストレートロングの幼おさな馴な染じみも、俺たちと同じようにモニター越ごしに事の顚てん末まつを見ている村の人間たちも思っているだろう。

　言葉も出ないようで、立ち竦すくんでいた。

　完全に決まったアッパーカット。だが、プレイヤー様にダメージはない。

　ちゃんと、手加減をする理性は残っているようだ。

「ひ、人ひと違ちがいだ……」

　アゴを押さえながら、プレイヤー様が指をさす。

　その先にいるのは──ルピアを撥ねた張本人。

「じゃあお前もどーんっ！」

　飛び上がるように繰くり出されたアッパー。それは、タイガーアッパーカットと呼ばれる三日月のように身体からだを捻ひねったアッパーだった。

「…………大丈夫ですかね？」

　マルクくんは、不安そうに言った。

「…………大丈夫じゃ、なさそうだな」

　俺にはもう、何もアドバイスは出来なかった。

　プレイヤー様は、暴力的なヒロインをお嫌きらいになられる傾向にある。

　やっちまったな。ルピアの奴やつ。

「なんか臭におう！　大丈夫？　ちょっとあなた！　『なんか臭う』になんてことすんのよ！」

　幼馴染みがぷんぷんと怒おこりながら、ルピアに近づいていった。

「せいっ！」

　それは、三発目のアッパーカットだった。

「ぐふう」と声を上げ、幼馴染みがずさーっとアスファルトを滑すべる。

「あんた！　名を名乗りなさい！」

　ルピアはびしっとプレイヤー様を指さした。

「俺は『高たか橋はし　なんか臭う』だ」

　………………何故なぜだろう。何故俺の出会うプレイヤー様は、主人公にヒドい名前を付けるんだろう。

　九九％のプレイヤー様が普ふ通つうのお名前をご入力なさるはずなのに、残り一％の『変な名前でプレイされる方』に当たる。

「なんか臭う……覚えとくわ」

　ルピアはぷいっと顔を背そむけて去って行った。







　ルピアの暴走とも言える暴挙の効果は見る見る出てきた。

　この『時々どきどきシスターズ』は、母親を事故で失った高校三年生のごく普通の少年が、後こう輩はいである各ヒロインと恋こいを育はぐくんでいくのだが、父親が最も好感度の高いヒロインの母と再さい婚こんし、二人は兄妹きようだいになってしまう。という内容だ。

　全ヒロインを同時に攻こう略りやくする、いわゆる『ハーレムルート』は存在せず、選んだヒロインと後半イベントをずっと共に過ごすことになる。

　詰つまるところ、中ちゆう盤ばんの段階で選ばれなかったヒロインは、このゲーム中、ずっと暇ひまな訳で。

　プレイヤー様は暴力を振ふるう女子が嫌いな訳で。

　初対面でアッパーカットをぶちかましたヒロインはルピアだけな訳で。

「来ませんねー」

　マルクくんは寂さびしげに呟つぶやいた。

「ほうねー」

　フィルスはお弁当を食べながら同意した。

　いつ、どのタイミングでプレイヤー様と接せつ触しよくするか分からない。恋れん愛あいゲームの収録は、刑けい事じの張り込みぐらい根気のいる作業だ。

　ドラフトの時に割り当てられたテリトリーで、ただただプレイヤー様を待つだけ。

　飯を食いに行く暇なんてない。

　ルピアは校舎の屋上の冷たい床ゆかに座り込んで、ただじっと待っていた。

　現場の人間は、さらに過か酷こくだ。

　水すら飲めない状態、トイレにも行けない状態が続く。

『攻略』されたヒロインは、すぐに帰れる。

　別の日に収録すればいいじゃないかと思うだろう？

　俺もそう思ってた頃ころがあった。

　でも、それをしてしまうと、実際にプレイヤー様にお遊び頂くときに、挙動がおかしくなったりするんだ。

　まあ、それを『バグ』として楽しんで頂けるようなプレイヤー様もいらっしゃるが、今の時代では、がっかりしかしてくれない。




　プレイヤー様に実際に操作して頂いた状態での、ぶっつけ本番一発撮どり。




　配給元であるゲーム会社の誰だれかが、テストプレイヤー様として、今収録に参加している。

　別撮りしてつなぎ合わせるような手法を、今でもやっているゲームはあるみたいだが、やはりそれらは不具合やバグが多い。

　そして、バグが多いゲームは、どれだけ時間を掛けて必死に作ったゲームでも、あっさりすぐにやめられてしまう。

　一発撮りは最良の方法ではない。むしろ最低な部類だろう。

　だが、『バグのないちゃんとしたゲーム』を作るにあたり、それ以上の方法がない。

　プレイヤー様たちが民主主義や資本主義を選ばざるを得ないように、俺たちも今はこの方法を取るしかないのさ。

「ねえ、今なんか臭う奴どこにいんの？」

　待ちきれないのか、ルピアがぼそりと呟いた。

「幼馴染みのところですね」

「ふーん」マルクくんの回答に、興味なさそうに返す。

　ルピアは、ずっと待つしかなかった。

　出会い頭がしらのアッパーカットがあまりに綺き麗れいに入ったせいか、ルピアの攻略は後回し。

　いつまでも、収録が終わらないんだ。

　ただただずっと、屋上で待ち続けなければならない。

　テストプレイヤー様は全すべてのイベントを収録しなきゃいけない訳だから、永遠にって訳でもないが、待ちきれなくなって辞退してしまうこともある。

　そうなると、ヒロインルートは消失。

『ヒロインだと思ったのに攻略出来ないのかよ』

　そんな評価を受けるとゲーム全体、参加した村全体に迷めい惑わくが掛かかる。

　俺たち弱小の村はそんな強気なことは出来ないんだ。

　ルピアには悪いが、耐たえて貰もらわないとな。

「どうします？」

　マルクくんが不安そうに言う。

　彼はこう言いたいんだろう。

　差し入れでもしに行くか？　と。

「じゃあ、俺が弁当差し入れしてくるよ」

「え？　わざわざ持っていきます？」

「まあ、どうせプレイヤー様来ないだろうし、やることもないからな」

「そう？　私行こうか？」

　箸はしでハンバーグを摘つまみつつ、フィルスが言う。

「飯の途と中ちゆうの奴には頼たのめないよ。向こうの村の様子も見てみたいし」

　プレイヤー様と鉢はち合あわせすると色々マズい。ご飯を食べているシーンはすでに撮ってしまっている。

　だから、ルピアはこそこそと食事をしなければならない。

　だが、まだまだルピアの出番は来そうもない。

　行くなら、今のうち。決断するなら、早い方がいい。

「じゃあ、行ってくる。マルクくん、先方へ連れん絡らくをお願い」

　俺はサンドイッチセットの弁当箱を持って、司令室を出た。

　何も言わず、マルクくんとフィルスが手を振って見送ってくれた。

　さて、ルピアのところへ行くには、まず一回村を出なくてはならない。

　エレベーターで上がって、さらに隠かくし通路から井い戸どの中へ。ハシゴをよじ登って、村へ出る。

　さらに村の外へと向かい、フィールドの草原を歩いて行く。

　プレイヤー様が絶対に越こえられないように設定された柵さくを越えた先にある『転送装置』。これで、座標を設定すれば、一いつ瞬しゆんで他ほかの村へテレポート出来る。

　青い光に包まれ、瞬まばたき一つした瞬間──俺は丘おかの上にいた。

　自然溢あふれる、緑の丘。

　眼下には、近代的な建物が見える。

　そう、今回の舞ぶ台たいだ。まるで、『ホーム』に帰ってきたかと思うような、既き視し感かん溢あふれる風景だが、俺のカードで『ホーム』へ行くなら、自じ動どう販はん売ばい機きの前に出るはずだ。

　ここは、全く知らない別世界。

　マルクくんが話を通してくれていたので、迎むかえが来ていた。

　年ねん齢れいは二十歳はたちぐらいだろうか。可愛かわいらしい女性だ。

　人の良さそうなお姉さんに連れられて、『村』へ。まあ、村と言っても、最も早はや『都市』って規模だけどな。

　学校へと向かうと、お姉さんは仕事を終えて去って行った。

　案内、ご苦労様ですとお辞じ儀ぎをして、俺は屋上へと上がっていく。

　途中、プレイヤー様との出会いを狙ねらっているヒロインがいたりしたが、話しかけずに上へ。

　他の村も、色々大変なんだろうな。

　屋上の重い戸を開くと、風がぶわっと入ってくる。

　まばゆい光が差し込み、一瞬視界を奪うばわれ、思わず目を閉じる。

　目を開けると、そこにはルピアがいた。髪かみをポニーテールにまとめ、セーラー服を着て、むすっとした表情。腕うでを組んだ仁に王おう立だちだ。

「遅おそいっ！」

　第一声から、罵ば声せいだった。

「悪い悪い」

　俺は弁明もしなかった。ここで張り合っても、時間の無む駄だだ。

　それに、ルピアは今ストレスでいっぱいだからな。

「はいよ。もう少し頑がん張ばれ」

　俺に出来るのは、こんなちっぽけな励はげましの言葉をかけることぐらいだ。

　弁当箱を渡わたし、踵きびすを返して村へ帰ろうとしたんだが──

「食べるまで、待ってなさいよね」

「はあ？」

『マナトさん、弁当箱をプレイヤー様に見られる訳にはいかないんです！』

　マルクくんが説明してくれた。ルピアがさっさと食べて、俺が回収しなければならないってことだ。

「分かったよ」と呟いて、俺は屋上の扉とびらを閉めた。

　屋上には、風があった。

　風は、わざわざ魔ま法ほうで巻き起こしている。

　基本的には無風状態を保つのだが、演出として必要なんだ。

　髪が風に靡なびく画えは、見み栄ばえがいいからな。

「…………なあ、ルピア。なんでお前やフィルスって、あんな小さな村にいるんだ？　お前らだったら、ここみたいな大きい村にも行けるだろうよ」

　黙もく々もくとルピアが飯を食うところを見ているのもなんだし、俺は予かねてからの疑問をぶつけてみた。

「あたしは……フィルスが残って欲しいって言ったから……かな」

「それだけ？」

「そう、それだけ。先代が村を出て行く時にね。エンドール村は解散するつもりだったのよ。でも、フィルスはそれを嫌いやがってさ。……で、フィルスが一いつ緒しよに残って欲しいって言ったのよ。あたしも、最初は先代に付いていくつもりだったんだけど」

[image: ]

　先代……つまり、あのエンドール村には、元々他の村長がいたんだろう。

　それが、ヘッドハンティングにあったか、村の運営に限界を感じたかで出て行ってしまった。

　残ったメンバーが、たったあれだけだったってことか。

「でも、先代は言ってくれなかったんだ。『ルピアが必要だ。一緒に来てくれ』ってね」

　まあ、きっと俺でも『お前のしたいようにしろ』って言うだろうな。

　はむはむ──とサンドイッチを頰ほお張ばるルピア。ちなみに、具は卵とハムだ。

「あのとき、もし……もっと強ごう引いんに、もっとワガママに言ってくれてたら……あたしが必要だって一言でも言ってくれたなら……あたしは村に残らなかったかなぁ」

　なんだか、フランが言っていたことを思い出した。

　俺がもっと食い下がっていれば、村を解かい雇こされずに済んだかもしれないというあの話を。

「ねえ、あんたはどう思う？　あんたは……あたしが必要？」

　俺は、答えられなかった。ああ、当然だ。なんて声を掛けられるほど、俺はルピアを知らない。

「……エンドール村には、お前は必要だな」

　これが、精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。

「えへへ、知ってるー」

　ルピアは嬉うれしそうに笑った。

　笑え顔がおは可愛かったが、どこか憎にくたらしい返しだった。

『マナトさん！　隠れて下さい』

　急に、マルクくんの慌あわてた声が耳元で響ひびいた。

　よく聞き取るために、イアモニを付けた耳を手で覆おおう。

「どうかしたか？」

『プレイヤー様が、屋上へお越しにっ！　一〇秒前……九……八……』

「急にっ！　くそっ！　ホント、プレイヤー様ってのは気まぐれでらっしゃるぜ！」

　俺は慌てて広げたばかりの弁当を閉じる。

「あたしがまだ食ってる途中でしょうがっ！」

　何故なぜか、ルピアが俺の手を取った。

「イベント終わってから食え！」

「イベントいつ終わるかわかんないじゃん！　五秒で食べるからっ！　気になってイベントに集中出来ないから！」

　弁当箱を引っ張り合う。

　ぐぅ～とルピアのお腹なかが鳴る。

「いやもうすでに残り五秒過ぎてるから！　諦あきらめろっ！」

　ずっと引っ張ってても埒らちが明かない。

　ここは、逆に一回押して、力の方向、重心を狂くるわせてから一気にまた引こう。

　急に押し込まれると、体にぶつかるんじゃないかと思って力を弱めるか、あるいは押し戻もどそうとするだろう。その一瞬でまた引けば、奪い取れるはずだ。

「……分かったわよ」

　ぷうっと頰ほおを膨ふくらませて、手を離はなすルピア。

　俺は前のめりに倒たおれた。

　てっきり、ルピアは頑かたくなに弁当箱を引っ張り続けると思っていたからだ。

『一回押し作戦』を決行してしまっていたために、俺はぱっと手を離したルピアに覆い被かぶさるような形で倒れたのだ。

　二等辺三角形のパンが、中身をぶちまけながら宙を舞まう。

　手には、ふにっと柔やわらかな感かん触しよく。

　セーラー服の上から、俺の手はその絶望的な貧乳を包むように置かれていた。

「平家の方でも……柔らかいんだな」

　それは、俺に言える精一杯の褒ほめ言葉だった。

「……よし、殺す」

　ルピアはにっこりと微笑ほほえんで、俺にパンチを繰くり出そうとしたが──

「あっ！　ちょっ……ここで、何をしてんだ？」

「え？」

　声を掛かけられ、俺とルピアは同時に顔を向けた。

　そこにいたのは──プレイヤー様だ。

　俺は、全身がざわざわと粟あわ立だつのを感じた。

　ヤバい。

　一番最悪な瞬しゆん間かんを、見られてしまった。

　プレイヤー様以外の男が、ヒロインの肌はだに触ふれることなど、あってはならない。

　アニメや漫まん画がならまだしも、このゲームの世界では、絶対にやってはいけない御ご法はつ度と中の御法度なのだ。

　ましてやそれが、どれだけ貧相だろうが、おっぱいだったなら──

「ご、ごめん。邪じや魔まだったようだな」

　プレイヤー様はくるりと踵を返し、扉を閉める。

　ヤバい。マズい。剣けん吞のんだ。

　あの目は、完全に『引いて』いるっ！

　主人公役の少年も、プレイヤー様も絶対に引いているっ！

「「ちょまーっ！」」

　俺とルピアは同時に叫さけんだ。

　せっかく、やっと来て下さったというのに。

「ルピア！　追いかけろっ！」

「分かってるわよ！　そんなこと！」

　俺を押しのけて、ルピアは走る。

「ルピア。俺は兄という設定にしよう！　あれは、ただの事故だったと説明するんだ！」

　俺はイアモニを通して、ルピアに指示を送る。

『……それだけじゃ、足りないわっ！』

　閉められた扉を思いっきり開けて、校舎内へと飛び込む。

「足りない？」

『これは、あたしのせい。だから……あたしがなんとかするっ！　最後の手段よっ！』

　階段を跳とぶように降りていくルピア。

　だが、それ以上に、プレイヤー様も全力で逃にげる。

「お前まさかっ！　ラッキースケベを起こす気かっ！」

　俺はルピアの後を追い階段に身を乗り出して、走る二人を見下ろした。

『それしかないでしょ！』

　今、プレイヤー様は『損』をなさっている。

　プレイヤー様に、まだお触さわり頂いていないのに、名前もないただのモブキャラの俺が、先んじておっぱいを触ったのだ。

　それを帳消しにするには、それ以上のラッキースケベを起こすしかない。

　プレイヤー様がこの世界で最も『得をした人間』でなければ、こういう類ただいのゲームは成立しないのだ。

『ちょっと待って下さい！』

　マルクくんが慌てて話に入ってきた。

「どうかしたか？」

『プレイヤー様に、今起こった出来事以上のラッキースケベをご体験頂くことには賛成です。ですが──このゲームは！『全ぜん年ねん齢れい』なんですっ！』

　マルクくんの言葉に、俺は目を丸くした。

「なっ！　ルピア聞いたか！」

『つまりどういうこと？』

「いいかルピア！　おっぱいを触られる以上のラッキースケベを起こさなければ、俺たちに明日はない。だが、全年齢というレーティングの前では──パンチラすら許されないってことなんだっ！」

『見せパンだから大だい丈じよう夫ぶ』

「大丈夫じゃねえよ！　いいか！　絶対にパンツは見せるな！　レーティングは絶対死守するんだっ！」

『はいはい。あたしを誰だれだと思ってるわけ？　やってやるわよ！　完かん璧ぺきにっ！』

　ルピアは軽い返事をし、意い気き揚よう々ようと階段を降りていく。

　俺は心配になって、階段から覗のぞき込むようにして様子を覗うかがっていた。

　どどどどどど……

　逃げる、プレイヤー様。追う、ルピア。

　徐じよ々じよに距きよ離りは縮まっていく。

『ちょっとあんた待ちなさいよっ！　あれは、あいつはただの、あたしのお兄ちゃんなんだから！　変な誤解しないでよね！』

　潔白をアピールするルピア。その声は、屋上にまで轟とどろいていた。

　必死の呼びかけに、プレイヤー様は立ち止まる。

　今だっ！　行けっ！　行っちまえルピアっ！

「うわったあっ！」

　ルピアは絶ぜつ妙みような足の踏ふみ外しで、階段から転げ落ちた。

　そして──くるりと前転を披ひ露ろうしてプレイヤー様の顔面に、ヒップアタック。

　二人は踊おどり場へ躍おどり出て、ゴロゴロと転がったあと──

「いったたたたた……」

　ルピアは……完全にパンツ丸出しになってしまっていた。

　しかも、ルピアは穿はいていたと勘かん違ちがいしていたのか、見せパンではなかった。

　そのパンツは、お尻しりのところにゴジラがプリントされた、『可愛かわいらしい』に『？』マークが付くような、パンツ。

　キャラプリントのパンツを出すには、原作サイドや制作サイドに許可が必要となる。

　やってはいけないことの数え役満。

　不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、ルピアはこれ以上ないほどの失態を犯おかしてしまった。

　………………こうして、ルピアはヒロインから下ろされた。

　驕おごる平家は久しからず。
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「決めたわっ！　私、オーディションを受ける！」

　と、フィルスが決意したのは、ルピアが大失態を犯した三日後のことだった。

　ヒロインを途と中ちゆう降板という最も不ふ名めい誉よなことを見事にやってのけてしまったルピアはさすがに凹へこんでいたが、翌日にはけろっとしていた。

『時々どきどきシスターズ』自体は可もなく不可もなく、それなりの評価を受けていた。俺はもっと酷こく評ひようされるかなと思ったが、どうやら元々プレイされている方が少なかったようで、さほど話題も生まれなかった。

　無視されたと言ってもいいだろう。

　しかしながら、プレイヤー様の『無視』と、村と村に於おける『無視』という評価には、かなりの差がある。

　俺たちのエンドール村は今、『はぶられている』状態だった。

　あれだけの大失態を演じてしまったんだ。

　仕事を回して貰もらえる訳がない。

　だから、早急に手を打つ必要があった。

　誰かが、なんとかしなければならなかった。

　で、立ち上がったのがフィルスというわけだ。

「おおー、ついにフィルスもヒロインになるんだー」

　マルクくんは感かん銘めいを受けているようだった。

　受ければ誰でもなれるってもんでも、ないんだがな。

「実力はあるのに、いつも嫌いやがってたもんねー」

　相変わらず、オレンジジュースを飲んでいるルピア。毎日同じジュースな気がする。

「とは言ってみたものの、初めてだから……やっぱりちょっと怖こわいかな」

　フィルスはぽりぽりと頰ほおを搔かきながら、照れ臭くさそうに言った。

「フィルスだったら、やっぱりＲＰＧのメイン狙ねらいよね？」

「まあ、この村の現状を打破するなら、それだろうな」

　ＲＰＧはゲーム界の花形だ。

　もし、そのメインヒロインに選ばれれば、それはそれは名誉なことだろう。

　それだけに、難しい。初めてのオーディションで選ぶもんじゃあないな。

「あんた、オーディションは受けたことあんの？」

　ルピアが俺の目も見ずに言う。

「まあ、そりゃあ何度かは」

　何度も受けて、何度も落ちたけど。

「だったら、マナトさんを相手にシミュレーションというか、リハーサルをしてみましょうよ。フィルスに自信が付くかもですし」

　マルクくんの提案。なんか……買い被かぶられている気がするが、悪い気はしない。

「そうだな。実じつ践せんに勝まさるモノはないし」

「ホント？　マナト、やってくれる？」

「とりあえずでやってみようか」

　というわけで、オーディションのリハーサルをすることになった。

　オーディションは往々にして、至ってシンプルな面接だ。

　面接会場は会議室。机を移動させてスペースを確保した。

　審しん査さ員役にマルクくんと俺。

　オーディション参加者役に、フィルスと、ついでにルピアがいる。

　ルピアは「なんであたしまで」を計三六回呟つぶやいていたが、ちゃんと水着を着ていた。

「それではオーディション参加者の方々、お入り下さい」

　という俺の声に、扉とびらを開けて二人が入ってきた。

　フィルスは両手で身体からだを抱だくようにして、ルピアはお腹なかを見られないように手で隠かくして──

「はいやり直し」

「え！　なんで！」

　パンと手を叩たたいた俺に、フィルスが抗こう議ぎの声を上げた。

「恥はずかしがりすぎ。堂々と入ってこないと。あと笑え顔がおも」

「ああー」面めん倒どう臭くさそうにルピアが声を出す。だが、その「ああー」は納なつ得とくの意が込められていた。

　お前はこの前、どうやってオーディションに受かったんだよ。

「笑顔かぁ……」

　悩なやみながらフィルスも出て行く。

「それではお入り下さい」

　という俺の声に、扉を開けて二人が入ってくる。

　まずはフィルス。

　ぼんきゅっぼんな、女性らしい体付き。みっちりむっちり。どこを触さわっても柔やわらかそうな肌はだ。なのに細い。

　黒くて長い髪かみに、あえて純白のビキニとエメラルドのような明るめのグリーンのパレオ。

　次はルピア。

　薄うす紅べに色いろの髪にレモンイエロー色の水着。水玉がハートになってる可愛らしい水着に、よく言えば控ひかえめな、悪く言えば残念な体付き。

　申し訳程度の胸を、水着が必死に大きく見せようとしている。

　パッドで補強された、平たいらの重しげ盛もり状態だ。

　部屋に入った瞬しゆん間かんから、ずっと、ずーっと俺を睨にらみ付けている。

　この水着チョイスはマルクくんだった。

　俺は無言でマルクくんに握あく手しゆを求めた。するとマルクくんはなんかこう、ハイタッチみたいなことをやりそうな感じの動きのあと、拳こぶしをこう──

「ごめんごめんごめん……やり方わかんない」

「あー、はいすみません」

　俺は申し訳ない気持ちになった。こっちからボディーランゲージを仕し掛かけた手前、ちゃんとやってやりたかった。彼をリスペクトしたいという気持ちも大きかった。

「さっさと始めなさいよね！　このカステラの底！」

　ぺらぺらの紙の部分！　ゴミ扱あつかいされたのでちょっと落ち込んだ俺は、こほんと咳せきを一つ。

「えー、それではオーディションを開始します。順番にアピールをしてください」

「あ、アピール？」

　フィルスは何をどうすればいいか分からず、聞き返した。

「うん。こういう漠ばく然ぜんとしたお題を突とつ然ぜん出されたりすることもあるのさ」

　俺はあまり思い出したくない面接を思い出しながらオーディションを進めていた。

　何度も何度も挑いどんで、その全すべて玉ぎよく砕さいした、苦い面接の思い出を。

　怪け訝げんな表情を浮うかべながら、恐おそる恐るフィルスが前に出る。

　そして──何も持たずに激しくギターを演奏し始めた。

「はいはいはいはい」

　ぱんぱんと手を叩き、俺はフィルスを制止する。

「え？」

「エアギターはしなくていい」

「そうなの！　凄すごいアピールしてるかなって思ったんだけど」

「うん、動きは確かにアピールしてるっぽい動きだけど、どこのＲＰＧメインパーティのキャラがエアギターすんだって話で」

「ああー」

　フィルスは納得した様子で深く頷うなずいた。

　この素す直なおさが、とても好感が持てる。

　あとびっくりしたのが、ルピアの椅い子すにいつの間にかテーブルが付いていて、オレンジジュースを飲んでいた。

「ルピアの奴やつ、いつの間に……っていうかどうやって──」

「ああ、ルピアは錬れん金きん術じゆつとかアイテム生成にも長たけてるんですよ」

　マルクくんの説明で、今度は俺が「ああー」を言う番だった。

　アイテムの生成が出来る人間が一人はいないと、村は成立しない。

　恐らく、黒板消しのトラップも出光の看板も、全てルピアが作り出したモノだろう。

「だったら、あのときサンドイッチの差し入れなんかいらなかったんじゃ……」

「いや、マナトさん。あれは現代が舞ぶ台たいですし、魔ま法ほう禁止ですよ」

「あー確かに錬金術使って良いなら、いくらでもやってたろうな。ルピアなら」

　って！　なんて自由な奴だ！　これがもし本番ならその場で退場させられるぞ！

　はっ！　まさか！　あれはアピールっ！

　アピールタイムとは、即すなわち自分が選ばれることによって、どのようなことをプレイヤー様にお楽しみ頂けるかを示すことだ。

　こいつ……さりげなく俺の知らない能力をフルに活用してアピールを仕掛けてきたってのか……

　このしたたかさが、フィルスにあれば──

「ダンスとか歌とかどうかな？」

　と、提案してみる。ＲＰＧには関係ないように見えるが、歌や踊おどりは出来ないより出来た方が良い。急に『謎なぞの歌シーン』を入れてくるＲＰＧは少なくないのだ。

「っていうかさ。あんたがお手本見せればいいんじゃない？」

　いつの間にかショートケーキを食べ、椅子がビーチ仕様になっていたルピアが言う。

「そうだねー。私にはわっかんないなー」

　しょうがない。

　俺は立ち上がり、手をポキポキと鳴らし、首を回して柔じゆう軟なんしながら二人の前に向かう。

　見せてやるか。俺の──タップダンス三級の実力を。

「ターンタターン、タタタタタターン。タンタターン、タタタタタタターン」

　ターン。俺は撃うたれた。

「何すんじゃコラっ！」

　コルトパイソン的な拳けん銃じゆうを持つルピアに、嚙かみつかんばかりの怒ど声せいを浴びせた。

「あ、ごめん。気持ち悪かったんでつい」

　ルピアがしれっと、人の全力のダンスを笑いやがった。

　やれって言っといてゴム弾だんぶち込みやがって。

「っていうかお前、野や蛮ばんなことは嫌きらいとか言ってなかったか？」

「だからこうして、文明で痛めつけてるじゃない」

「そっち！　文明が開けてないって意味の野蛮が嫌いってことか！　乱暴なことは？」

「大好き」

　こいつ。ムカつくわー。

「マナト、私はとてもカッコイイと思ったよ。それ、私にも教えて」

　フィルスは楽しそうな笑顔で俺のところへとやってきた。

　こう、自分の趣しゆ味みに食いついてくれると、なんかこう、惚ほれてまうやろーっ！　って気分になるな。

「よし、じゃあ、アピールポイントを聞かれたらタップダンスをしようか。まず基本ステップがこうで──」

「こう？　なんか楽しいね」

　俺の隣となりに移動してきたフィルスに、ステップを教える。

　熱心な生徒がいると、教え甲が斐いもあるな。

「……どこのＲＰＧキャラがタップダンスなんかすんのよ」

　というルピアの『アホらし声』を聞いて、そりゃそうだ。と俺は動どう揺ようしてしまった。

　そして俺はタップシューズを履はいていないのに、普ふ通つうの運うん動どう靴ぐつで調子に乗りすぎた。

　あと、もう一つ言い訳をするなら、タップダンスは二年ぶりにやったんだ。

　俺は失敗した。

　足を踏ふみ違ちがえ、ぐきっと挫くじいてしまったのだ。

　そしてそのまま──フィルスに抱きつく形で倒たおれてしまった。

「う、うわあっ！」

　どさっとフィルスは尻しり餅もちをついて、俺は──その豊満なおっぱいに顔を埋うずめていた。

　とても柔らかい。

　そして、良い匂におい。

　これは、着ていた水着の匂いなのだろうか。それとも、女の子はみんな甘い匂いがするのだろうか。ステキ。じゃなくて……

「ご、ごめん！」

　俺はすぐに立とうとしたが、挫いた足が痛くてすぐには立てず、もんどり打つだけだった。

「あはははっ！　ちょっとマナト！　くすぐったいなーもー」

　ぎゅっとフィルスが俺の身体を抱だきしめる。

　呼吸困難に陥おちいりそうなほど胸に顔面を押し込まれ──このまま、眠ねむってしまいたい。

　そう思ったとき──

「何しとんじゃコラーっ！」

　ごす──ルピアの怒声と共に鈍どん器きで後頭部を殴なぐられ、俺は意識を失った。

　奇くしくも、このまま眠ってしまいたいという願いは、コンマ二秒で叶かなえられたのだ。







　その後、俺が意識を失っている間に、ルピアとフィルスの間で俺を村から追放するかどうかの議論が交かわされたようだった。

　ルピアは「絶対追放！　あるいは死し刑けい！」と叫さけび、フィルスは「まあまあ、わざとじゃないんだから」と擁よう護ごしてくれる。

　俺は、どうしてか、すぐにこんな『事件』を起こしてしまう。

　面接に落ちる理由も、受かって就職が決まってもすぐにクビになってしまう理由も、大たい概がい同じ。

　──セクハラをしたからだ。

　だが、俺は自分の意思でセクハラをしたことなんてない。

　悪運が、人一倍強いだけなんだ。

　そんな言い訳をしたら、マルクくんが助け船を出してくれた。

「彼が必要かどうか、オーディションの結果で決めればいいんじゃないですかね？」

　俺を追放するかどうかの多数決は、フィルス反対、ルピア賛成、マルクくん中立という形になったのだ。

　そして──フィルスはオーディションを受けることになった。

　それによって、フィルスがオーディションに受かれば、俺もまた、オーディションに受かってこの村にいさせて貰もらえる。

　フィルスがオーディションに落ちれば、俺もまた、オーディションに落ちて村を追放されるという訳だ。

　まあ、クビと言われれば、仕方が無いね。

　今、俺は理解しきれないコンピューターがずらりと並び、よくわからないボタンやレバーが沢たく山さんある部屋──『司令室』に来ている。

　どういう感じの部屋なのかは、まあ宇宙戦せん艦かんのブリッジでも想像してくれればいいだろう。なあに、勘かんのいい方なら一いつ瞬しゆんで想像出来るはずだ。宇宙戦艦のブリッジなんて、大体みんな同じような光景なんだから。

　モニターの前にずらりと操作盤ばん、コンソールがごちゃごちゃと並び、その前に椅子が二つ。椅子は固定するパターンもあるが、操作する人間が二人しかいないため、移動式の椅子。座ったまま縦じゆう横おう無む尽じんに動き、様々な操作を少人数でこなすのだ。

　俺はそれらの操作を覚える必要は無い。

　それら全てを一目で把は握あく出来るよう、見守る形になる。

　村長になって良かったと思える瞬間だな。

　操作をするのは、もっぱら見た目通り機械に強いマルクくんと、自じ称しよう野蛮なことは嫌いなルピア。

　この二人は何にも出来ない俺を補ほ佐さしてくれる訳だ。

　つまり、全員でフィルスを補佐する。

　といっても俺はただ、入り口にほど近い、ちょっと段差を上った全体を一望出来る場所で、どっしりと椅子に座って映画館ばりに広がるメイン画面と、三面鏡のように左右に広がるサブ画面を見ながら、指示を出すだけだ。

　やろうと思えば、この画面は六〇個ほどまで分ぶん割かつ出来るそうだが、今回は三画面で十分だった。

　オーディション会場に送り込んだフィルスに仕し掛かけたカメラが、三台だからだ。

　一つは、髪かみ留どめとして。これは、背後の様子を映すためのカメラ。

　一つは、ビキニの左胸。これは、正面の様子を映すためのカメラ。

　そして最後の一つは指輪。臨機応変に見たい場所を見るためのカメラだ。

　この三つ目の手元画面はぶれぶれで画面酔よいしてしまいそうになる。

　そしてイアモニを付けさせて、指示を出すという仕組みだった。

「圧巻……ですね」

　マルクくんがぼーっとメイン画面を眺ながめていた。

「ああ、とんでもないな」

　俺も、思わず見とれていた。

　今現在メイン画面に映っているのは、控ひかえ室。

　ビキニ姿の可愛かわいらしい少女たちが、一〇〇人ほどだろうか、所ところ狭せましと集まっていた。

　一人として、可愛くない子はいない。

　ここにいる子は、みな、『メインヒロイン』に選ばれたくて来たのだ。

　今回フィルスが受けるオーディションの内容は『ファンタジーＲＰＧのメインヒロインオーディション』だ。

　まあ、主人公は大体『少年』なので、女子の憧あこがれは『メインヒロイン』である。

　もしここで落ちても、何か印象を残せればサブヒロインに選ばれるかもしれない。

「エントリーナンバー五番が可愛い。一五二〇〇点」

　俺の言葉に合わせて、マルクくんが五番の子をアップで画面に映す。

「いやいや、八番が一番ですよ。一八〇〇〇点ぐらい」

　もう一つ画面が開いて、八番の顔がアップで出てきた。

「おー？　マルクくん、意外とお姉さんキャラが好きなのかなぁ？　あれは一三〇〇〇ぐらいだろー」

「そういうマナトさんはロリコンじゃないっすかー。ボクの中では五番は一〇〇〇〇弱ぐらいっすよー」

　あははははは。あははははは。

　いやー楽しいなぁ。

　マルクくんとはもう完全に打ち解けた気がする。

「気持ち悪い。なんで男って点数つけたがるのかしらね。フィルスもそう思うでしょ？」

「私は……五番が可愛いかな……一六〇〇〇点で」

　その言葉に、マルクくんは目を丸くした。

「フィルスって、『こっち側』の人間だったんだ」

　というマルクくんの言葉からも分かるように、今まではこういう会話に入ってこなかったのだろう。いや、もしかしたら、マルクくんはこういう話題すら話したことはないのかもしれない。

　男同士でしか話せない話題だと思ってたのに、フィルスにそういう話振ふって良かったんだ。

　しかも、俺と同じ趣味とは。

「やっぱ五番がいいよねー」

　フィルスに乗っかって、俺は笑え顔がおで言う。

「可愛いよねぇ～。なのにおっぱい大きいし」

　フィルスは周りのオーディション参加者に分からない程度に小さくふふっと笑った。

「男目線だねー」

　俺は商店街の八百屋ぐらいの気さくさでフィルスに言う。

「ビキニだったらおっぱい大きい方が可愛いよー」

「えー八番だっておっぱい大きいっすよー」

　だったら──とマルクくんもノリノリだ。

「あんたら、ステップドリルで目ぇ抉えぐるわよ？」

　ルピアの言葉に、俺たちは口を噤つぐんだ。

　目を抉られたくはなかったからだ。

　さて、画面に戻もどるが、控え室は静まり返っていた。

　皆みな、緊きん張ちようしているのか、一言も発さない。

　それは、フィルスも同じだった。

「みんな、今日はよろしくね！」

　そんな中、重苦しい空気を吹ふき飛ばす爽さわやかな声が響ひびいた。

　茶ちや髪ぱつの女の子だ。フィルスと同じく巨きよ乳にゆうで、フィルスと同じく華きや奢しやで、フィルスとは違ちがって見るからに明るく、優やさしそうな笑顔を持っていた。

　清せい楚そな、とても清楚な女の子。

　茶髪で、お尻しりが大きめの女の子。

　………………どっかで見たような気がしてならない。

　しかも、割と最近見た気がする。

　腰こしにある数字は『13』。このエントリーナンバー一三に、誰だれも声を返さない。

　反応がなかったとしても、一三番は諦あきらめない。

「私たちは今、ライバルかもしれない。でも、もし今日選ばれなかったとしても、明日あしたか来週か来年か、きっとまた出会うことがあるはず。だから、ライバルじゃなく、友としてオーディションを戦いたいなって思うの！」

　両手を広げて夢を語るように笑顔で言うその少女に、俺は目を奪うばわれていた。

　それは、フィルスも他ほかの参加者も同じく、こう思っているだろう。

　なんて、ヒロインっぽいんだ……と。

　こういう、優しさと度胸とリーダーシップはとても重要なファクターだ。

「どうする？」

　フィルスから指示を待つ声。

　フィルスの言いたいことは、分かっている。
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　エントリーナンバー一三に、賛同するかどうか。

「…………無視しよう」

　俺は考え、指示を出した。

　あの意見に賛同するということは、エントリーナンバー一三番のリーダーシップを認めることになる。

　だが──

「いいの？　孤こ立りつするかもよ？」

　というルピアの懸け念ねんももっともだ。

　言っていることは、確かに正義の味方が言いそうなこと。

　そして、賛同する者も出てくるだろう。

　それはつまり、グループを作るということ。

「オーディションはあくまで個人戦だ。ここでグループを組む必要はない。それに、一三番をリーダーに集まった時点で、ヒロインとして負けを認めたようなもんだ」

「あーなるほどー」

　マルクくんが俺の意見に納なつ得とくしてくれたみたいだが──

「あたしはここで賛同すべきだと思うなー。多分、過半数取っちゃうよ？」

　ルピアの意見も、もっともだ。

「マナトの指示に従うわ」

　フィルスは控え室の誰にも聞こえないよう、ぼそりと呟つぶやいた。

　だが──事態はルピアの言うとおりになり、賛同者が溢あふれていく。

　半分、いや、三分の二──とうとう八割ほどが一三番の周りにぞろぞろと向かい、皆で談だん笑しようを始めた。

　カメラ越ごしにでも分かる、疎そ外がい感。

「今からでも賛同するべきじゃないの？」

　ほら見なさいとでも言わんばかりの顔で俺を見上げるルピア。

「いや──うん……」

　俺は悩なやんでいた。

　完全に孤立してしまう前に、他の誰かと組むべきか。それとも一三番に賛同するか。

　どうも、俺は一三番の意見に賛同出来なかった。

　どこか、偽ぎ善ぜんのように思えてならない。

　決断を下せないまま──

「オーディション参加者の方は、全員、会場へ向かって下さい」

　とうとうそのときが来てしまった。

　緊張の面おも持もちで、一言も発さず、参加者たちは一列に並んで控え室を出て行く。

　真っ白い廊ろう下かを抜ぬける間、フィルスは豊満な胸に手を当てていた。

　緊張しているのだろう。

　その気持ちは、よく分かる。俺もオーディションの始まる前は相当緊張したもんだ。

　それこそ、二度と味わいたくないほど。

　観音開きの巨きよ大だいな扉とびらが開かれると、広い空間が現れる。

　野球が出来るぐらいの広さを持った大広間。

　そこが広く感じられるのは、長いテーブルと、少年と中年の二人しかいなかったから。

「審しん査さ員、二人だけ？」

　まず第一の疑問に飛びついたのは、フィルスだった。

「……全員会場に入っちゃいましたけど、集団面接なんですかね？」

　第二の疑問に引っかかったのは、マルクくんだ。

「……なんか、嫌いやな予感がするわ。モヤモヤする」

　漠ばく然ぜんとした疑問に、ルピアが不安を感じていた。

　たった二人の審査員が、一〇〇人ほどの参加者を一気に面接するなんて、あり得ない。──こともないか？

　俺が疑問だったのは、テーブルしかないというところだ。

　一〇〇人のオーディションを開始するとして、それは途と方ほうも無い時間になるだろう。

　だったら、全員分の椅い子すを用意して待たせるべきじゃないだろうか。

　用意出来ない訳が無い。控ひかえ室には用意があったのだから。

　それらの疑問を吹き飛ばす言葉が、審査員席から発せられることになる。




「えー、今から皆さんに殺しあいをしてもらいます」




　それはまるで、ゲームや漫まん画がのような台詞せりふだった。

「え？　どういうこと？」「オーディションじゃないの？」

　疑ぎ問もん符ふたちが広間を埋うめ尽つくしていく。

「レオンさん、説明を」

　明らかに年上のおっさんが、明らかに年下の少年のことをさん付けで呼んだ。

　レオンと呼ばれた少年──ツンツン頭の一四歳ぐらいの少年は、きりっとした表情で言う。

「今回、メインヒロインは寡か黙もくな剣けん士し。演技力はさほど必要としない。そして、君らのルックスはほとんど変わらない。俺のパートナーとして必要なモノは一つ──強さだ」

　俺のパートナー。

　つまり、彼がプレイヤー様に操作いただく──『主人公』だった。

　メインプレイヤー。一四歳。ツンツン頭。

　最近、どっかでその言葉を思い描えがいた気がする。

　あっ！　こいつ！　俺がエンドール村へ面接に来たときやってきた──

　俺が、村長として対応した、軽い演技をする少年だ。

　あっ！　そうか！　あの一三番！　どっかで見たと思ったら、あのときのメインパーティの一人か！

「さあ、武器を生成して──はい、始め」

　質問をぶつけるより早く、バトルロワイヤルは始まった。

　困こん惑わくする水着姿の少女たち。

　──それぞれの手が光ると、次の瞬しゆん間かん、武器を手にしていた。

　さすが、メインヒロインオーディション参加者たち。全員が、錬れん金きん技能検定二級の証あかし。武器の即そく時じ生成をやってのけた。

　その全すべてが剣けん。『今回のメインヒロインは寡黙な剣士』と言っていたからな。

　そして、乱戦が始まった。

　画面にはもう、何が映ってるのか分からないほど、フィルスは激しく動いている。

「くそっ！　そういうことか！」

　だん、と俺は机を叩たたいた。

「ど、どうかしました？」

　心配そうにマルクくんが俺の顔色を窺うかがう。

「あの一三番と、レオンとかいうガキはグルだ。あいつ、バトルロワイヤルになるって分かってたんだ」

「わかっていた？」

　マルクくんはまだ要領を得ない感じに聞き返す。

「友としてオーディションを『戦いたい』。あの言葉は、そのままの意味だったんだ」

「……有りうるわね」

　ルピアは俺の言わんとすることを理解してくれたようだ。

　知っていたから、オーディションという個人戦で、チームを作るようなことをしたんだ。

　となれば、確実にチームを組めるよう、最初に賛同した数人もグル。

　そして、一度グループになったら、攻こう撃げきに躊ちゆう躇ちよが生まれる。

　何より──賛同者は八割を占しめている。開始した瞬間で賛同しなかった二割の連中を排はい除じよすることが出来る。

　まず最初にやられるのは、賛同しなかった者たち。

　もしかしたら、フィルスが一番初めかもしれない。

　完全に、俺のミスだ。

　あのとき賛同していたら、少なくとも勝機が残っていただろう。

　さらに言えば、二割側はチームではない。個人と個人の集まりだ。

　孤立──ルピアが言っていたように、俺はフィルスを孤立させてしまったんだ。

　俺のせい。

　がりっと奥歯を、悔くやしさを嚙かみしめる。

　今すぐにでも、駆かけつけたい気持ちだった。

　フィルスに、もしものことがあったらと、気が気でなかった。

「……あんた」ルピアがくるりとこちらを向く。

　すまない。俺のせいだ。と俺が言うより早く──

「やるじゃない」

　ルピアがにっと口の端はしを吊つり上げた。

「すごい判断でしたねー。こんなことになると読んでいたんですねー」

　マルクくんも、感心しきりの中、俺だけが困惑していた。

　何を褒ほめられているのか、分からない。

「お、おう……」

　俺は聞けなかった。本当のことも、胸の内も明かせなかった。

　俺は……なんて小さな人間なんだ。

「フィルスは情が移った相手を傷つけることなんて出来ない。──だから、あえて孤立させたんでしょ？　こんな事態になるってことを分かってて」

　ルピアが説明をしてくれて助かった。──が、まだ分からない。

「うんうん。賛同して一秒でも楽しく談笑しちゃってたら、きっと勝てなかったでしょうねー」

　マルクくんの言葉に、俺は顔をしかめる。

　きっと、勝てなかった？

　その台詞は、勝ってから言う言葉だろう？

　二人はまるで、もう勝ったような言いぐさだ。

「フィルス聞こえる？　全てあの一三番が仕組んだことなんだって。その周りの連中も」

　ルピアがフィルスへ通信をする。

　その情報も、確定じゃないんだけどな。

「え！　ああ、全部仕込みだったんだ。ってことは──」

「そう──奴やつらは敵……『悪』なのよ」

　ルピアはとても楽しそうだった。

「──随ずい時じ、『敵』の場所と数を教えて」

　フィルスのその声は、初めて聞く──怒いかりの籠こもった声だった。

「特に背後ね。りょーかーい」

　通信をとーんと軽快な指捌さばきで切るルピア。

「マルク、フィルスの援えん護ごお願いね」

「はい！」

　人任せかよっ！　お前が受けたんじゃねえのかよっ！

「右に三人、後ろから二人、左に一人来てます！」

　マルクくんから敵の位置を伝えられ、フィルスが動く。

　その動きに、俺は息を吞のんだ。

　フィルスの持つ剣は、刀のような片かた刃ばの長く鋭するどい剣だ。

　刃は渡わたり一メートル以上の、長刀。長刀すぎて、最も早はや薙刀なぎなたのような長さだ。

　その異形ながら美しき細身の剣を、フィルスは振ふるう。

　腰こしを深く落とし、両手で持った長刀を、鎌かまで雑草をなぎ払はらうが如ごとく。

　風を切る音が聞こえた。

　ただそれだけで、ばったばったと人が倒たおれていった。

　刃やいばが触ふれているようには思えない。

　なのに、一いち撃げきで倒れていく。

「何が起こってんだ……」

　思わず、俺は呟つぶやいた。

「斬きってしまうと死んじゃうじゃないですか。だからフィルスは、剣風とか剣圧で失神させてるんですよ」

　そのマルクくんの説明で、「あーなるほどー」とはならなかった。

　ほんと、剣けん術じゆつ能力検定二級以上の『当たり前』は理解に苦しむ。

　剣を振って、剣が当たらずとも相手を倒せる。

　どうやってんだよ！　何をどうやったら脳しんとうを起こすんだよ！

　とまあ、この際、そんな疑問は忘れよう。

　驚おどろいたのは、フィルスの圧あつ倒とう的な強さだ。

　このオーディション参加者は、少なくとも剣術一級の使い手。

　それを、一撃？　有う象ぞう無む象ぞうの烏う合ごうの衆の十じつ把ぱ一ひと絡からげの雑魚ざこ共に過ぎないってのか？

　驚いたのは俺だけじゃ無い。

　他ほかのオーディション参加者たちも、フィルスの強さに驚いていた。

　剣の達人は、構えた瞬間に相手の強さを理解する。

　ここにいる達人たちは皆みな一様に感じた。

　フィルスと戦えば、負ける──と。

　ということは、最後にフィルスと一対一で残る訳にはいかない。

　人数が多い内に、仕留めてしまわないといけない。

　そう強く感じたのだろう。

「あいつを倒した人が優勝ねっ！」

　一三番がフィルスを指さしながら叫さけぶ。

　何の根こん拠きよも無い言葉。だが、何故なぜかみんなそれを信じた。

「マズいな。たった一人でこの人数は……」

　俺は策を練っていた。

　どうやって、フィルスを勝たせるか。ではなく、如何いかに傷なく負けられるかを。

　そんな俺の思いも知らず、フィルスは楽しげな声で言う。

「たった一人？　いいえ。私は一人じゃないわ。マナトたちがいるもの。マナトたちがサポートしてくれるなら──私は一いつ騎き当とう千せんを成し遂とげられる！」

　……フィルス。

　俺はその言葉が嬉うれしかったのだが──

「かっこいいこと言ってるけど、どうせ一人でも成し遂げられるのよねー」

　ルピアに感動を打ち砕くだかれた。

「フィルス！　右の五人が止まってます！」

「了りよう解かいっ！」

　フィルスの強さに圧倒され、動けずにいた五人組を襲おそう。

　五人は結けつ託たくし、互たがいの背後を取られないよう、陣じんを組むが──ぶんと一振りで一いつ掃そう。

「後ろから一人！」

　きん、ずば。

　上段からの振り下ろしを刀でガードし、胴どうを打つ。

　いつの間にか、くるりと刀は返されて、フィルスは峰みね打うちをしていた。

「さらに右から二人っ！」

　きん、ずば。きん、ずば。

　相手の攻撃を弾はじき、受け流し、一撃で相手を倒す。

　それはまるで、暴あばれん坊ぼう将しよう軍ぐんのようだった。

　速いなんてもんじゃない。重いなんてもんじゃない。

　なんだ？　なんなんだこのフィルスの強さは。

　何の構えもない状態から、あり得ない動き。

　予備動作はどうした？　何をどう斬った？

　一いつ切さい分からない。見えない。

「──って、凡ぼん人じんのマナトくんは思ってるでしょ？」

　俺の思考を見み透すかしたルピアは、まるで自分のことのように自じ慢まん気げに語る。

「フィルスの強さってね。加速度の差なのよ」

「加速度？」

「あそこにいるのは全員、ステータスではフィルスと同等でしょう。全力を出した者同士なら、互ご角かくだわ。──でもね、フィルスは全力を出すまでが速い。速すぎるのよ。全すべての動作に、『溜ため』が必要ない」

「もう少しだけ分かりやすくお願い」

「そうね。あそこの連中は自転車を漕こいで時速一〇〇〇キロの速度を出せるとする」

「まあ、それ以上出せるだろうけど」

「仮によ、仮に。フィルスはね、一漕ぎ目ですでに、一〇〇〇キロ出せるのよ。そして──それを維い持じ出来る」

　その説明で、やっと理解した。

　瞬しゆん時じに一〇〇％の力を出せる。

　数学の問題があったら、方程式を吹ふっ飛ばして答えだけを導き出す。

　ここにいる精せい鋭えいたちが同じ答えを導き出せるとしても、方程式を書いている間に、フィルスに斬られるんだ。

「でも、それって、時間が経たてば経つほど……他の連中も全力を出す準備が整うんじゃ」

　俺たちゲームの世界の住人は、『攻こう撃げき力を上げる』『防ぼう御ぎよ力を上げる』といった魔ま法ほうで自己を強化することが出来る。

「それでも、フィルスには全員掛かかっても無理無理」

　ルピアは鼻で笑いながら言う。

「さっきステータスでは同等って言ってただろ？」

「あれ？　マナトさん、フィルスのこと分かってて、こうなるように仕向けたんじゃ？」

　マズい。何も知らなかったことがバレたら、マルクくんから尊敬されなくなる。

「いや、まあそうなんだけどその……か、確信しておきたくて」

「フィルスとあいつらは、確かにステータス上同じ。でも──特とく殊しゆ技能、スキルの数でフィルスと同等なのは全世界にも五人もいないんじゃないかな」

「そうですねー。こと、戦せん闘とうに於おいて、現存する全てのスキル取ってましたし」

　なるほど。つまりこういうことか。

　剣術一級の攻撃力一〇〇とバトルマスターの攻撃力一〇〇では、実際に攻撃した際の威い力りよくには圧倒的な違ちがいが出る。

「となれば、あとは持久力だな」

　全力で戦えるのはわかったが、いつまで全力で戦えるのか。

「あたし、以前気になって聞いたことがあるの」

　ルピアは自分のことのように自慢気に話す。

「何を？」

「フィルスって、腕うで立たて伏ふせを何回出来るの？　って」

　ふむ。それは確かに気になるな。これほど圧倒的な強さなら。

「フィルスはなんて？」

「三日目ぐらいで、寝ねちゃうだろうなーって」

　腕の疲つかれじゃなくて眠ねむ気けの心配か。バケモノだな。

「一対一で止められる相手じゃないわ！　左右から同時に！　全員で倒しなさいっ！」

　一三番の言葉に、フィルスへ一いつ斉せい攻こう撃げきが行われる。

　順番に掛かっていっても勝てないと気付いたのだ。

　だが、次の瞬間──攻撃を行おうとしていた全員が、倒れた。

　何が起こったのかはよくわからない。

　フィルスの体が分身したかのように見えたが、それが超ちようスピードだったのか、本当に分身だったのかもわからなかった。

「な、なんなのよっ！　なんなのよお前っ！」

　一三番はワナワナと震ふるえて、フィルスを指さす。

　その指を、フィルスは、峰打ちで弾いた。

　もし刃の方ならば、指が落ちていただろう。

「あ、ごめん。攻撃だと思ってつい」

　フィルスが懐ふところに飛び込んでいたことに、一三番は驚いた。

　距きよ離りを詰つめられていたことに、気づきもしなかったからだ。

「……お前、名前は？」

　ぎろりと、鋭い眼光がフィルスに注がれる。

「エンドール村のフィルス。君は？」

「リラよ……エンドール村……そう、あそこの……」

　そして二人は剣けんを振るう。

　きん、ずば。

　リラと名乗ったエントリーナンバー一三番は、ずるりと滑すべるように倒れた。

「……初めて見た」

　その光景に、ルピアが啞あ然ぜんとした表情で呟く。

「何を？」

「全開のフィルスに、二回攻撃させた奴やつ……」

　今までの『きん、ずば』は相手の攻撃を弾いて斬きるというモノだった。

　だが、リラは違った。フィルスの攻撃を弾いて、そのあと二撃目で斬られたのだ。

　これが、ＲＰＧのメインを張る者たちの戦い。

　──俺が入れるような世界ではなかった。

　今でももしかしたら、頑がん張ばっていればもしかしたら。

　俺だって、何かの主役になれるかもしれないと心の隅すみで夢見ていた。

　……そんなちっぽけな夢が一つ、潰ついえたと確信した。

「くっ……助けて……レオン……」

　一三番──いや、リラは頽くずおれながら、審しん査さ員である少年にすがる。

　今の言葉で確信出来た。こいつらは、グルだったんだ。

「……はっ。俺のパートナーになりたいなら、手を煩わずらわせんじゃねーよ。バーカ」

　それは、およそ英えい雄ゆうとも主人公とも思えない台詞せりふだった。

　女の子が、助けてって言葉にしたんだぞ。男だったら助けろよ。知り合いなら尚なお更さら。主人公役なら──当然だろうよ。

　俺は鼻で笑い飛ばすレオンとかいうガキに、腸はらわたが煮にえくりかえる思いだった。

　俺が目指していた『メインプレイヤー』は、こんな奴じゃない。

「……そん……な」

　リラは嘆なげきながら意識を失う。

　すると──

　審査員席にいたはずのレオンとかいうガキが、いつの間にか、瞬間移動でもしたかのように、フィルスの前に移動していた。

　その動きは、俺には一切見えなかった。

「やるじゃん、お前。俺の女になる名めい誉よを与あたえようか？」

　ぽん、とフィルスの肩かたを叩たたく。

　身長は、フィルスよりも低く、体も小さかった。

　だが、態度は明らかに大きかった。

　どうも、好きになれないな。こういうタイプの生意気なガキは。

　なんて、俺と同じ感情を抱いだいていた人物は、他ほかにもいたのだ。

「フィルス、やっちゃえ」

　ルピアがぼそりと呟つぶやいた。その顔は、満面の笑えみだ。

　こいつ！　すでにレオンを殺したいと思ってやがるっ！

　まさか、ここでルピアと意見が合うとはな。

「ダメだ。手を出すな」

　しかしながら、俺はルピアとは正反対の指示を出した。

「え！　どうして？　あんな無神経な奴、神経全部引き抜ぬいてホントに無神経にしてやるべきよ！」

「相手は、主人公だぞ？　ただでさえ、うちの村は今、干されかけてるんだ。審査員のあいつを殴なぐったら、オーディションに落ちるだけじゃ済まない。殴りたい気持ちは俺も一いつ緒しよだが──ここは耐たえるんだ」

「ああもう！　そうやって甘やかすから！　こういうガキが生まれるんじゃないっ！　フィルス！　一発ぐらいなら誤射ってことになるから核かく融ゆう合ごう系の魔法でもなんでもぶち込んじゃいなさい！」

　ルピアは納なつ得とくが出来ないようだった。

「マルクくんの意見は？」

「どっちの言う事もわかります」

「ってことは──フィルス。現場の判断に任せる」

　レオンとかいうクソ生意気な自うぬ惚ぼれ野や郎ろうに一発お見み舞まいする事案について、賛成一、反対一、中立一という状じよう況きよう。

　だとすれば、ここは、最後の一人に託たくそう。

　どういう結果になっても、誰だれも文句は言わないだろう。

　フィルスは正義とは呼べない行動を取ったレオンを睨にらみ付けて──剣を納めた。







　こうして、フィルスは一いち撃げきも食くらうこと無く──メインヒロインの座を勝ち取り、俺のクビも繫つながった。

　セクハラは重罪だ。いつもなら、一度行えば即そく解かい雇こ。

　ルピアはあれだが、マルクくんとフィルスは凄すごく俺に対して好こう感かん触しよく。

　……この村だったら、もしかしたら仕事が続くかもしれない。

　そんな淡あわい期待を持つことが出来た。

「あー楽しかった」

　オーディションの次の日、会議室でフィルスは幸せそうな顔を見せていた。

　綺き麗れいな髪かみも肌はだも、かすり傷一つない。

　俺はまだ、フィルスを甘く見ていた。

　剣けん術じゆつ検定に一級より先があったなら、彼女はその先にいるだろう。

　剣術、槍そう術じゆつ、弓きゆう術じゆつ。数多あまたある戦闘系検定の中で、誰もが一度思う。

　一体、どれが一番強い武術なのか。

　その答えは未いまだ誰にも分からないが、それぞれ持論に辿たどり着く。

　俺の持論は──『最強なのは武術ではない』だ。

　剣術が最強なんじゃない。最強の人間が剣術をやったとき、最強になる。

　ジークンドーが最強なんじゃなく、ブルース・リーが最強なんだ。

　合気道が最強なんじゃなく、塩しお田だ剛ごう三ぞうやスティーブン・セガールが最強なんだ。

　何をやらせても、どのジャンルでも最強になれる人物が、時代と共に現れる。

　それが──天才。

　人は一芸に秀ひいでるのが限界だが、時に、ありとあらゆる分野で活かつ躍やく出来る、真の天才が現れる。

　レオナルド・ダ・ヴィンチがそうだったように。

　ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテがそうだったように。

　ジョン・フォン・ノイマンがそうだったように。

　といっても、才能には『方向性』が存在する。武将的才能と、文官的才能だ。

　フィルスは、ただ戦闘というモノがずば抜けて得意なだけで、イベントの構築や演技の才能は凡ぼん人じん以下だった。

　それでも俺は、羨うらやましかった。

　何か一つでも秀でた人間でいたかった。

　天才と持て囃はやされたかった。

　戦せん闘とうしか出来ない？　それでいい。この仕事は、フィルスにとって天職だ。

「ホントすげーよ。尊敬するわ」

「やーめてよー。強けりゃいいってもんでもないし」

　今会議室には俺とフィルスしかいない。

　というのも、メインヒロインに選ばれたフィルスのおかげで、エンドール村には仕事のオファーが殺さつ到とう。あの子は誰だと電話も殺到。

　マルクくんたちはその対応に追われている。

　俺も電話番をしてたんだが、フィルスに相談があると呼び出された。

「で、どうかしたのか？」

「実は──台本を読んでさ」

　カバンから、机にどさっと二冊の台本を投げつける。

　俺は二冊重なったうちの上の台本を取り、パラパラと内容を追ってみると──

　タイトルは──『ドラゴンテイルズ』。

　ドラゴンの尻尾しつぽを巡めぐって、共和国と帝てい国こくが争う物語。

　ざっと飛ばし飛ばし読み進め、エンドール村が舞ぶ台たいになる場所に来たら、じっくりと読んでみる。

　胸むなくそが悪くなるような内容だった。

　いや、プレイヤー様がそのような感情を抱かれるということはないだろう。

　俺、いや、このエンドール村の人間ならば、胸くそが悪くなる内容。

　メインパーティに選ばれると、当然のように『個別イベント』が付いてくる。

　キャラ一人一人にあるサイドストーリー。メインのストーリーとは関係ないモノが多いのだが、このサイドストーリーの舞台には、メインパーティに選ばれた人間を出した村が選ばれる。

　つまり、このエンドール村が、フィルスの役のサイドストーリーの現場だ。

　だが、この台本には、一いつ切さいフィルスの役のバックボーンが描えがかれていない。

　それどころか、メインヒロインとは名ばかりの、台詞もほとんどない状態だった。

　もっぱら、もう一人の女の子の物語ばかり。メインヒロインと銘めい打うってはあるが、実質、フィルスがサブヒロイン扱あつかいだ。

「その顔、私と同じ感想だね？」

　はあ、とフィルスが溜ため息いきを吐つく。

「これでフィルスがメインヒロインなんて言えないな。もう一人のこれは誰なんだよ」

「……リラって子」

　ぼそりと呟いたフィルスの言葉に、俺は目を丸くした。

「……あの一三番っ？　え？　はっ？　あいつオーディション落ちたんだろ！」

「うん、メインヒロインの『寡か黙もくな剣けん士し』という役やく柄がらでは、確かにあの子は落ちた──けど、別の役で受かったみたいね」

　そんなオーディション、やってなかっただろ。

　あのメインヒロインオーディションも、きっと本当はリラが取るはずだった。それを、圧あつ倒とう的な強さでフィルスが取ってしまったもんだから、台本のメインヒロインとサブヒロインを入れ替かえさせたんだ。

　汚きたねぇ。あの女、とことん汚ぇ奴やつだ。

　……いや、コネは力。それこそ、この世界で最も強い力なんだ。

「ほんとふざけた内容だな」

　俺は怒いかりに震ふるえる手で台本のページをめくっていた。

「うん。そこでね」

「……メインヒロインを降りようって気だな？」

　メインパーティに選ばれただけで、フィルスには名誉が与えられるだろうが、それに村が付いてこないなら、フィルスは降りるだろうと俺は読んだ。そしてその読みは──

「うん。もう降りるって言った」

　的中する。が、俺は驚おどろいた。

「え！　もう降りるって言っちゃったの！」

　てっきり、降りるか降りないかを俺に相談したいんだと思ったから。

「すると、あっちが意外にも妥だ協きよう案出してきたのよ」

　そう言いながら、フィルスは指でとんとんと台本を叩く。

　なるほど、だから台本が二冊あったのか。

　この一冊目に対して、不服を申し立てたら、修正された台本が来たってことか。

　二冊目の台本を読んでみる。

　そこには、ちゃんとフィルスのバックボーンが追加され、このエンドール村でのイベントも盛り込まれていた。

　しかも、その内容は──

　帝国将軍の一人である仮面の剣士に、主人公たちメインパーティが初めての敗北を喫きつし、さらにその仮面の剣士が、メインヒロインであるフィルスの兄だったことが判明する。

　俺は身み震ぶるいした。

　このエピソードは、この物語の中で最もプレイヤーの心に残るイベント。

　村に当てられたサブイベントではなく、ちゃんと本筋に絡からんだ、メインストーリー。

　メインパーティという夢を諦あきらめた者が、次に夢見る瞬しゆん間かん。

「どう思う？　これでも私は、辞退すべきかな？」

　これが、本題か。

　胸くそ悪いやり方をする連中だったが、この妥協案はかなりの歩み寄りだ。

　実利と名めい誉よを取るか、プライドと感情を取るか。

　俺の答えは──

「……もし俺がフィルスの立場だったら、この条件で受けるね」

　実利と名誉だった。

　フィルスは少し驚いた様子だった。

「…………単純に、こいつらが気にくわないってだけじゃあ、降りられないよねぇ」

「まあ、そうだな。……じゃあこう考えてみたらどう？」

「ん？」

「気にくわない奴らを踏ふみ台にする」

　俺の三白眼を見つめて、フィルスは不敵な笑えみを浮うかべた。

「……いいね！　君のそういうところ」

　リラのやり方や、それに乗っかる村全体の態度は気にくわない。

　だが、これはチャンスだ。ルピアと主に俺の失敗で、エンドール村は今危機にある。

　このイベントを利用させてもらって、ステップアップするんだ。

　俺とフィルスは、その意見で一いつ致ちしたのだった。

「……あれ。でも……この台本。キスシーンがあるの？」

　パラパラとめくったところに、ふと目が行ってしまった。

　最後の敵『ラスボス』と戦う決戦前夜に、フィルスの役と主人公役のレオンがキスをするシーンが書かれている。二人が初めて出会った場所で、真夜中に花火をバックで。

「ん？　ああ、みたいね」

　フィルスはけろっと言い放った。が、俺は顔をしかめる。

「フィルスとあのクソガキがキスするシーンは見たくないなー」

　オーディション会場にいたレオンという生意気な少年を思い出す。

　エンドール村に初めて来たとき、あいつの軽い演技も気になっていた。

　あいつはきっと──この仕事を舐なめてやがる。

　嫌きらいだわー。ルピアなんかとは別次元で嫌いなタイプだわー。

　そんな奴と、フィルスがキスをするシーンなんて……

「へぇ～」

　フィルスは頰ほお杖づえをついて、にやついた目で俺を見つめた。

「何だよその顔」

「マナトくん、私に気があるんだー」

「んなっつ！　そげなことねえよ！」

　急に何言い出すんだこいつは。思わず唇くちびるやおっぱいを見てしまったじゃねえか！

「あははは、狼狽うろたえてるー」

「お前を不ふ憫びんに思っただけだ！」

「私はマナトに気があるよ？」

　フィルスは一通り大きく笑ったあと──澄すんだ瞳ひとみで言った。いつものように、けろっとさらっと。

「え！　お、俺のことを……」

　ま、まさか、プロポーズされるとは思っていなかった。

　は、初めてのことだった。

　と、唐とう突とつで、突然で、ホントびっくりした。

　だ、だが、なんだろう。

　う、うん。気分がいい。好きだって言ってもらえるのはとても気分がいいもんだな。

　ま、マジか！　こんな冴さえない俺にもついに！　彼女がっ！

　い、いや待て、罠わなかもしれん。

　あ、あるいは、罰ばつゲームかもしれん。

　そ、そうだ！　キスをせがむんだ！　本当に俺のことが好きならキスぐらい余よ裕ゆうでちゅっちゅかちゅっちゅか出来るはずだ！　それを拒こばんだなら罰ゲームだろう。

「こら。今行きすぎた想像してるでしょ？　気になってるってだけ。ざーんねーん」

　くっ！　喜んでしまった。今俺は、確実に喜んでしまった！　そして、それをフィルスに悟さとられてしまった！

　してやったりの顔が憎にくい。

　あまりの恥はずかしさに、俺は顔を手で覆おおい、身を捩よじった。

　俺の中で、フィルスという存在が、憎さが余って──可愛かわいさが一〇〇倍になっていた。

　フィルスに気がある。

　この言葉には、間ま違ちがいは無いだろう。

　俺は初めてフィルスを見たときから、彼女が輝かがやいて見えた。

　老人に扮ふんしていたところから、カツラを脱ぬいだとき。

　白しら髪がの下から艶つやのある黒くろ髪かみがキラキラと輝いて現れたとき、俺は心を、目を奪うばわれた。

　それは、認める。

　だけど──言い当てられるのは、癪しやくに障さわる。

「初めてマナトを見たとき、私思ったんだ」

　初めて見たとき？

　俺に気があるって、出会った時から──一ひと目め惚ぼれってことなのか？

　そうか。俺がフィルスに感じた感想を、フィルスも俺に感じていたんだ。

　キラキラと輝く、夢を背負った人間の顔だと。

「輝いてないな──って」

　………………違うのかよ。

「なんだよそれ」

　輝いていないって思ったのに、俺に気がある？

　もうＱに対してのＡが嚙かみ合ってなさすぎて頭が混乱してきた。

「こんっなに輝いていない若者って珍めずらしいと思うよー」

　フィルスは腕うでを組んで、うんうんと頷うなずいた。

　まるで褒ほめているような言い方に、複雑な心境だった。

　まあでも、確かに輝いてないかもな。主人公に憧あこがれ、諦め、メインパーティに憧れ、諦め、村を転々としては追い出されて、ただの村民で妥協したんだから。

　主人公をやれるけど、村のためにあえて村民をしていたフィルスからすれば──

「輝いてないかな？」

「全然ね。でも、私はそれが羨うらやましかった」

　フィルスのその言葉に、俺は目をぱちくりさせた。

「何が？　夢を諦めた、ただの負け犬だぞ俺は」

「この世に負け犬なんていない。むしろ、夢を追い続ける人間を勝ち犬とは思わない。そこにあるのは、勝ちも負けもなく、『人生』だけ」

「お前の私見はもっともだとは思う。だが、俺から見れば夢破れた奴は負け犬に見えるね」

　言われれば言われるほど、俺は卑ひ屈くつになっていった。

「……ここに来る連中って、みんっな輝いてるの」

　フィルスは残念そうに言う。

「あー、ルピアもまあ……でもマルクくんは……伸のびしろがあるか」

「まあ、マルクたちは問題ないんだけどさ。仕事の募ぼ集しゆう掛かけたら、そりゃあもうキラっキラの奴やつが来るわけよ」

「やる気と力があっていいじゃないか」

「そういう奴らってみんな、出て行っちゃうの。輝きを持った才能溢あふれる若者は──みんな、この村を捨てちゃうんだ」

　フィルスは、寂さびしげな目で言った。

　優ゆう秀しゆうな人間、夢を追い続ける人間は、上を目指す。

　だから、この小さな村から出て行ってしまうんだろう。

　確かに、あんな無茶苦茶な村イベントを見せられたら、ここを終着点にして生しよう涯がいを過ごす気にはならんからな。

　俺みたいに、他ほかに行くところがないような……『輝いていない』奴じゃないと。

「輝きのないマナトだったら、きっと出て行かないんじゃないかって思ったわけ！」

「失礼な話だなーおい。ルピアは俺を追放したがってたぞ」

　もし俺と同じように輝いていない奴が来たとして、面と向かってフィルスにこうまで言われたら、残る気だった奴も出て行ってしまう可能性があるな。

「あっ、ごめんなさい……」

　渋しぶい顔をしていた俺に、フィルスは小さな声で謝った。

「いや、気にしてない。フィルスの言うとおり、輝いていない俺には、この村より他に行くところなんてないさ」

　いるだろうな。フィルスには一ひと握にぎりの悪意もないのだろうけど、『そこまでバカにされるなら辞やめたるわ！』って奴が。

　だが、俺はそう思ったとしても、他に行く当てがない。

　まあ、悪意がないのもわかってるし、どうやら褒めているようだからバカにされてるとも思わないがな。

「だからもし、私に気があるんだったら──私はそれをどーんと受け止める自信と覚かく悟ごがある！　だから……ここにいて欲しい」

　フィルスはスカウトされなかったのか？　夢を追わなかったのか？　もっと良いところへ行きたいとは思わないのか？

　そんな疑問を投げかけようとしたが──愚ぐ問もんであると判断した。

　スカウトされていない訳がない。

　それでも結果として、フィルスはここに残ったんだ。

　この村を、愛してるんだろう。

　あるいは、また別の理由があるのか──

　そこで、俺は突然村長にされた理由をやっと理解した。

　村長待たい遇ぐうで迎むかえ入れられれば、この村にとどまると思ったのだろう。

「だったらさ。この村を有名にしてしまえばいいんじゃない？」

「え？」

「キラキラした若者が目指す場所を、このエンドール村にしてしまえば、俺みたいな輝いていない奴以外も居着くんじゃないかな？」

「…………あー。考えてもみなかった」

　フィルスは感心しきりで頷いた。

「普ふ通つう、考えるだろ」

　対して、俺は呆あきれたように吐はき捨てる。

「それ！　その『普通』の考えが、私たちには足りなかったのよ！」

　フィルスはびしっと俺を指さした。

　白くて長くて、しなやかな指だった。

「期待されてるのかバカにされてるのか分からんな」

「つまり、こういうことね。私がメインヒロインになり、メインストーリーに絡からむようなイベントをこの村で起こしまくって、有名になったら人が集まって、どんどん大きくしていく。キラキラした若者たちも、この村に残ってくれる──」

「うんうん」

「だから……今回の件は受けろってことね？　伏ふく線せん回収ね！」

　話が最初と繫つながったな。そういうつもりで言った訳ではなかったが、フィルスは感激している様子だったので、俺の功績にしておこう。

「そういう目標があったら、乗り気じゃ無い仕事もこなせるだろ？　お前は、この村を救えるんだ」

「うん。……ありがとう」

　フィルスは恥ずかしそうに前まえ髪がみを弄いじりながら言った。

　………………くそっ！　可愛いっ！　俺に気があるとか言いやがったから当社比二〇〇％で可愛いっ！　それでなくても憎さが余って可愛さが一〇〇倍なのに！

「礼を言われるほどのことじゃない」

「いやいや、こういう相談が出来る相手って、いなかったから……これでも、言い表せないぐらい、すごく感謝してる」

　フィルスは手を胸に当てて、しんみりと言う。つい、おっぱいに目が行ってしまった。

「へえ、どのぐらい感謝してる？」

　俺は卑屈なままに質問した。こんな質問、ちょっと可哀かわい想そうかな。

「んー。んん～。……じゃあ…………あいつにされる前に──する？」

「………………何を？」

「キス」

　フィルスの妖よう艶えんな口元が、魅み惑わくの二文字を描えがいた。

「んなっふ！」

　俺は思わず吹ふき出してしまった。

　き、きききききキスっ！　え！　キス！　え？　キぃスっ？

「さすがに、ファーストキスがあいつなんて、私もちょっとイヤだし。それを、マナトにあげたいと思うぐらい、今私は感謝してるの」

　フィルスの笑えみは、からかっているようには見えなかった。

「…………いや……でも……」

　俺は狼狽うろたえた。狼狽えに狼狽えた。

「したくない？」

「したくない奴なんか……いないだろうけど……でも」
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　そりゃあしたいっす！　したいに決まっている！

　たとえ初対面だろうが、水の中だろうが地じ獄ごくだろうが逆さ吊づりだろうがあとで怖こわいおっさんがやってこようが、フィルスクラスの可愛かわいい少女とキス出来るなら、そりゃあしたいに決まっている。それが男ってもんだ。

「あ、そだ。じゃあ、あれにしよっか」

　フィルスは何かを思いついたように、パンと手を打った。

「ん？」

　俺は小さく返す。

　キス以外だったら、何でも狼狽えずに受け止められるだろう。




「子作り」




「しばづけっ！」

　笑顔で発せられた衝しよう撃げきの言葉に、思わず漬つけ物のような驚おどろきの声が出てしまった。

「なに言ってんだよ！」

「無む駄だに才能が満ちあふれてしまった私と、才能に恵めぐまれなかったマナトの間には、ちょうど良い子が生まれると思うの」

　立ち上がったフィルスは『名案だ』と楽しそうに語り出した。

　俺はただ啞あ然ぜんとフィルスを眺ながめることしか出来ない。

　そのまま辺りを見回す。

　フィルス。白い壁かべ。電話。白い壁。扉とびら。白い壁。カレンダー。白い壁。テレビモニター。ホワイトボード。白い壁。フィルス。

「子作りって……ここでっ？」

「別のとこでしたい？」

　フィルスは無む邪じや気きな顔で返してきた。からかってるようにも見えるな。

「……いえ。ここで結構でございます」

「あはは、なんで急に敬語なのさ」

　けらけらと笑い、長い髪をアップにまとめる。

　そして、椅い子すと机を部屋の片かた隅すみにまとめて、広いスペースを作る。

「やりますか」

　俺は上着を脱ぬいで敷しいた床ゆかに正座していた。

　覚悟を、決めたのだ。

「うん、じゃあ……子作りしよ」

　満面の笑みだった。

　あまりにも、眩まぶしい、無邪気な笑顔。

　俺は、何度ツバを飲み込んだろう。

　そして……フィルスは……




　準備運動を始めた。




　ワンツー。ワンツー。手首足首の柔じゆう軟なん、ハイキック。股こ関かん節せつの可動域確かく認にん。

　それはさながら、ブルース・リーがコロッセオで強敵を倒たおす前のような──

「……フィルスさん、何してはるんすか」

　聞かざるをえなかった。

　だって、それはまるで、確実に俺を『ヤ』ろうとしてたようだったから。

　別の意味で『ヤ』ろうとしていたから。

「え？　子作りの準備だけど？」

「……フィルスさんの言う子作りって？」

「男女が肉体をぶつけ合うんでしょ？　腰こしを使って──素す早ばやく、突つくべしっ！」

　すぱん──と、空気の壁を突き抜ぬけたような音がした。

　見えぬ！　このマナトの目を以もつてしてもっ！

　なんという突きの速さだっ！　正せい拳けん突きだけど！　子作り用の突きじゃないけども！

「肉体と肉体をぶつけ合い、タウリンが一〇〇〇ミリグラム配合されたら卵になる」

「……タウリンはどこからやってきたんだよ。しかも卵かよ」

　すっとフィルスは天てん井じようを指さす。

「天から、コウノトリが運んでくる」

「………………そっすか。知らなかったわ」

　俺は、言えなかった。本当の子作りの仕方なんて、言える訳が無かった。

「さ、始めよ。ドキドキして、最高に気持ちいい──子作りを」

　フィルスは床を蹴けり、一気に距きよ離りを詰つめてくる。

　言っておいた方が良かったかもしれない。

　ちゃんと、説明した方が良かったかもしれない。

　そうすれば……これほど強きよう烈れつな右ストレートを、顔面に食らうこともなかったろう。







『子作り』を終えて、帰宅した頃ころには、やっぱり深夜〇時を回っていた。

「ただいまー」

「おにいちゃーんっ」

　深夜の二時頃ごろにも拘かかわらず、妹のまどかはいつもの元気で二階から降りてきた。

　どどどどど……どたどたどたどた……

　廊ろう下かを走り、玄げん関かんにいる俺へルーク・キークリーばりのタックルを……仕し掛かけなかった。

「お兄ちゃん……怪け我がしてる」

　まどかの目が、心配そうに見上げてくる。

　まあ、フィルスと組み手をして、ところどころ青あざはあるだろうな。

「何があったの！」

「いやあ、ちょっとじゃれ合ってて」

　まどかはタックルを仕掛けてきた。今までで最も軽く、優やさしいタックル。

「これ以上、無茶なことはしないで」

　まどかの声は、今にも泣き出しそうだった。

　もしかしたら、職場で苛いじめられていると思ってるのかも。

「大だい丈じよう夫ぶ。これは、本当に友達と遊んでただけだから」

「ホント？」

「ああ、ホントだ」

「……辛つらくなったら、辞やめても良いんだよ？　お兄ちゃんが仕事出来なくても──私が、養ってあげるから」

　辛くなったら……か。

　ふと、ケータイがぶるぶると震ふるえた。

　まどかを引き離はなして、画面を見ると、フィルスからメール。

「ほら、今話してた友達からメールだ」

　まどかにメールの画面を見せる。




　今日は突き合ってくれてありがとう。気持ち良かったー。今思い出して、またしたくなっちゃったから一人でやってます。──明日あしたはもっと子作りしようね！




　それは、絵文字がいっぱいで元気がいっぱいのメールだった。

「………………お兄ちゃん？」

　まどかがじろりと目を細めて俺を見るから、俺はそそくさとメールを閉じて顔を合わせなかった。

　妹に見せるべきメールではなかった。

「まどか。今のはね」

「過激な彼女が出来たんだね」

　その日のキャベツも、鰹かつお節ぶし粉末のようだった。
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　フィルスがメインパーティに入ることを決めてから、数日が過ぎた。

　会議室にみんな集まったのだが──

「んーっ！」

　フィルスは大きく伸のびをして、俺は腫はれた頰ほおを押さえていた。

　今日も朝から、フィルスの言う『子作り』に付き合わされた。

　おっと、誤字をしてしまったな。『子作り』に『突き』合わされた。

　フィルスの言う子作りは、プロレスのように相手の技わざを避よけず、全すべて受け止めなければならないそうで、俺もパンチやキックをし放題だったのだが──

　まるで壁を殴なぐってるような感かん触しよくで、フィルスの眉まゆ一つ、表情一つ崩くずすことすら出来なかった。

　会議室に入って、席に着くと──

「ど、どどどどどうしたんですか！」

　隣となりにいたマルクくんが俺の有様に心配してくれる。

　ああ、この子は優しいなー。

「ひゃっとひろひろふぁりふぁして」

　口が全然動かない。今日はちょっと、激しかったからな。

「あー、なんか喋しやべれないみたいだから代わりに私が答えるけど、ここに来る前にマナトと二人っきりで────『子作り』……してたんだ」

　笑え顔がおで話すフィルスに、俺の身体からだは凍こおり付いた。

「あんたら……このくそ忙いそがしいときに……」

　顔を真っ赤に染めて小さく怒おこっているところを見ると、どうやらルピアは本当の意味を知っているんだろう。

「あーなるほどー」

　俺に哀あわれみの眼まな差ざしを向けるマルクくんは、どうやらフィルスと『子作り』を経験したことがあるのかな。

「超ちよう気持ち良かったよねー」

　フィルスの笑顔が眩しすぎる。

　俺はサンタを信じている良い子と話しているような気持ちだった。

　真実を知る必要は──ない。

「フィルスって……そんなのも上手うまいの？」

　顔を真っ赤にしたまま、でも興きよう味み津しん々しんのルピア。

「私の技、すごいのよ？　また抜いてあげるからねー」

　腰がね。腰が抜けたんだよね。あと、肩かたも抜けたりしたな。すぐ嵌はめてくれたけど。

「……初めてやったのはいつよ」

　ルピアさんがやけに俺を睨にらんでいるが、その質問はフィルスに向けられているようだった。

「へ？　ほらオーディションの次の日。そっから毎日やってるよね？」

「なんてお盛んなっ！」

　ルピアは衝しよう撃げきを受けて仰のけ反った。

「ルピアもやる？」

「は？　誰と？」

　ちらっとだけ、俺の顔を見ては、フィルスに目を戻もどすルピア。

「私と」

「やんないわよっ！　アブノーマルか！　あぶのーございますわ！　……全く、あたしらの目を盗ぬすんで、どこでやってたんだか」

　だん、と机を叩たたいてルピアは叫さけぶように言った。

　恥はずかしくて恥ずかしくて堪たまらないという表情が心地ここちよい。

　……あれ？　俺ってＳっ気があるのかな？

「ここでもやったよね？」

　ね。と最後に言う時は全部俺に聞いてるんだが、俺は肯こう定ていも否定もしなかった。

　全部、痛みのせいにしてしまおう。

「こ、ここここんなところで！」

　ルピアはあまりの衝撃に椅い子すから転げ落ちた。

　頭の中でどんな妄もう想そうをしてるんだろう。

「マナーさえ守ってれば、どこでやってもいいわよね？」

「……そりゃそうかもしれないけど……あたしとか……誰かに見られる可能性があるわけだし」

　席に座り直し、オレンジジュースをストローで飲んでいたルピアは、恥ずかしさを隠かくすためにストローを咥くわえ、ぶくぶくと泡あわ立だてていた。

「見て貰もらった方が興奮するよね？」

　俺はボコボコにされる側だからあまり人に見られたくはないけどな。

「あ、今度あれ加えてみようかな」

「咥えてっ！　あれをっ？　そ、そそそそんなの……」

　恐おそらく、フィルスの頭の中には、パンチやキックのコンビネーションが浮うかんでるんだろうが──ルピアは口を押さえて驚きよう愕がくしていた。

「でも全然子供出来ないのよねー。マナトがもっと出してくれればいいんだけど」

　まあ、俺はほとんど打たれるだけで、手数は出す暇ひまもないからね。

　仮にフィルスの言うとおりの子作りが正しかったとしても、俺じゃ無理だ。

「あ、あの！」ずっと俯うつむいて耳まで真っ赤にしながら聞いていたマルクくんが、身を乗り出して手を上げた。

「ん？　なあに？」

　フィルスが優しく聞き返す。

「……マナトさんのって……どんなのなんでしょうっ！」

　凄すごい赤せき裸ら々らなことを聞いてきたーっ！

　何！　マルクくん、なんでそんなこと聞いてきたの！　参考にしたいの？

　落ち着け俺！　マルクくんの言う子作りはフィルスの方だ。

　俺のって言うのは『技』のことなんだ！

「んー」

　フィルスはアゴに人差し指をとんとんと当てて思い出す。

「痛く、ないのかな……」

　ルピアはさらに興味津々で、頭の中では色んな妄想をしているようだった。

「あ、全然痛くはなかったよ」

「はぁん、大したことないんだー」

　ルピアがバカにしたように俺を見る。

「いやいや、良いもの持ってると思うよ。きっと……もっと大きくなって、輝かがやくと思う」

「か、輝くのっ！　あれって光るもんなのっ！」

　ほーら、ルピアちゃん。気付いて。彼女おかしいこと言ってるよねー？

「でも、ほら、私が上になったとき、こうばしばしやってたら、突つき上げてきてさ。あれには思わずおっきい声出ちゃったねー」

　今ちゃんとグーで机を殴るジェスチャーをしたのだが、それはただの喩たとえにしか見えないだろうなー。身体全体の動きのさ。

　マウントを取られて顔面に連打を打ち落とされて、それで今喋れないぐらいに顔が腫れてるんだが、そこで俺は防ぼう御ぎよせずに殴り返したんだ。そして、反はん撃げきに怯ひるんだところで横に身体を除のけて──と詳しよう細さいを説明したい。

「……マナトさんも、慣れてるんですね」

「いやあ、マナトは初めてって感じの動きだったよ？　すぐ突っ込んでくるし」

「男として最低だわ。それ」

　ルピアは何をどこまで知っているのかな？

「それでも、マルクとした時より全然良かった。もうすっかりハマっちゃってさ。この後ももっかいしたいぐらい」

「ま、マルクともやってんのっ！　あんたら、姉弟きようだいでしょうがっ！」

　あ、フィルスとマルクくんって姉弟だったんだ。その情報は初めてだわ。

「ボクはもう子作りはいいです」

「その年でっ！」

　ルピアのショックは大だったようで、最も早はや放心状態だった。

「疲つかれるし痛いし」

　分かりますわー。マルクくんとはホント意見が合う。

「私は超気持ち良かったけどねー」

　そりゃあお前はな。野球で言うなら全打席ホームランなんだから、気持ち良いに決まってるさ。

「あ、そうだ。ここでみんな一いつ緒しよに子作りする？」

「んなっ！　何言ってんのよっ！　するわけないでしょっ！　バカじゃないのっ！」

　まあその件に関しては、ルピアに同意である。

「全くもう……ただ、一つだけ気になるんだけど──」

　興奮した顔と頭を冷やすためか、ルピアはパタパタと自分を手で扇あおいでいた。

「ん？　気になること？」

　フィルスはなんのことだろうと小首を傾かしげる。

「なんで……マナトは顔面がウルフマンのルービックキューブ張り手食くらったみたいに、腫れてんの？」

　やっとですかルピアちゃん。

　やっと気付いてくれたか。他ほかにもおかしなことはいっぱいあったろうよ。

「…………ＳＭ？」

　傾げた首を、別の方向へ傾げながらフィルスが言う。

「ああー」

　ええー。納なつ得とくすんのかよ。

　ルピアが納得した声を出したところで、やっと『子作り談義』は終しゆう了りようした。

「じゃあ、そろそろ本題に入りましょうか」

　俺が喋れないので、マルクくんが主体となって会議を開始する。

　今日の議題は、プレイヤー様を迎むかえ入れるイベントの準備だ。

　メインイベントを村のどこで開始するか、前後のイベントをどうするか。

「やっぱり記き憶おくに残して貰うには──」

　とマルクくんが言うと、輝いた笑顔でルピアが──

「爆ばく破は☆よね」

「ねえよっ！」と俺は叫びたかった。

　だが、喋れないので両手で×を作る。

「なんでよ！　のど飴あめなめなさいよ！」

　喉のどのせいじゃねえんだよ！　喋れないのはよ！

「やっぱり、今回もパンツを仕込むべきです！」

　とマルクくん。……どうもこの子はいやらしいことが好きだな。

「んー、その方法じゃあダメだってマナトが前に言ってたじゃない？」

「じゃあどうしろって……あ、喋しやべれないんだっけ。鬱うつ陶とうしいわー。存在が」

「上、行こっか。ここで話すより、マナトも指示しやすいでしょう」

「そうですね」

「全く、手間の掛かかる村長ね。タンスに小指ぶつけて小指取れればいいのに」

　フィルスが率そつ先せんして、会議室から地上へ出る。

　村の井い戸どから仕事場に出ると、フィルスはんーと背せ伸のびをする。ルピアもマルクくんもんーと背伸びをしたので、俺もせっかくなのでんーと背伸びをした。

　村の門を出て、フィールドの草原を歩く。

　歩いて五分ほどすると、フィルスが立ち止まり、台本に目を落としながら言う。

「では、まずフィールド入り口のダンジョンなんですけど、山ということになりました」

　宇宙に散らばる星のように点在する村と村は、一つのゲームを作るために一カ所に集まり、合流。大きな一つの世界となるべく、フィールドの端はしと端で繫つながる。

　その繫ぎに使われるのが、『ダンジョン』である。

　ＲＰＧをしたことのある人は分かるだろうが、山や森などダンジョンを出ると、村がある。そして次のダンジョンを出れば、また新たな村がある。

　そう、繫ぎのダンジョンに入る瞬しゆん間かんから、次の繫ぎのダンジョンに入るまでが、その村のテリトリーとなっている。

　ＲＰＧは基本的に村のイベントが終わるまで、次のダンジョンにはいけない構成。

　それは、次の村へいくダンジョンがまだ繫がってないことが多いからだ。

　まるでパズルのピースをはめるように、村のテリトリーが合体して、『ゲームの世界』を形成するんだ。

　いくつもの村が一つに纏まとまる様は、いつ見ても壮そう大だいだ。

　ちなみに、合流する前にフィールドの端までいくと、見えない壁かべにぶち当たって、先にはいけないんだ。まあ、だからといって、先が真っ暗ではなく、延々とフィールドは広がって見えるように作られている。

　鏡の向こうの世界にはいけないような感じかな。

　世界はバランスが大事。

　雨の降る村は一つのゲームに一つでいいし、雪の降る村も、一つでいい。

　フィールドとフィールドの繫ぎに使うダンジョンは、メインストーリーを担当する村がそれぞれ割り振ふるのだ。

　これを、村々が好き勝手にやってしまうと、ダンジョンが全部森になってしまったり、ダンジョンが全部クソ長い坑こう道どうになってしまったりする。

　今回我がエンドール村のダンジョンは、山。

　ということは、ダンジョンとしては二通りがある。

　登山のように山やま肌はだを歩かせる山道タイプか、山の中を通る洞どう窟くつタイプか。

「山道か、洞窟か──マナトはどっちが良いと思う？」

　山道から見せるほど良い景色もないから、洞窟かな。

　頂上からの景観に自信がないと、山道タイプは意味が無い。一度上ってまた降りるから、プレイヤー様もおダルくなられがちだ。

　俺は台本に洞窟と書き込んで、みんなに見せる。

「おっけー」

　ルピアはぐっと親指を立てる。

「おっけーって、ルピアがダンジョン作るの？」

　フィルスが聞く。

「まあ、今回はフィルスなしだし、ボクは錬金には長たけてないので」

　と、マルクくんが説明。

　そう、ダンジョンは元からある『自然物』ではなく、俺たち『ゲームの世界の住人』が作り出す『加工物』なんだ。

　だから、洞窟なのに虫がわさわさいることもないし、崩ほう落らくの恐おそれもなく、広い空間と通路を提供出来る。

　プレイヤー様に、そしてプレイヤー様に操作して頂くメインパーティの面々に、快適かつ安全な場を提供しなければならないのだ。

　といっても、モンスターは随ずい時じ召しよう喚かん、派は遣けんするし、演出で崩落させまくるけどな。

「あんた、錬金は出来ないの？」

　…………三級までなら。と台本の端に書く。

「ちっ」そのルピアの舌打ちは『また三級か』と言いたげだった。

　普ふ通つうって言って！　もう普通って言ってよ！　幻げん滅めつはやめて！

　俺は泣き出しそうな気分だった。

「じゃあ、ダンジョン作りはルピアに一任するとして──」

「うん。インディばりのトラップ仕し掛かけてやる」

　やめたげて！　プレイヤー様は『テンポ』に敏びん感かんだから、いちいち止まったりすることは避さけるべきだ。

　トラップは無しっ！　と俺は大きく書く。

　俺の意見に、マルクくんもフィルスも賛同してくれるが──

「えー。トラップなしなのー？」

　ルピアは不ふ機き嫌げんそうだった。

「じゃあ、二つまでにしておこうか」

　そこで、フィルスが妥だ協きよう案を出す。まあ、全くないってのも味気ないからな。ここは俺も何も言わないでおこう。

「二つねぇ。じゃあ早さつ速そく指示出しますか」

　そう言うと、ルピアは目を閉じる。

　ダンジョンを作成するのは、ぶっちゃけパソコンでかちゃかちゃやればいい。

　あの、司令室にあるコンソールでプログラムすればいいだけだ。

　村もフィールドも山も海も、全すべて、パズルのピースを組み替かえるようにして、作られる。

　と言っても、まず第一に、そのパズルのピースとなる部分を『錬れん成せい』する必要がある。

　車を組み立てようってのに、タイヤもエンジンもなければ車の形にすらならない。

　車で喩たとえるなら、まず事前にタイヤやエンジンを沢たく山さん作っておいて、本番のときに組み立てるんだ。

　本番では何が起こるか分からない。色々なパーツを作っておかないと。

　ルピアが手をかざし、目を瞑つぶると、青白い光が広がっていく。

　地面に魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がり、モンスターが召しよう喚かんされた。

　しかも、一度に五体も。

　一気に五体出すってのは、そうそう出来ることじゃない。

　そう言えばこいつ、公こう認にん召喚士だったな。

「あ、マナトさんは初対面ですよね？　うちの専属召喚獣じゆうの皆みなさん」

　俺はマルクくんの言葉に一つ頷うなずいた。

「まず、こちらが包帯女のマミさん」

　マルクくんの言葉に合わせて、ぺこりとグラマラスな女性が頭を下げる。

　口元から足先まで、グルグルに包帯を巻き付けた、短たん髪ぱつの女性だった。

　当然のように、スタイルがそのまま表れていて、うん。素す晴ばらしい。

　ぼんきゅっぼん。くびれ具合も素晴らしい。特に尻しりがいい。

「次に、ゴブリンのごぶ兵へいさん」

「ちゃんらーん」

　緑色の、背が低く小太りな身体からだの、陽気なおっさんだった。丸い鼻ととんがった耳。腰こし布ぬのに棍こん棒ぼうという出いで立ちだ。

「ついでに、コボルトのコボさん」

「よろしくお願いします」

　その隣となりに、犬がいた。二足歩行で、びしっとスーツを着こなしている。身長はごぶ兵さんと同じぐらいで、一三〇センチメートルといったところだろうか。

「で、ウンディーネのウン子こさん」

「名前呼ばないで！」

　青い髪かみに水色の服を着た、可愛かわいらしいお嬢じようさん。不健康そうなぐらい肌はだが白く、着ているミニスカートの浴衣ゆかたみたいな服は、まるで液体のような生き地じだった。

　分かりやすいけど、ヒドいネーミングが多い気がする。

「あと、最後がザッシュ」

　お、カッコイイ名前だな。……でもなんで種族言わないの？

　そこにいたのは、ふっさふさの尻尾しつぽがいっぱいある狐きつねだった。

　丸まって寝ねる姿は可愛い。

　これってまさか──

　あれ？　でも──

　種族は？　と台本に書いて聞いてみる。

「だから、ザッシュ」

　何言ってんの？　とルピアが目を細める。

　……………………ザッシュ。

　…………あ、雑種！　これ雑種なの！　雑種ってなんだよっ！　モンスターの雑種ってなんだよ！　これ九きゆう尾びだろ！　九尾の狐だろ！　ボス級の！　ほら！

　よく数えてみると尻尾は一一本ある。

「捕つかまえるの大変だったんだよねー」

　モンスターは、俺たちのように『ホーム』から出で稼かせぎに来ている。

　と言っても、モンスターたちには食べ物や金と言った概がい念ねんは存在せず、人の『精神力』や『感情』を食べて生きている。

　で、それらのモンスターと主従契けい約やくをし、精神力、通つう称しよう『ＭＰ』という報ほう酬しゆうを払はらう代わりに、こうして村仕事をして貰もらう行こう為いを──『召喚』と呼んでいる。

　まあ、簡単に言うと──『派遣社員』だ。

　この五体は、この村の『専属』。

　公認召喚士であるルピアは、現存する全てのモンスターと契約が可能。

　召喚三級の俺では、一定のモンスターとしか契約が出来ない。

　これは、大型免めん許きよと普ふ通つう免許みたいなもんだな。

　この村に初めて来たとき、ドラゴンのイベントをしたが、どうやらそのドラゴンは専属の召喚獣ではなく、そのイベントのために呼んだ日ひ雇やといということになる。

「にゃーん」

　鳴き声は猫ねこなんだ！

「多分、猫ねこ又またと九尾のハーフだと思うんですよねー」

　マルクくんの予想は多分当たっている。

　猫又（尻尾二本）と九尾（尻尾九本）で一一本の雑種。見た目は狐なのに鳴き声が猫ということなのだろう。

「フィルスがいなかったらこの村滅ほろんでたよねー」

「このザッシュを使し役えきしたルピアの方がすごいよー」

「二人とも、どちらかがいなければ終わってましたねー」

　何その四代目火ほ影かげみたいなエピソード。

　モンスターたちの中には、未いまだに契約のことを知らなかったり、暴れたい連中が少数ながら存在する。

　言わば、野の良らモンスターだ。

　このエンドール村にザッシュという野良モンスターがやってきて、暴れ回ったのだろう。そして、それをフィルスが打ち負かし、ルピアが契約したってところだ。

　啞あ然ぜんとしていた俺のところに、いつの間にかスーツ姿の中型犬がやってきていて、ちょいちょいと服の端はしを引っ張った。

　俺は子供に向けるような、優やさしい笑え顔がおを向ける。顔はボロボロだけど。

　モンスターは、喋しやべるペットみたいなもんだ。

　特に二足歩行の犬なんて、可愛らしいね。

「初めまして。ワタクシこういうモノですが」

　こいつも雑種だろうなと思っていたら、スーツの内ポケットから名めい刺し入れを取り出して──名刺を渡わたしてきた。

　……コボルト組合、組合員『コボルト　修しゆう造ぞう』。

「ご入り用の時は、是ぜ非ひともワタクシ共をお喚よび下さい。村単位でお使い頂ければさらにお得となりまして──」

　か、……可愛くないっ！　何このビジネスマンっ！　全然可愛くないっ！

「コボさん、契約するまでしつこいから、気を付けて下さいね」

　マルクくんが耳元で呟つぶやいた。

「いざというときにＭＰが足りないってこと、ありますよね？　そこで、月額たったのＭＰ一〇〇でいつでも呼び出せるプランが……」

　カバンから書類を取り出して、丁てい寧ねいに説明してくれる。

「うん、ちょっとコボさん送そう還かんしようか」

　ルピアの言葉に、コボさんは俺の陰かげに隠かくれた。

　モンスターすら恐きよう々きようとする、ドＳっぷり。きっと、こき使われてきたんだろうな。

「召喚獣の数が足りないときって、ありますよね……」

　声を小さくしつつ、それでも営業をやめないコボさん。

「とまあ、ウン子さんたちを使って、ダンジョンのパーツを作っていこうか」

　話を進めよう、とフィルスがマルクくんに振ふる。

「私を代表にしないで！　そして名前では呼ばないで！」

　ウン子さんは涙なみだがちょちょぎれそうになっていたので、マミさんが包帯で拭ふいた。

「ダンジョン内でのイベントは？」

「特にないみたいですね」

　台本の先を確認していたマルクくんがすぐさま返してきた。

「洞どう窟くつ内のエンカウントモンスターは、マミさんとコボさん、あと、帝てい国こくから派遣されてくる帝国兵の方々になる予定です」

　帝国とは、今回メインストーリーを受け持つ、大規模な『村』だ。こういうファンタジーな世界ではよく出てくる。

　いつも帝国ばかりがメインストーリーを担当するのは、それだけメインパーティに選ばれる人間を出しやすく、それによってまたいい新人が入ってくるからだ。

　イベントがある場所まで人を送り込めるほど人員がいるのは、羨うらやましい限りだ。

　モンスターに仕事を頼たのむには、ＭＰと呼ばれる『精神力』が必要となる。

　だから、普ふ段だんから仕事を任せると、精神が保もたず、最悪命の危険すらある。

　こういう大仕事のときにだけ、任せるのが当然。

　となれば、やっぱり『人手』が欲しいモノだ。『モンスター手』ではなくな。

　ウン子さんたちは早速魔ま法ほうを駆く使ししてダンジョン作りを始めた。

　まるで、粘ねん土どとブロックで遊ぶ子供のように。

　それらを見届けつつ、俺たちはエンドール村へと踵きびすを返す。

「で、フィールドでも特にイベントは何もなく、村に真っ直すぐいらっしゃると思います」

　まあダンジョンを抜ぬけたらひとまず村に入って戦せん闘とうで負った傷を回復したいと思うのが一いつ般ぱん的なプレイヤー様だ。

　村に入って一息吐ついて、フィールドを探たん索さくしたりしなかったりってな感じに。

「フィールドに探索要素は？」

「一応何かアイテムでも置きましょうかね」

「あと罠わなと」

　ルピアは何かとすぐに罠を仕し掛かけたがる。

「帝国側から何か言われてる？」

「あ、はい。剣けんを一つ置いて欲しいって郵送されてました」

　プレイヤー様には、『徐じよ々じよに』お強くなって頂かなければならない。

　拾っていく武器も、一段階ずつ強くなっていくのが常識だ。

　なので、それらはメインストーリーを担当する村が全すべて用意する。

　村の中で売るアイテムや武器はこちらでデザインし、錬れん成せいして用意するのだが、重要な宝箱に関しては帝国が『これを置いて欲しい』と送ってくるんだ。

　村によっては、作れないアイテムや武器もあるからな。

　ほら、たまに、武器が置いてなくて道具屋しかないような村があるだろう？

　武器を売りたくても、それを錬成出来る人間がいなければどうしようもない。

　そういう村もあるから、わざわざ郵送してくれる訳だ。

　俺たちはぞろぞろと、村に帰ってくる。

　荘そう厳ごんな門を抜けて、村の中へ。

「プレイヤー様がお越こしになられまして、宿屋でイベントがあります」

　フィルスが台本に目をやりながら、近くの民家を指さした。

「入り口にプレイヤー様が投げる用のニワトリを置いて」

　ルピアが指をさす。

　投げねえよ！　と言いたかったが…………恐おそらく、投げるわ。

「宿でのイベントは三分を予定。ここは、ムービーが入るから、景色を夜にしないとダメですね」

「ムービーかー。あたしも映っていいの？」

「あー、ムービー収録はここじゃなくて、帝国のどっかでやるんじゃないでしょうか？」

「っていうか、もう撮さつ影えい終わってるよ？　私撮とりに行ったもの」

「なあんだ。残念」

「そのあと、帝国兵によって村を焼かれます」

　笑顔で言うマルクくん。

　とんでもないことを言っているが、俺たちはしみじみとその言葉を嚙かみしめていた。

　火を放たれて、いよいよメインイベントが始まるのだ。

「夜、宿に泊とまって窓の外を見ていると、火の手が上がるのが見えるって寸法ね。いいじゃない。あたしそういうの好き」

　このドＳ娘むすめが。

「この火を放つ帝国兵役はザッシュとごぶ兵さん」

　ここで使う火は本物ではなく、演出。

　だから、プレイヤー様が触ふれても燃え移ることはないし、どれだけ時間が経たっても家屋が焼けきることはない。

　家に火が付いている、という事実だけあればいいのだ。

　偽にせ物ものの火ではあるが、よそ者には任せられない。

　ここでも、モンスターが役立ってくれる訳だ。

　まあ、村人がやってもいいのだが、このエンドール村はマンパワー不足だからな。

「で、そのあと、村の中心で『負けイベント』が開始されます」

「いよいよね」

「帝国四天王の一人、仮面の剣けん士し役の人が、ここでメインパーティをぼっこぼこにする予定なんで、そのあとみんなで倒たおれたパーティを宿屋に連れて行って、火を消すこととなります」

「ここは、時間との勝負よね」

　物語の上では一いつ泊ぱくしているが、実際はほんの数秒しか時間が無い。

　気持ちは、ピットインしてきたＦ１カーのタイヤを交こう換かんする感じだ。

　俺たちはしみじみと、そしてふつふつと、思いを滾たぎらせていく──







　さて、フィルスは子作りなんかをしている暇ひまはなくなり、メインパーティの仕事で色々な村へリハーサルに行く毎日。俺の傷もそれなりに癒いえた。

　──────そしてやってきた、本番当日。

　司令室でじっと俺たちは待っていた。

「マルクくん……まだかな？」

　ずっと、ずっと待っていた。

　貧びん乏ぼう揺ゆすりが止まらない。胃が、きりきりと痛む。

「……連れん絡らく、ありませんね」

「一体どうなってんだよ」

「もしかしてだけどさ」

　椅い子すに座ってオレンジジュースを飲んでいるルピアがぼそりと呟く。

「ん？」

「あのクソガキとか、コネでオーディション取った奴やつとかが、裏でなんかしたんじゃないの？」

「いや、さすがにそこまでの力はないだろー」

　俺たちが待っているのは、プレイヤー様じゃない。

　帝国兵たちだ。

　今回のイベントでは、帝国四天王の一人である仮面の剣士が、実はメインヒロインの兄であることが判明する。

　重要なイベントのはずなのに、来ない。

　帝国の方々が、一向に来ないんだ。

　連絡をしても返事がない。

　だが、プレイヤー様はどんどんこちらへ向かっている。

　フィルスにも連絡を取りたいところだが、連絡の取りようもない。

　今回フィルスが付けているイアモニは、うちと繫つながっているのではなく、メインストーリーを担当している帝国と繫がっているのだから。

「マルクくん、隣となりの村に事情を話して時間稼かせいで貰もらおうか」

「ですね。向こうのイベントに支障がない程度でお願いしてみます」

　全く、帝国の連中は何をしてるんだ？

　イライラが募つのるが、来ないモノは仕方が無い。

「マナトさん！　だ、ダメです！　隣村のイベント、もう終わったそうです！」

　その言葉で、俺たちは焦あせりを強めた。

　イベントが終われば、もうこっちに来るだろう。

「え！　もうか！　くそ！　ルピア！　帝国側に打だ診しんしてくれ！」

「もうやってるわよ！　何度も！」

　さすがのルピアも、焦りを見せ始めた。

「プレイヤー様、ご進行中！　なんてスピードなんだ！」

　マルクくんが慌あわてて報告する。

　画面には、プレイヤー様の現在地が映る。

　それはまだ、赤い点でしかなかった。

　うちのテリトリーの外だからな。

「帝国四天王の人は！」

「いつ着くかわからないです！」

　くっ……と唇くちびるを嚙みしめた。

　一発撮りでないと、繫ぎがおかしくなったり、バグが発生する。──が、多少のバグを覚かく悟ごで、別日の収録を打診するか？

　ダメだ。俺たちには、もう失態は犯おかせない。

　ここでそんなことを言い出せば、もうきっと仕事は舞まい込んでこない。

　このエンドール村は……解散するしかなくなるだろう。

　いよいよマズいぞ。最悪、イベントの中止も──

　いや、ここで中止したら、何のためにフィルスはメインヒロインのオーディションを受けたんだ。何のために、この仕事を断らなかったんだ。

　諦あきらめてたまるか。

「フィールドとフィールドを繫ぐ山ダンジョンを今すぐ変えよう」

「今からっ！」

　ぼそりと呟つぶやいた俺の言葉に、マルクくんが驚きよう愕がくする。

「ルピア、出来るか？」

「あたしを誰だれだと思ってんの？　やってやるわよ」

「よし、じゃあこれでもかってぐらい長い山道を追加してくれ。許容量いっぱい、端はしから端を行ったり来たりする」

「なんなら迷めい路ろ作る？」

「…………時間の許す限りで、やりたい放題やってくれ」

　ルピアはぶるっと身体からだを震ふるわせた。

　そして、待ってましたと言わんばかりに、にやりと笑う。

「りょ～かい」

　カタカタカタカタ……

　マルクくんが見ている画面一つだけ残して、ルピアは高速でコンソールを操あやつる。

　その速度は、腕うでが何本にも見えるほどだった。

「す、すごい……久しぶりに見た……ルピアの、一万とんで百ひやく裂れつ拳けん」

　腕だけではない。身体全体がぶれ、残像が出来ている。

「忘れてた……こいつもバケモノだったんだな。よし、マルクくん、先方に通達を。入山までエンカウントでプレイヤー様を足止めしてくれと」

「わかりました。事情は先ほどから伝えてますんで、きっと協力してくれると思います」

　入山するまでは、別の村の管かん轄かつだ。山に入るまで、モンスターをぶつけてプレイヤー様を足止めして貰う。

　だが、それも長くは保もたなかった。

「プレイヤー様っ！　まもなくご入山なされますっ！」

「思ったより速いな」

　と感想を言いつつ、俺は爪つめを嚙んだ。

　帝てい国こくの方々は、未いまだ現れる気配はないのに、プレイヤー様はどんどん近づいてくる。

「モンスターの連続召しよう喚かんは、難しいですからね」

「くそっ！　マルクくん、俺がモンスターを召喚する。それを、ぶつけてくれ」

「え！　召喚出来るんですか？」

　俺は名めい刺しを取り出した。

　コボルト修造と書かれた、名刺。

「ルピア、コボさんを召喚してくれ。今すぐ、契けい約やくしたいと」

　話せる状じよう況きようでもないルピアは、何も答えない。

「もういますよ」

　画面の一つに、コボさんの顔が浮うかんでいた。

　こうなることを予想して、すでに、召喚してくれていたのか。

　文句は多いけど、優ゆう秀しゆうなんだよな。ルピアも。

「よし、即そく時じ契約即時召喚だ。契約書は好きに書いてくれていい」

「ありがとうございます！　では早さつ速そく──」

　画面の向こうでぺこりとお辞じ儀ぎすると、コボさんは通信を切り、画面からいなくなった。

「マナトさんっ！　契約して即召喚なんて、精神力が保ちませんよ！」

　マルクくんが画面からこっちに顔を向けた。

　目を丸くした、驚おどろきの表情。

「ルピアにこれ以上負担は掛かけられない。──やるしかないだろ」

「でも──」

「とにかくエンカウントだっ！　モンスターの量を増やして、足止めするんだっ！」

「いいんですかっ！　エンカウントが多くなればなるほど、プレイヤー様はやめてしまわれますっ！　もしかしたら、二度とこのゲームをプレイしなくなるかも……」

　そうだ。プレイヤー様に、過度なストレスは与あたえてはならない。

　だから、今協力してくれている村もモンスターを出し惜おしんでいた。

　でも、今はそんなことを言ってる場合じゃない。

「……エンカウントの間かん隔かくはマルクくんに任せる。イラっとするけどやる気がなくならない程度にちょっかいを出してくれ」

「りょ、りょーかいですっ！」

　俺は椅子から立ち上がり、マルクくんとルピアがいるコンソール台へ向かった。

　魔ま力りよくを高めて、水すい晶しように手をやり、モンスターをイメージする。

　召喚と言っても、現地に直接送る訳じゃ無い。モンスターたちが待機する場所があり、そこへ召喚した後、コンピューター管理で現地へと転送する。

　まあ、オープンワールドなんていって、フィールドにうようよモンスターを配置するようなこともあるが、今回はそれではない。

「マナトさんのモンスター三匹びき、フィールドに出ました。プレイヤーに接せつ触しよく！」

　鎧よろいを着た犬が次々と転送されていく。

　……俺の精神力を削けずって。

　モンスターの召喚や魔法を使うには、ＭＰというものが必要になる。

　それは時にマジックポイントと呼ばれたり、マジックパワーと呼ばれたりする、言わば『魔力』という代しろ物ものだが、簡単に言うと、『精神力』だ。

　即時契約即時召喚の代だい償しようで、消費ＭＰはおよそ一〇倍ぐらいになっていた。

　その結果。俺がコボルト組合の方々の内一匹召喚するのに必要な精神力は、八時間寝ねていないぐらいだ。

　三匹召喚で一日寝ていない状態。

　一〇匹召喚でもすれば、もうへろへろになるだろう。

　それにしても自分の精神力の無さが嫌いやになる。

　一〇匹出すだけで、限界だなんてな。

「ルピア！　どうだっ！　まだか！」

　俺は大した運動もしていないのに汗あせだくになりながら、隣でてきぱきと手を動かすルピアに檄げきを飛ばす。

「あともう少しっ！」

「だ、ダメですっ！　マナトさんのモンスター、全体攻こう撃げきで一いつ掃そうされました」

　くそっ！　やっぱり召喚三級の俺が召喚したコボさんじゃあ足止めにもならねえか。

「……マルクくん、連続エンカウント頼たのむ」

「もうやってますっ！」

　さらに、もう三匹。フィールドに送り出す。

「ルピアは？」

「だからあともう少しっ！」

　いちいち聞くなと言いたげに、早口で返された。

　気持ちはわかるが、俺の気持ちもわかって欲しいもんだ。

「また、全体攻撃ですっ！　ご入山まで……あと三歩っ！」

　くそっ！　出し惜しみしないタイプかっ！　雑魚ざこに通常攻撃しかしないタイプのプレイヤー様だったらもう少し時間も稼かせげたろうが──

「三歩あれば、三回エンカウント出来るっ！」

「そんなに連続で召喚したら、マナトさんの精神がっ！」

「ここまで来たらやるしかねえだろっ！　大だい丈じよう夫ぶ、一匹ずつ小出しにすれば連続召喚でも精神は耐たえられる！　複数出しても、どうせ一撃なんだから！」

「プレイヤー様、エンカウント……一〇秒も保ちません」

　くそったれ！

「二歩目、エンカウントモンスター一体に対し……五秒です」

　くそったれっ！

「最後のエンカウントも……五秒……プレイヤー様、ダンジョンに入ります」

　くそったれっっ！

　俺は、なんて無力なんだろう。

「これまでか……ルピア、今の状態で確定だ」

「もうやったわよ」

「完成度は？」

「一〇〇％出来てる」

　その生意気に口の端はしを吊つり上げる表情を、出会って初めて頼もしく思えた。

「噓うそだろ？　一分稼げなかったぞ」

「一秒前に完成してやったわよ。つまり──あんたの判断が一秒遅おそかったら、この完成度は無理だったわ」

「はは……ははは……お前、ホント凄すごいな」

　腰こしが抜ぬける思いだった。俺の必死の行動も、やった甲か斐いがあったってもんだ。

「これで、なんとかなりますかね」

　ふう、とマルクくんが息を吐つく。

「褒ほめるなら、いくらでも褒めていいからねー」

「全すべてが終わってからな」

　プレイヤー様がエンドール村のテリトリーに入ったので、画面にはメインパーティご一行様が映っていた。

　黒いワンピースのような衣装を着て、細身の剣けんをお腰に付けたフィルスの姿に、みんな注目している。

　先頭を行くのは、ツンツン頭の少年。オーディションの審しん査さ員側だったレオン。

　神官の格好をした少女は──フランっ！

　俺はその姿に、目を疑った。

　まさか、また彼女の姿を目にするなんて。

　長い髪かみを首元にリボンで束ねている、この中では一番長身の少女。

　そして最後に──魔法使いの格好をした、リラの姿。

　尻しりのデカい、あの生意気な茶ちや髪ぱつの少女だ。

　そんな四人が、ダンジョンを進む。

　ルピアの作り出したダンジョンは、とんでもない広さ。

　これを攻こう略りやくするには、二時間は掛かるだろう。

　一段落だ。

「……なあルピア」

「あー？」
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　ルピアは椅い子すにぐったりともたれ掛かかり、天を仰あおぎつつ、椅子をくるくると回転させながら、だらしのない返事をする。

「前に、屋上で聞いたよな。『あたしが必要か？』って」

「……聞いたっけ？」

　ぴたりと椅子の回転をやめて、こちらへと向いた。

「今なら、本音で言える。お前がいてくれて、本当に良かった。お前は、必要だ」

「な、何よそれ！　そんな本気な表情で言わないでよ！　は、恥はずかしいっ！　はい！　あたし休きゆう憩けいっ！　いちごミルク飲んでくるから！」

　ルピアは顔を真っ赤にして、席を立った。

　お前なら、ここで飲めるだろうに。

「よし、俺は帝てい国こくに連れん絡らくして仮か眠みん取るわ。少なくとも、いつ着くかぐらいは知りたいもんだね。マルクくんは適度なエンカウントを頼む。ダンジョンの中だったら、多少のエンカウント率アップは許容してくれるだろう」

「了りよう解かいです！」

「五分だけ寝たら、交代するから」

「いえ、ボクは大丈夫です。……一時間半は寝ていて下さい」

「じゃあ、お言葉に甘えようかな」

　こうして、俺は帝国に催さい促そくのメールを送り、眠ねむりについた。

　糸を失ったマリオネットのように、緊きん張ちようの糸がぷつんと切れたのだ。







　俺の予測はほぼ正しく、プレイヤー様は二時間かけてダンジョンを攻略した。

　もう、あとは出口にいるボス役のウン子さんを倒たおすだけ。

　が、帝国からの返事はない。

　いつ来るかもわからない待ち人だが、待つしかないんだ。

　もしかしたら、レオンとリラが帝国に働きかけて、『負けイベント』自体をなくそうとしているのかもしれない。

　……今は、そんなことを考えている暇ひまもないな。

「プレイヤー様、尚なおも進行中っ！　ボス戦……入りますっ！」

　これまでか。ボスを倒せば、もうダンジョンを出てフィールドを横切り村へ来てしまう。

「マルクくん、コボさんやごぶ兵さんに頼んで、『絶対越こえられない謎なぞの柵さく』を設置、『平原なのに突とつ然ぜん現れる丘おか』、『入り組んでわかりにくい崖がけ』を利用して時間を稼ぐんだ」

「これ以上うろうろさせたら、さすがにプレイヤー様もお怒いかりになられるんじゃないですか？」

　マルクくんの懸け念ねんも、もっともだ。

「……奥に宝箱を設置して、労ねぎらうしかない。『行き止まる理由』を与あたえるんだ」

「な、なるほど……」

　長い寄り道をしても、その先にアイテムが落ちているなら、プレイヤー様は気に留めない。

「あんたの『普ふ通つう』がこれほど頼たよりになるとは思わなかったわ」

　ルピアが褒めてくれるのは珍めずらしいね。

「でも、もうフィールドは確定しちゃいますよね？　プレイヤー様、ダンジョンを抜けてきますよ！」

　そうだ。ボスを抜ければもう出口。

「…………どうするの？」

「まだ手はある」

「どんな？」

「……ルピア。解禁だ」

「何を？」

「出口に、トラップを仕し掛かけるんだ」

「いいの？　本当に」

「他ほかに手が思いついたら、すぐに変へん更こうするさ」

「だったら、他の手が思いつかないことを祈いのるわ」

　ぺろりと舌なめずりをして、ルピアはトラップを仕掛けた。

　ダンジョンはマップが表示されるから、一度侵しん入にゆうされればもう変更が利きかないが、アイテムや罠わなの配置はいつでも変更出来る。

　そのトラップとは……

「プレイヤー様、ボスを撃げき破はっ！　出口へ向かいます！　あっ！」

　マルクくんが思わず声を上げてしまうほど見事に、プレイヤー様は、落とし穴にお落ちになられた。

　出口に向かったはずが、入り口近くに戻もどされたのだ。

　さらに、落ちた先は毒の沼ぬま地ち。

　歩くだけで、ダメージを受ける場所だ。

　一歩歩く度たびに、プレイヤー様のゲーム画面が赤く点てん滅めつする。

　イラっイラっ。一歩沼地を歩く毎ごとに、プレイヤー様のストレスが溜たまる。

　そこに宝箱。開ければ当然のようにエンカウント。

　ザッシュが飛び出し、時間を稼ぐ。

　宝箱を開けたときに出てくるモンスターは、強くても構わないという暗あん黙もくのルールがある。

　ゲームバランスを無視出来る、見事な罠だ。

　その上、落ちた先から這はい上がるためには、ダンジョンの端はじっこ、四方にある装置を起動させなければならないという仕掛け。

　鬱うつ陶とうしい。

　俺がプレイヤー様だったら、二度とプレイしたくない鬱陶しさだ。

　だが、それも乗り越えられると、もうあとは、時間の問題だ。

　………………だが、来ない。

　一行が、一向に来ない。

　いよいよ、真実味を帯びてきた。

　帝国は、この村を見捨てたんだ。

　きっと、リラとレオンのせいで。

　全く、何の恨うらみがあるってんだよ。

「プレイヤー様、ダンジョンを出ます」

　メインパーティ一行は、やっとの思いでダンジョンを出た。

　広がる草原を、まっすぐ村へ歩いて行く。

　俺たちはただ呆ぼう然ぜんと、それを見守ることしか出来ないのだ。

「で、どうする気？　もう完全に万ばん事じ休すだわ」

「エンカウントによる牛歩戦術をまたしますか？」

　二人は、画面では無く俺の顔をまじまじと見つめた。

　帝国が、もうすぐ来るっていうなら、またエンカウントによる遅ち延えん行こう為いを行うが……どうする？　もう、時間を稼かせぎ続けるしかないのか？

　一いち縷るの望みを諦あきらめずに。

　それとも、もうイベントを諦めて、ただの通過点の村とするか？

　レオンたちの思おも惑わく通りに。

「……まだ、手はある」

「手はあるって……もう時間稼ぎはやり尽つくしたじゃない。ほら、もう村までエンカウントなしで来ちゃうわよ？」

「マルクくん、帝国の方々は今どの辺り？」

「……わかりません。──もう、来ないかと」

「……そっか。じゃあ、やっぱりこの手しかないな」

「というと？」




「……俺が、仮面の剣けん士しをやる」




「……はっ？」

「ルピア、出来る限り強い装備を作ってくれ」

「ちょ、ちょっと待って！　あんたがやるって……相手はフィルスなのよ？」

「ああ、わかってる」

「これ、プレイヤー様を負かせるイベントなのよ？」

「ああ、わかってる」

「無理に決まってんでしょっ！」

「フィルスの子作りとやらでわかったけど、あっちが二割の力だったら、俺でも勝てるはずだ。マルクくん、今回のレベルレートは？」

　プレイヤー様に提示されるレベル。

　それは、キャラクターの強さの基準だ。

　プレイヤー様はレベル上げを行えば『キャラを成長させられる』と考えている。

　でも、これは間ま違ちがっている。

　レベル上げとは、キャラクターが本来持っている力を『解放する』作業だ。

　レベルの基準はラスボス役との力の兼かね合いで決まる。

　仮にラスボスクリア推すい奨しようレベルが五〇のゲームがあるとする。

　レベル五〇のときに、どの程度のステータスになっているのが適切か。

　そこから、レートが決められる。

「レベル一で……〇．五……」

　さすがフィルスだ。レベルレート〇．五なら、レベルが最高の九九の状態でも、フィルスが持つ本来の力の半分、五割の力だ。

　今回のラスボス役とフィルスたちには、それほどの差があるんだ。

「だったら、レベル四〇ぐらいなら、なんとかなるな」

「いやいや、そんな単純な話じゃないって！　相手は四人で、こっちはあんた一人なんだからねっ？」

　そうだ。俺が今から相手をしようとしているのは『プレイヤー様ご一行』だ。

　子作りのときみたいに、一対一のイベントではない。

「マルクくん、ちなみに、今のプレイヤー様たちの平均レベルは？」

「…………三〇です」

「本来の力の、一五％程度なら……」

　ルピアも、「もしかしたら」なんて希望を持ち始めた。

　だが、俺は一つ噓うそを吐ついた。

　はっきり言うが、フィルスには一割の力でも敵かなわない。

　でも、そうとでも言わないと、俺に任せてはくれないだろう。

　何か勝算があるわけではない。

　ただ、このイベントを成立させたいだけ。

　何か、方法を考える時間を、少しでも長く得たい。

　──諦めたく、ないだけだ。

「でも、どうしよう」

「ん？」

「ボクたち、仮面の剣士がどういう人か知りませんよ？」

　マルクくんの言葉に、俺たちはどういうものか思い出そうと頭を悩なやませた。

「……いや、確か鎧よろいはもう、帝てい国こく兵と同じだったような」

「あたし鎧の方は覚えてるけど、仮面がどんな仮面だったか覚えてないわ」

　曖あい昧まいだ。

　まさか、こんな事態になるとは思っていなかったから、気にも留めてなかった。

「グラサンならありますけど」

　ぼそりとマルクくんが呟つぶやく。

「全部覆おおうタイプじゃなかったと思う」

「上全体って感じ？」

「ああ。兜かぶとじゃなくて、あくまで仮面の剣士」

「グラサンならありますけど」

　ぼそりとマルクくんが呟く。

「あ、目元を隠かくすだけじゃなかったっけ？」

「目元を隠すって言っても……色々あるし」

「グラサンならありますけど」

　ぼそりとマルクくんが呟く。

「あ、そうだホームページ見に行けば載のってるんじゃないか？」

「ＯＫ。ちょっと待ってね……あ、載ってないわ」

「…………キャラクター紹しよう介かいは、女の子ばっかりか」

「グラサンならありますけど」

　ぼそりとマルクくんが呟く。

「………………いやいやいやいや」

「グラサンはさすがに……ねえ？」







　こうして、俺は単身、村へ上がった。

　グラサンをかけ、台本で台詞せりふを確かく認にんしながら。

　台詞は多くない。村の惨さん状じように主人公たちが激げき怒どして、すぐに戦せん闘とうが始まる予定だ。

　ルピアが錬れん成せいしてくれた装備は、とてもいい感じ。

　軽くて紙のようだけど、硬かたい。

　メインパーティが今持っている武器より数段上。なんなら、今回のゲームの最さい高こう峰ほうの武器と言えるだろう。

　それでも──勝算はない。が、俺に出来ることをする。

　先手必勝。最大の一いち撃げきを加えて、ＨＰをゼロに出来れば、さらにもう一撃加えるときにフィルスが間に入り、負けイベントは成立する。

　先手が、必勝。

　あとのことなんか考えず、ただ先手を取るんだ。

『プレイヤー様、宿屋へ到とう着ちやく。ムービー入りました』

　イアモニの向こうから、マルクくんの声が響ひびく。

　どくん、どくん、と心臓が高鳴っていた。

　緊きん張ちようで、今すぐにでも逃にげ出したい。

　やれる。きっとやれるはずだ。そう言い聞かせる。……自信を持つための魔ま法ほうだな。

『ごぶ兵さん、ザッシュが火を放ちました』

　ぼうっと民家が燃え上がる。

　そして。コボさんとごぶ兵さんは帝国兵の鎧を着て、村中に散らばっていった。

　だが、彼らは助けてはくれない。

　あくまで、沢たく山さんの帝国兵が来ている風を装うためにいるんだ。

　いよいよ、だ。

　広場で待機する俺は、気を静めるために深呼吸を一つ。

　民家が円を描えがくように配置された、広場。

　それはさながら、コロッセオのようだった。

　今ならまだ……引き返せる。やっぱり俺には荷が重いと、辞やめられる。

　今ならまだ……

「大だい丈じよう夫ぶ……きっと上手うまくいきます」

　帝国兵の鎧を着たウン子さんが、声を掛かけてきた。

　俺の緊張は、誰だれの目にも明らかだってことだな。

「上手くいかなかったら……すまん」

「この村を……託たくす」

　ぽん、と背中を押したのは、マミさんだった。

　包帯の上から鎧を着ているせいか、ベテランの古参兵のように見える。

　こうまで言われて──逃げる訳には、いかないな。

「マルクくん！　プレイヤー様のＨＰは？」

『二八五九です！』

　届かない数字じゃないな。

　一撃で倒たおせれば、負けイベントと分かってくれるはず。

「よし、初手から三級で出来る最大の攻こう撃げきを仕掛ける！　マルクくん、適当な技わざ名めいを付けて表示してくれ」

『任せて下さい！』

　宿屋から広場へと、四人組がやってくる。

「お前はっ！　仮面の剣士っ！」

　とうとう、対たい峙じしてしまった。

　もう後には引けない。

「あ、あなた──どうしてここへ……」

　フィルスの狼狽うろたえる演技は、真に迫せまっていた。

　一目でわかったんだろう。俺だと。

「全く貴様ら虫けらは、どこにでも湧わくな」

　先ほど覚えたばかりの台詞を、オーバーアクションしながら言う。

「許さないっ！　許さないぞっ！　仮面の剣士ーっ！」

　名前というのは大事だなと改めて思う。

　叫さけびづらいだろう。仮面の剣士って。

　レオンが剣けんを構えると、ヒロインたちも武器を構える。

　フィルスだけが、躊ちゆう躇ちよしていたが──

　戦闘が、始まった。

「煉れん獄ごくの炎ほのおで朽くちるがいいっ！」

　適当な台詞を叫びながら、突つきの構えで大地を蹴ける。

　これは、プレイヤー様に言っているのではなく、サポートしてくれているマルクくんに、『炎を纏まとった一撃を入れますよー』とアピールしているのだ。

　魔ま炎えん衝しよう裂れつ孔こう。

　まー分かりやすい名前を付けてくれた。

　どん、と爆炎が立ち上り、レオンが吹ふっ飛んだ。

　ダメージは──二七〇五。

　届かない。

　最高の装備、レベル制限なしの攻撃。俺に出来る全力の攻撃は、届かない。

　すぐに回復アイテムを使われ、ダメージが全すべてなかったことにされる。

　こっちは一人だが、あっちは四人。

　誰かを攻撃すれば、誰かが回復してくる。

　だが、ここで回復役を殴なぐってはいけない。

　プレイヤー様は、回復役だけを先に倒す敵を好ましく思わないからだ。

　なんて──言ってられるかっ！

　次は、神官の格好をしているフランを狙ねらう。

　が──レオンのアッパーカットのような剣撃に、俺の体はふわりと宙に浮ういた。

　さらにそこへ、畳たたみかけるような連撃。

　一、二、三……計、八回斬きられ、吹っ飛ばされる。

　地面をボールのようにバウンドした。

「くはっ」

　ごばっと口から血が出る。

　痛いなんてもんじゃない。

　モンスターはいつもこんな攻撃を受けてるのか。

　もう少し労いたわってあげよう。

　だが、さすがルピアだ。作ってくれた鎧はダメージを大分抑おさえてくれている。

　生身の俺なら、一発めのアッパースイングでアウトだった。

『ちょっとあんた！　全然無理じゃない！　今すぐマルクを回復させに行かせ──』

「ダメだ、ルピア。いいか。俺は今、『イベントボス』なんだ」

　イアモニから聞こえてくる怒ど声せいに、俺は小さな声で返した。

『え？』

「ボスが回復アイテムや回復魔法を使ったら──プレイヤー様がお嘆なげきになるだろうが」

『でも！　あんたこのままじゃ……死んじゃうじゃないっ！』

『そうですよマナトさん！　ここはもう妥だ協きようしましょう！』

「俺から根こん性じようとやせ我が慢まんを取ったら、何が残る？　これが──俺なんだ。これが、夢にまで見た、プレイヤー様との『対話』なんだ。頼たのむ──やらせてくれ」

『マナトあんた……』

　俺は立ち上がる。

　足ががくがく震ふるえるのを、全身で弾はずむようなリズムを取ることで誤ご魔ま化かした。

　すぐに、レオンが襲おそいかかってくる。

「ひっ」悲鳴が出そうになるのを、必死に抑えた。

　なんという──『プレッシャー』だ。

　自分より背の低い、自分より年ねん齢れいの低いであろう少年。

　だが、その目は、強い。

　一睨にらみで、体の芯しんから凍こおる思いだ。

　レオンが攻撃を仕掛け、そこにリラの魔法。稲いな妻ずまや炎や冷気が絶え間なく襲ってくる。

　動くことすら出来ず、怒ど濤とうの攻撃を受け続けるしか無い。

　一つ、助かったのは、フィルスが攻撃に参加せず、ただ立ち尽つくしていたことだ。

　プレイヤー様に操作されることが、俺たちの夢なのに、フィルスはプレイヤー様の指示に従おうとしない。

　そこで、俺はオーディションでのことを思い出した。

　ルピアとマルクくんが言っていた。

　フィルスは、少しでも情が移った相手を攻撃出来ない優やさしい少女だと。

　って──そんなことより、攻撃を返さないと。

　プレイヤー様に、アイテムを使い切らせればいいんだ。

　俺が、俺だけの力で、やるしかないんだ。

　剣を振ふるう。

　何度も、何度も、何度も。

　ダメージは、確かに与あたえている。

　だが、すぐに回復される。

　ＨＰというのは、『体力』だ。

　それは、命のパラメーターであると思われがちだが、実際のところ、『スタミナ』に近い。

　ＨＰの回復は、スタミナの回復に過ぎず、負った傷が癒いえる訳ではない。

　まあ、フィルスのように無む尽じん蔵ぞうのスタミナを持っているバケモノ揃ぞろいのメインパーティからすれば、『ＨＰがなくなったら動かなくなって下さい』という、ただの『ルール』でしかないだろう。──俺側は明らかに『命のパラメーター』だけどな。

　一いち撃げきで倒せないなら……三撃で倒せばいいっ！

　斬って、斬って、魔炎衝裂孔っ！

　このコンボなら──

　今度は、レオンが吹っ飛ぶ番だった。てん、てん、と地面を跳はねて、倒れるが、またすっくと立ち上がる、レオン。

　……対応が早い。

　このプレイヤー様、慣れている。

　今のは、ＨＰをゼロに出来る連撃だったはずだ。だが、ギリギリゼロにならない程度の数字を見み極きわめて防ぼう御ぎよしている。

『マナトさん！　プレイヤー様ご一行は、全体を回復する魔法を覚えていません！』

　そうか。だったら、全員を同時攻撃すれば──

「よし、全体魔法を使う。適当に、名前を付けてくれ」

『了りよう解かいですっ！』

　この世界には、『精せい霊れい』がいる。

　だが、それは、生き物ではない。

　火を起こすのに酸素が必要なように、魔ま法ほうを使うのに、精霊という元素が必要となる。その精霊に、モンスターたちと同じようにＭＰを支し払はらうんだ。

　炎を起こすイメージ。

　超ちよう能のう力りよくのように、強くイメージするだけでいい。

「紅ぐ蓮れんの炎に抱だかれて朽ちろっ！」

　突とつ然ぜん、業ごう火かが空中に現れ、フィルスたちを覆おおう。

　この広場を覆い尽くすほどの炎。

　空気が焼ける臭におい。鎧よろいの中まで伝わる熱気。

　マルクくんは『インフェルノ』というシンプルな名前を付けてくれた。

　ゴウっ、と強風が吹き、炎は熱波となって四人のもとを過ぎ去った。

「マルクくん、ダメージは？」

『一二五二です』

　くそっ。二八〇〇には二発でも届かないか。二回で倒せるのと三回で倒せるのでは圧あつ倒とう的な差がある。

　だが、これに賭かけるしか無い。

　撃うち続けるんだ。誰だれか一人でも倒たおせばきっと──

　どす──腹部に、剣が刺ささった。

　刺されながらも俺は、インフェルノを放つ。

　背後から斬られた。

　だが俺は、インフェルノを放つ。

　吹っ飛ばされても──インフェルノを放ち続ける。

　プレイヤー様は、一人ずつでしか回復が出来ない。四人の内、誰かはダメージが蓄ちく積せきされているはずだ。

　インフェルノ、インフェルノ、インフェルノ。

　ここだっ！

「煉獄の炎で朽ちるがいいっ！」

　魔炎衝裂孔を、放った。

　ダメージが残っているところに、最大の攻こう撃げき。

　フランは、その攻撃を避よけず、受け止めてくれた。

　バックステップ一つで、届かなかっただろうにね。

　そうしてやっと──回復役を倒すことに成功した。

　が、次の瞬しゆん間かん──リラがアイテムで復活させる。

　対応が、早すぎる。

　ダメか……

　俺は、絶望していた。

　何故なぜなら、もう俺には、魔法を使うほどのＭＰが残されていないからだ。

　コボさんの召しよう喚かんに、かなり消費したからな。

「これでトドメよっ！　メテオスっ！」

　リラの魔法で、隕いん石せきが落ちてくる。

　防ぎようもない、特大の隕石だ。

　俺は、啞あ然ぜんとしていた。

　隕石の魔法ってのは、大たい概がいのゲームで最強クラスの魔法。

　レベル三〇の魔法使いが扱あつかって良い代しろ物ものではない。イベント戦だからって、実力以上の魔法はダメだろ。

　ごごごごご……

　直径どれほどだろうか。

　巨きよ大だいすぎて、動きがゆっくりに見える。

　さっきのインフェルノもそうだが、強い魔法が発動しているときは、みんな動いてはいけないという暗あん黙もくのルールが存在する。

　大おお技わざを使ってるのに避けられるとプレイヤー様ががっかりするのと、大技の最中にごちゃごちゃ動くと、ちゃんと見て頂けない。

　せっかく考えて編み出した技は、しっかり最後まで見て頂きたいからな。

　逃にげたいが、逃げてはいけない。

　うおおおおおっ！　気合いを入れるが、声にはしない。

　ボスがそんな大声を上げてはいけないんだ。

　ずっしりと、隕石がのし掛かかってくる。

　剣けんでガードしようが、無意味な威い力りよく。

　隕石は俺の体を地面に叩たたきつけ、押しつぶし、めきめきと音がして、鎧と骨が壊こわれていく。

　まだか？　まだか？　早く終わってくれ！

　隕石は、じっくりと、しっかりと、俺の体をぶっ壊していく。

　プレイヤー様には、たったの三秒ほどの出来事だろう。

　だが、俺にはそれが無限の時間に感じられた。

　全身の骨や肉を、ゆっくり潰つぶされる感覚。……俺は死ぬんじゃないかと不安になる。

　ふっと霧きりのように隕石が消えた。

『……マナトさんの、ＨＰ……ゼロです』

　ダメだ……もう……打つ手はない……

　地面に大の字になった俺にはもう、剣を握にぎる力すら残されていなかった。

　諦あきらめる？

　いつものように。

　ダメだったら、仕方が無い。

　また次頑がん張ばれば良い。

　ずっとそうしてきた。

　解かい雇こされても、仕方が無い。

　次の仕事を探せば良い。

　出来る限りの仕事をしてダメだったら、どうしようもない。

　今回は、これで終わり。

　ここが、限界だ。

　ふと、フィルスの顔が目に映る。

　とても、とても悲しそうな表情だ。

　諦める？

　いつものように。

　……あれ？　どうして俺は、『諦める』に『？』を付けてるんだ？

　もう無理だろ？『諦める？』じゃなくて、『諦めよう』だろ？

　何問いかけてるんだよ。

　諦める？

　いつものように。

　諦める？




　訳には──いかねえだろ。




　わかってる。わかっていたさ。

　ここで俺が倒れたら、プレイヤー様はどう思う？

　何も思わない。

　きっと、何の感想も抱かない。

　このエンドール村も、フィルスの頑張りも、ルピアやマルクくんの頑張りも、全すべて水すい泡ほうに帰してしまう。

　ここで諦める訳には、いかないよな。

　根こん性じようの見せ所だろ！　起きろ俺っ！

　俺に出来ることは何だっ？

　フィルスのような強さもない。ルピアのような神かみ業わざもない。マルクくんのようなサポート力もない。

　根性しか、ねえだろ。

　気持ちで負けたら……何が残る？

　出来ることは全てしたかっ？

　まだだ！　まだ俺は死んでいない！

　死ぬまで頑張らないで、どうするっ！

　命いのち懸がけで仕事をする。その言葉を、体現せずにどうするっ！




　全ては、仲間たちのためにっ！




　上体を起こし、剣を取る。

　地面に剣を突つき立てて、片かた膝ひざを立てる。

　だが──それが限界だ。

　限界を超こえた限界。ここでメインプレイヤーに選ばれるような奴やつだったら、しっかり立ち上がるんだろうね。

　目が、虚うつろだ。耳もよく聞こえない。

　ＭＰを使い過ぎたせいもあるな。

　こうなったら──最後の手段だ。

　俺は、倒れないっ！

　どれだけ弱くても、倒れなければ、いつか必ずプレイヤー様は気付いてくれる。

　これが、負けイベントだと。

　死んでも立ってやる。

「マルクくん……ＨＰは、『？』で隠かくしてくれ」

　ＨＰがゼロだってバレる訳には、いかない。

　ゼロってことは、動いちゃいけないルールだ。

『えっ！　ま、まだやるんですかっ！』

　プレイヤー様に、待つ理由などない。

　片膝をついている俺に、レオンがさらに追つい撃げきしてくる。

　容よう赦しやの欠片かけらもない凶きよう刃じんが、降り注いでくる。

　技でもなんでもない攻撃。

　その一撃で、俺はまた地面に倒れる。

　……倒れないって誓ちかったばかりなのに。

　すぐに……とはいかないが、俺は立ち上がる。

　みしっと足の骨が軋きしむ音がした。

　だが、またすぐに攻撃。

　……息が詰つまり、意識が飛ぶ。

　だが俺は、立ち上がる。

　危ない。今、死ぬところだった。

　まだ死ぬ訳にはいかんだろう。

　目の前が、ぼやけている。

　息を、出来ている気がしない。

　さらにレオンが来る。

　──ガキン。

　その剣は、受け止められた。

　俺じゃない。

　俺にはもう、そんな力は残されていない。

　ルピアでもマルクくんでもない。

　あの二人はまだ司令室にいる。

　レオンの剣を防いだのは──フィルスだった。

「……もう、やめてくれ」

　寡か黙もくな剣けん士し役のフィルスは小さく呟つぶやいた。

「やめる？　何を言ってんだよ。そいつは帝てい国こくの──俺の村もお前の村も焼き払はらった帝国の将軍なんだぞ！」
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「この人は、私の……私の大切な人なのだっ！」

　フィルスの行動に、言葉に、驚おどろいた。

　フィルスは、イベントを変へん更こうする道を選んだんだ。

　この負けイベントは、仮面の剣士の正体が、フィルスの役の兄であることがわかるというモノだ。

　レオンたちを打ち負かした上で、仮面の剣士が仮面を外し、真相を明らかにするはずだった。だが、フィルスは、俺の代わりに、兄であることを明らかにするというイベントに変更したんだ。

　負けイベントではなくなったが、衝しよう撃げき的なイベントのままでいるために。

「そこをどけ！　そいつは、ここで殺やらなきゃいけないんだ！」

「だったら……私を倒たおしてからにして貰もらおうかっ！」

　フィルスは俺から剣けんを奪うばい取る。

　すると、女剣士のものだった衣装が、普ふ段だん身に付けている服に変わっていく。

　それは──メインパーティからの脱だつ落らくを意味していた。

　レオンの剣が、フィルスに襲おそいかかる。

　フィルスの肩かた口ぐちで剣は止まり、弾はじかれる。

　その弾かれたレオンの身体からだを、ばっさりと一刀のもとに斬きり伏ふせた。

　一撃。

　たったの一撃で、レオンのＨＰはゼロになる。

　そうか。

　そういうことか。

　フィルスは、この『負けイベント』を成立させようとしているんだ。

　自分が『イベントボス』となって。

「裏切る……つもりなのね」

　そう呟いたのは、フランだった。

　許せない行こう為いなのに、どこか嬉うれしそうな表情だった。

「ああ、すまない」

　続いて、フランがフィルスに斬り倒された。

　それも、一撃だ。

　だが、今度は回復アイテムも回復魔ま法ほうも使わない。

　そう、プレイヤー様は無む駄だなことがお嫌きらいなのだ。

　一撃で倒され、さらに攻こう撃げきが通じないならば、回復するのも無駄になる。

　だから、『動かさない』。

　気付いてくれたんだ。

『ああ、これは、戦っても無駄なイベントに突とつ入にゆうしたんだな』と。

　俺がやりたかったこと、出来なかったこと。

　それを今、フィルスがやってくれている。

　俺が出来ていれば、俺の予想通りだったと、証明してくれているのだ。

　レオンもリラも、胸むなくそ悪いだろう。

　フィルスをボコボコにしたいだろう。

　だが、彼らは今プレイヤー様に操作して頂く『メインパーティ』なんだ。

　自分の意思ではどうにもならない。

　さっきまでの、俺と同じように。

　リラは怯おびえていた。

　逃にげたい。逃げたい逃げたい逃げたい。

　そんな言葉が、表情から読み取れた。

　さっきまでの、俺と同じように。

「こ、こいつっ！」

　魔法を詠えい唱しようする。さっき俺にトドメを刺さした、あの隕いん石せきの魔法。

　だが、それが完かん了りようするより速く──

「魔炎……衝裂孔ぉぉぉっ！」

　それは、俺の技わざだった。

　三級の俺が出来る、最大の技。

　炎ほのおに包まれたフィルスの剣は、リラを貫つらぬいた。

「私は、彼と共に行く。──ここで、君たちとはお別れだ」

「待て……待ってくれ……こんなこと……」

　どうすればいいのか分からない様子で、レオンは戸と惑まどっていた。

　それは、画面の向こうにいるプレイヤー様も同じだろう。

　ここで、さらにフィルスは──俺に、口づけをした。

　ルピアのときより、少し肉厚な唇くちびるだった。

　良い匂においがした。

　何より、気持ち良かった。

「許さないっ！　仮面の剣士っ！　貴様を俺は一生許さないっ！」

　それは、役としてではなく、『主人公の顔』を潰つぶされたことによる叫さけび。

　フィルスは俺を抱かかえ、村の奥へと向かい──イベントは終了したのだった。
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　こうして、俺たちの一大イベントは幕を閉じた。

「マミさん急いでっ！　ウン子こも！」

　俺は担たん架かに乗せられて、医務室へ向かっていた。

　ガラガラとキャスターが床ゆかを走る音が聞こえる。

　酸素マスクを付けられて、点てん滴てきも打たれている。

　うっすらと浮うかぶのは、天てん井じように光る蛍けい光こう灯とうと、左右から顔を見せる、少女たち。

「このバカっ！　やりすぎ！　もう死んじゃうかと思ったじゃない！　今度あんなことしたら──死ね！」

　どっちだよ。どうして欲しいんだよお前は。

　ルピアは目に涙なみだを溜ためながら、酸素マスクを引っ張ってはばちんばちんとぶつけてくる。

　隕石の直ちよく撃げきがマズかった。

　あと、レオンに斬られた場所が悪かった。

　ボス役はボス役で、受け身や受け流しの技術が必要だ。

　一応、一通り訓練したつもりだったが、まだまだだったようだ。

「マナトっ！　大だい丈じよう夫ぶっ！　マナトっ！」

　フィルスは心配そうに、何度も俺の名を呼んだ。

　悪い気はしないな。美女に名前を呼ばれるのは。

　医務室へ入ると、ウン子さんが俺の頭に手を置いた。

「これより、オペを始めます」

　びりっと全身が痺しびれる感覚。

　それは、麻ま酔すいではない。

　全身を一いつ瞬しゆんで麻ま痺ひさせる魔法。

　大体のＲＰＧであるだろう？　あれのちゃんとした使い道さ。







　目を覚ますと、俺は全身、包帯でぐるぐる巻きだった。

　まだ麻痺が効いてるのか、上手うまく動かない。

　頭が、体が、ダルい。

　痺れがだんだん解けてきて、右手に何かを摑つかんでいるのがわかった。

　これは──手だ。

「フィルス？」

「……え？　あ……マナトっ！　ああ良かったっ！　マナト、目を覚ましたのね！」

「大げさだな。死ぬほどの怪け我がじゃなかったろ？」

「もうっ！　死なないほどの怪我でもなかったのよっ！」

　震ふるえる声。こみ上げてくる涙。

　フィルスが動どう揺ようする姿なんて、初めて見たな。

　泣いているフィルスも、可愛かわいいな。なんて思ってしまった。

　ここは、医務室か？

　真っ白い壁かべ。真っ白い天井。真っ白いベッド。

　うちのベッドより、寝ね心地ごこちがいい。

　シーツもサラサラだ。

　きょろきょろと辺りを見回していると、ルピアが医務室に入ってきた。

　手に、オレンジジュースを持って。

「げっ、生きてんじゃん。──死ねっ」

　てくてくと早足に俺のところへやってくると──びしっとルピアが俺の額を小こ突づく。

「トドメ刺そうとすんな」

「心配した分を返しなさいよね」

　びし、びし、びし。こいつ、マジでトドメを刺すつもりじゃないだろうな？

　あれから、どれだけの時間が過ぎたんだろう？

　まあ、それはどうだっていい。

「フィルス……お前は何してんだよ」

　俺は、フィルスを睨にらみ付けた。

「何って……」

　きょとんとした表情を、フィルスは返してくる。

「まだ、全部の収録は終わってないだろ？　エンドール村のイベントは終わったけど、お前の役目はまだ残ってる。こんなところにいないで、帝てい国こくへ行って、今回の件の責任を追つい及きゆうし、変へん更こうした台本でどうするか協議するんだ」

「ちょっと！　フィルスはあんたが起きるまで付きっ切りで──」

　びし、びし、びし。

「全すべてはプレイヤー様のために……だろ？」

　勝手にイベントを変えてしまっただけではない。メインヒロインのパーティ離り脱だつによってメインのストーリーすら大おお幅はばに変更されてしまった。

　プレイヤー様にお喜び頂くことが、我々の使命であり、生きる意味。

　今回の件は全て、帝国の責任だ。だが、ここで完全に仕事を放ほう棄きすれば、エンドール村への信しん頼らいはなくなり、当然仕事は来なくなる。

　俺なんかに構ってる暇ひまは、ないはずだ。

「……そうね。ごめんマナト。私、あなたの頑がん張ばりを無む駄だにするところだった」

　フィルスはぐっと涙を拭ぬぐって、立ち上がる。

「じゃあ、あとは任せた」

「了りよう解かい──村長」

　フィルスは決意の表情で医務室を去って行った。

「あーもうっ！　ちょっとあんたのこと尊敬したあたしの感情を返しなさいっ！」

　ぐりぐりぐりぐり。傷口を拳こぶしで抉えぐるルピア。

「痛い痛い痛いっ！　もう麻痺解けてるからっ！」

「ありがとうの一言が先でしょうがっ！」

「そうだったな。ありがとう──ルピア」

「あ……っ、あたしにじゃなくてっ！」

「心配してくれてたんだろ？」

「するわけないでしょ！」

「さっき言ってなかったか？　てっきりフィルスと一いつ緒しよに付きっ切りだったのかなって」

「あたしはフィルスに付きっ切りだったのよ！　あんたにじゃないもん！」

「そうか。それじゃあ、フィルスに言わないとな」

「そう。ホント……心配したんだから」

「マルクくんは？」

「コボさんたちと事後処理。フィールドもダンジョンも、いっぱい弄いじっちゃったからね」

「俺も仕事を──」

「寝ねるのが、仕事。今日はもう帰んなさい」

「……と言っても、まだ動けそうにないんだ。送っていってくれるか？」

「はあ？　あたしがそんなことするわけないでしょ！　マルクに送らせるわ。マルクの仕事、あたしが引き継ついで」

「すまんね」

「……あたしに出来ることを、するだけだから。……でも明日あしたは出勤しなさいよね！　あたし休きゆう暇か貰もらうからっ！」

　……この鬼おに。







　医務室からルピアが出て行って程ほどなくして、マルクくんがやってきた。

「マナトさん！　助かったんですねっ！」

　ぎゅっと俺の体を抱ほう擁ようして、喜びを表現するマルクくん。

　それは、出来ればフィルスにして欲しかったね。

「ちょっと、家まで送ってくれないかな？」

「はいっ！　任せてくださいっ！」

　俺はマルクくんにおぶってもらい、村の外から自分の世界へと舞まい戻もどる。

　自じ動どう販はん売ばい機きの前に降り立った俺を、またどっこいしょっとマルクくんが背負い、俺の指示の下もと、帰路につく。

　家まで送って貰もらい、鍵かぎを開けると──

「お兄ちゃーんっ！」

　どどどどど……いつものように、まどかがやってきた。

　が、タックルはしない。

「お、お兄ちゃんっ！　どうしたのその包帯っ！」

　まどかはマルクくんの存在には目もくれず、俺の手を取った。

「あーちょっと仕事でね」

「仕事でって……前よりヒドいことになってるじゃない！」

「ちょっと大げさな包帯だけど、心配いらないさ」

「…………そう？」

「可か憐れんだ……」

　マルクくんは、ぼーっとまどかを見つめていた。

「マルクくん、とりあえず、ダイニングまで連れてってくんない？」

「は、はい！　お兄様っ！」

「マルクくん？　何その人にん称しよう」

　ダイニングの椅い子すに腰こし掛かけると、俺はふーっと息を吐つく。

　あー。やっぱり、しっくりくるね。我が家の座り慣れた椅子ってのは。

「まどか。何かご飯あるかな？　マルクくんも食べていってよ」

「はい！　お兄様っ！」

「マルクくん、だから急に何その人称」

「クリームシチューでいい？」

「あいよー」まどかの言葉に、軽く返す。

「あとサラダも食べてね」

「えー、こういうときぐらいは、好きなもんだけ食べたいわ」

「ぼ、ボクが食べます！　全部平らげてやります！　平家の人間になりますっ！」

　がたん、と大きな音を立てて立ち上がり、マルクくんがまどかへアピールをした。

「………………誰だれっ！　いつの間に忍しのび込んでるの！　サンタじゃあるまいし！」

　まどかは急に目を細め、びしっとマルクくんを指さした。

　…………もしかして、今気付いたのか？

　怪我をした俺が衝しよう撃げき的な姿だったから、それ以外何も見えてなかったのか。

「仕事仲間の、マルクくんだ。で、妹のまどか」

　互たがいにざっくりとした紹しよう介かいをすると、二人は同時にぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「お兄ちゃんを、家まで送ってくれたんだ」

「ど、どうもです！　あ、あの！」

「はい」

「あなたのパンツを洗わせて下さいっ！」

「…………はい？　…………えっと、ダメです」

　マルクくんの急な申し入れに、まどかは小首を傾かしげて困こん惑わくしたが、深く考えないようにしたようだった。

「でも……お兄ちゃん。その仕事、もう辞やめた方がいいよ」

　クリームシチューと食パンをテーブルに並べながら、まどかが心配そうに言う。

「どうして？」

「……私、これ以上お兄ちゃんが怪け我がするの、見たくない」

「まどかさんは優やさしいんですねぇ」

　マルクくんがふやけたような笑え顔がおを見せていた。

「まあ、確かに、俺にこの仕事は向いてないかもな」

「そうだよー。きっと、もっと向いている仕事があると思うなー。現場に拘こだわらなくても、『ホーム』の会社で事務員とかさ」

「あるかもな」

「マナトさん……辞めちゃうんですか？」

　マルクくんはずっとまどかを見ていたが、ちらりとこちらに目を向けた。

　とても、寂さびしそうな瞳ひとみを。

「……俺は、今までずっと、なあなあに生きてきた。どんな学校でもいいし、どんな仕事でもいい。やりたいことなんか一つもなくて、漠ばく然ぜんと『何かをしたい』って感じに生きてきた。──でもな、今もしかしたら、見つかったかもしれないんだ」

「見つかった……」

　まどかは、俺の言葉を飲み込んだ。

　こんな話、したこともなかったな。

「俺は、今の仕事がやりたいんだ。向いていないかもしれない。また失敗するかもしれない。怪我をするかもしれない。でも──あの場所で、この仕事をやりたい。今は心からそう思う。初めてなんだ。こんな気持ち」

　俺は、何でも中ちゆう途と半はん端ぱにしか出来ない男だった。

　検定試験にしてもそうだ。剣けん術じゆつ三級で諦あきらめて、槍そう術じゆつ三級で諦めて──

　挑ちよう戦せんしては失敗して、反省も悔くやしがることもせず、次へ次へと広く浅くやってきた。

　でも、今は違ちがう。

　初めて、俺は目標を持つことが出来た。

　エンドール村で、このままゲームの仕事をしていたい。

　フィルスたちと共に、エンドール村を大きくしたいんだ。

「そっか……お兄ちゃん、やりたいこと、見つかったんだ……」

　まどかは、寂しそうに呟つぶやいた。

「あ、あの！」

「ん？」

「心配なのでしたら……その！　まどかさんもマナトさんと同じ仕事をなさってはいかがでしょうか！」

　マルクくんの言葉に、まどかは目をぱちくりさせる。

「お兄ちゃんと一緒の仕事……その手があったわっ！　どうして気付かなかったんだろう！　ありがとう！　えっと……」

　まどかはどれだけマルクくんに興味がないのか、名前すら覚えていないようだった。

「マルクくん」ぼそりと名前をもう一度紹介する。

「ありがとう！　マルクくん！」

「あのな、まどかはまだ義務教育の──」

「うちの仕事は若い方が有利だって、マナトさんも知ってるでしょう？」

「まあ、そうだけどさ」

「じゃあ、決まりね！　私、お兄ちゃんと一緒に仕事するから！」

「まあ、父さんと母さんに聞いてからね」

「絶対説得してみせるから大だい丈じよう夫ぶ！　君、えっと名前なんだっけ？」

「マルクです！」

「クリームシチュー、食べて行く？」

「はい！　ご馳ち走そうになります！」

　今の今まで、クリームシチューをマルクくんに出す気なかったのか。

　まどかは俺のことなら何でもすぐに気付くけど、他人のことには全然気付かない。

　全く、どうしてそういう性格になったのか。

　まどかにあの仕事が出来るか、心配だった。

　……まあ、やりたいことが見つかったなんて言った手前、妹の『やりたいこと』を阻そ止しすることも出来ずにいた。







　次の日、俺はなんとか歩ける程度には回復して出勤した。

　いや、正直回復はしていなかったが、マミさんのぎちぎちに固めた包帯のおかげでなんとか歩けた。

　休んでも良かっただろうが、まあ、今日は激しく動くような仕事ではないし、もっと仕事をしたいという気持ちが強かったから出勤したんだ。

　エンドール村の近くの草原に降り立つと、驚おどろいた。

　そこにフィルスがいたから。

「お早はよう、マナト」

　輝かがやくような、笑顔だった。

　草原に立つ美しい少女に、目を奪うばわれた。

　そう、初めて会ったときと同じように。

「どうしてここへ？」

「そろそろ出勤時間だから、待ってたんだ。はい、おんぶしてあげる」

　フィルスはそう言って屈かがみ込んだ。

「お言葉に甘えようかな」

　俺はフィルスの背中におぶさる。

「なあフィルス」

「んー？」

「重くないか？」

「ぜーんぜん」

　そりゃあ、筋トレを三日続けられるとか言うような奴やつには重くもないか。

「なあフィルス」

「んー？」

「仕事は、どうだった？」

「帝てい国こく側は、全部非を認めてくれたよ。マナトのことも、あの状じよう況きようでよく頑がん張ばったねって」

「なんで、仮面の剣けん士しは来なかったんだ？」

「マナトの睨にらんだ通り、あのリラって子が根回ししてたみたい。エンドール村からの通信は別のところへ転送されてたって」

「ふーん。ってことは、帝国がエンドール村を潰つぶそうとした訳ではないのか」

「むしろ、かなり好意的だったよー」

　一つの懸け念ねんが解消されて、まずはほっと一息。

「全く、どうしてそんなに恨うらまれたのか。未いまだに謎なぞだね」

「あー、それも聞いてみた」

「なんて？　どうしても、恨まれる覚えがない」

「お尻しりが大きいとバカにされたとか」

　…………あっ！　俺が初めてエンドール村に来たときの奴かっ！

「『時々どきどきシスターズ』ってゲームを台無しにされたとか」

　…………え！　あれに出てたのか！　ルピアがタブーを犯おかした奴！

「オーディションでメンツを潰されたとか」

　…………あっ！　フィルスがボコボコにした奴かっ！

　人が傷ついたときって、加害者側はわからないことがあるよな。

　そうか。あれらの出来事は、リラにとって、こんな恨みを抱いだくようなことだったんだな。

「なあフィルス」

「んー？」

「なんで……キスまでしたんだ？」

「あー、だって──」

　俺がレオンたちにボコボコにされたとき。

　フィルスがいたたまれなくなって、割って入ったとき。

　あそこで、キスまでする必要はなかったはずだ。

　そこがずっと、気になっていた。

「せっかくのキスシーン、なくなっちゃったから……さ」

　フィルスは少し照れ臭くさそうに笑った。

　メインのストーリーが変へん更こうされたことにより、レオンとのキスシーンはなくなってしまった。フィルスはあのとき、プレイヤー様にとって、敵になったのだから。

　だからといって……俺としなくても。

　あれのせいで、兄妹きようだいって設定が恋こい人びとになってしまったんだ。

　あれは、もしかしたら、リラへの復ふく讐しゆうの意味もあったのかな？

　それとも、俺へのご褒ほう美びだったのか。

　あるいは──フィルスは本当に、俺に気があるのか。

　俺はそれ以上のことを聞く勇気が出なかった。

　会議室へと辿たどり着くと、休暇を取ると言っていたはずのルピアが挨あい拶さつもそこそこにＰＤＡを片手にやってきた。

「ちょっと！　マナト！　見てよこれ！」

　画面にあったのは、ゲームの評判だ。




『クソゲー。ヒロインが中ちゆう盤ばんで突とつ然ぜん離り脱だつする』

『クソゲー。まさかの寝ね取とられモノ』

『糞クソゲー。仮面の剣士が急にサングラスになる。意味がわからん』

『弱いくせに全然死なないと思ったら負けイベントだったでござる』

『使ったアイテムを返して欲しいンゴなー』




　評価は、散々だった。

　褒ほめる言葉が、一つも出ていない。

　だが──

「載のってる！　載ってるよ！　マナト！」

　べしべしべしべしべしべしべしべしべしべしべしべしべしべしべしべし……

　ルピアが俺の背中を一六連打する。

「初めてですよね！　こんなに話題になったの！」

　マルクくんも小こ躍おどりするぐらい喜んでいる。

「うちの村のことしか言ってないぐらいよ！　こんなの初めてっ！」

[image: ]

　フィルスも笑え顔がおだった。

　俺は思わず笑ってしまった。

「あっははは、お前ら、何喜んでんだよ。悪く書かれてんだぞ」

　酷こく評ひようだった。

　だが──みんな喜んだ。

　話題にすらならなかった村。

　記き憶おくに残らなかった村。

　それが初めて、話題になっている。

　悪い意味で話題になっている。

　それでも、無視されるよりは全然良い。

　俺たちは、プレイヤー様の心に残るために、命を賭かけている。

　……でも、今度はお喜び頂きたいな。







　あとがき




　皆みなさんこんにちは。一番最近やったゲームは『くにおくん　熱血コンプリート』な木き村むらです。

　さて、「ゲーム・プレイング・ロール」。如何いかがでしたでしょうか？

　プロローグのところで、「ああ、これはこういう作品なんだな」と全すべてを受け入れることが出来れば、楽しめる作品になったかなと思います。

「ゲーム・プレイング・ロール」というタイトルには、『ゲームの裏側』や、役割を演じるゲームではなくゲームの役割を演じる、という思いが籠こもっています。

　もしも、ゲームがスターシステムで作られていたとしたら。

　数多あまたあるゲームのあんなシーンやこんなシーン。全てのシーンに『裏側』があったんじゃないかと妄もう想そうが膨ふくらんでいく。

　皆さんも、これからゲームをすることがあったら、その裏側を考えてみて下さい。

　某ぼう『グラディウスタワー』とか、某『ロードして候　しばし待たれよ！』とか、某『サラマンダーより、ずっとはやい!!』とか。

　もしかしたら、彼らの村も、色々な事情があったのかもしれません。

　昔断念したゲーム。好きだったゲーム。ヒドかったゲーム。素す晴ばらしかったゲーム。

　もう一度、最初からやりたいなー。

　この作品を読んでくれた人が、そんな思いになってくれれば、幸いです。







　さて、最後に謝辞を。

　まずは、この本を手にとって下さった皆様。ありがとうございます。

　イラストレーターのぼに～さん。イメージ通りのキャラデザイン、ありがとうございました。まどかが一番お気に入りです。興奮します。

　校正さん。今までいくつかの作品を書いてきましたが、今回の校正さんが一番素晴らしい仕事でした。ナイスツッコミと、ナイス資料！

　編集部の皆様。こんなワガママな作品に付き合って下さりありがとうございました。





木村　心しん一いち


















カバー・口絵・本文イラスト／ぼに～

デザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










ゲーム・プレイング・ロールverヴアージヨン.1




村むら娘むすめ。をヒロインにプロデュース








木き村むら心しん一いち





[image: ]





2017年5月1日　発行





(C)2017 Shinichi Kimura, Bonnie





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『ゲーム・プレイング・ロールver.1　村娘。をヒロインにプロデュース』

2017年5月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p281.jpg





item/image/cover.jpg
:
L

Y L°d8A 3708 9NIAYTd JWY9
L.

~<0r





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p117.jpg





item/image/p191.jpg





item/image/p145.jpg





item/image/p227.jpg





item/image/p027.jpg





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ　私が村長です。



		第一章　一緒に屋上にいて、友達に噂とかされると、恥ずかしいし…。



		第二章　殺してでも ヒロイン役を うばいとる



		第三章　誰かが『主人公』になるのなら誰もが『主人公』になれるはず



		エピローグ　ゆうべは　おたのしみでしたね。



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p263.jpg





item/image/p183.jpg





item/image/p257.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p053.jpg
R B R 25 0"





item/image/p003.jpg





item/image/p047.jpg





item/image/p089.jpg
e N e

A =
CI
V| 4% \\‘\\\!/ i
d W\\”Q’uww\’\\\mw\\ & ‘ \“\“‘\?4 X

e \\
= A < /&
e = a \ )/
N } ‘
,f D A s XA
w\ i Ve =~ 07 \ . 2\ :
Sy 3 >





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
GAME PLHIHE ROLE

WU o

Produce hernlnes

in Endoll willagell =L0AD

= Z0O00-2 p3
M ETT,

B—F pd3
—ICELICWT, EECENENRD S,
Bl e,

B8 pl1Z?
#LTTH 00 vige 2EFVED

B=E pl191
ENPFIEADICTDZOES
ELHFIEAZICENRDRT

IeO-2 p263
RN S
sroLaTlLEzRA.

EXL VRN
T Ok 158, /~

F&EH

TB#zDHSU!Eiéﬁﬁvuvim





item/image/p127.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
|
el
—..A
kg
=
L

= b






item/image/kuchie-003.jpg
+Ho

missION

[R—" R 2

-—Alm—/4‘~/—=s/%ﬁ%lv¢ﬂ*90






